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「キャンパスマスタープラン2025」によせて 

 

 富山大学は、平成17年の再編・統合以来、

教育・研究・社会貢献の三位一体の発展を通

じて、地域とともに歩む総合国立大学として

着実に歩みを重ねてきました。現在では、9

学部及び附属病院・研究所等を擁し、9,300

名余の学生と2,500名余の教職員が集う、北

陸・日本海側を代表する知の拠点となってい

ます。 

 

 今日、社会はSDGsの達成、カーボン

ニュートラル、デジタル変革、人生100年時

代、人口減少といった大きな変化の渦中にあ

り、大学にはこれまで以上に、持続可能な未

来社会の構築に貢献する役割が求められてい

ます。その中で重要となるのは、多様な知を

結集し、新しい価値を創造する「場」として

の大学の機能であり、その基盤となるのが、

教育・研究・交流の舞台である「キャンパ

ス」です。 

 

 キャンパスは、多様な知と人材が集い、学

びと研究、社会との交流が重なり合う大学の

基盤空間です。そのあり方は、教育研究活動

の質のみならず、地域や社会との関係性にも

大きな影響を与えます。社会の変化に柔軟に

対応し、新たな価値創造を促すため、キャン

パスの機能と環境を戦略的に整備していくこ

とが重要です。 

 

 富山大学では、全学必修のデータサイエン

ス教育、アクティブラーニングの推進、英語

教育の充実をはじめとする教育改革を進める

とともに、軽金属材料研究、創薬・未病研

究、カーボンニュートラル、文化財保護、脳

神経科学など、地域と世界の課題解決に資す

る先端的研究を展開してきました。こうした

教育研究活動をさらに発展させるためには、

分野や組織の垣根を越えた連携と共創を促す

キャンパス環境の整備が不可欠です。 

 

 このたび策定する「富山大学キャンパスマ

スタープラン2025」は、本学の理念と中長期

ビジョンのもと、安全・安心で快適な教育研

究環境の実現、デジタル社会に対応した学

修・研究空間の高度化、脱炭素社会に貢献す

るサステナブルキャンパスの構築、老朽化施

設の改修、さらには地域・社会に開かれた共

創拠点としてのキャンパス形成を柱として、 

 

 

将来にわたる施設整備とキャンパスデザイン

の指針を示すものです。 

 

 本学が立地する富山県は、豊かな自然環

境、歴史と文化、そして卓越した産業基盤を

有する、日本でも稀有な地域です。富山大学

は、こうした地域資源と強く結びつきなが

ら、人材育成とイノベーション創出の中核拠

点として、地域の持続的発展に貢献するとと

もに、世界に開かれた大学として新たな価値

を発信していく責務を担っています。 

  

 こうした使命を果たすためには、大学と地

域社会が日常的に関わり合い、相互に学び合

う基盤として、市民にも開かれたキャンパス

の存在が重要となります。教育・研究・交流

が重なり合う空間を整備することで、学生・

教職員だけでなく、地域住民や自治体、企業

など、多くの人々が対話と協働を進め、新た

な価値創出につなげていくことが可能となり

ます。 

 

 本マスタープランの実現を通じて、富山大

学のキャンパスが、学生・教職員はもとよ

り、地域住民や産業界、国内外の研究者が集

い、学び、語らい、新たな挑戦が生まれる

「知の交流拠点」となることを願っていま

す。 

 

 今後とも、関係の皆様のご理解とご支援を

賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

令和8年3月 

 

国立大学法人富山大学長 

齋藤 滋 

Foreword 巻頭言 
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キ ャンパスマスタープラン2025の

策定について 
 

 大学キャンパスは、創造性を備えた人材

の育成や高度な教育・研究、医療活動を展

開する拠点であると同時に、地域社会に知

と価値を還元する重要な場です。学生や教

職員、卒業生にとっては学びと成長の象徴

であり、来訪者や受験生に大学の魅力を伝

える存在でもあります。このように、キャ

ンパスの在り方は、大学のブランドや評価

を形成する基盤の一つです。 

 21世紀に入り、社会の変化は一層加速し

ています。我が国の大学を取り巻く環境

も、国際競争の激化や人口減少・少子高齢

化などにより、大きな転換期を迎えていま

す。さらに、自然災害や感染症の経験を通

じて、安全・安心の確保や防災・衛生機能

の重要性が強く認識されるようになりまし

た。こうした状況のもと、大学には機能強

化と持続可能な運営体制の構築が求められ

ています。 

 本学では、「理念」と「目標」を掲げ、

教育・研究・社会貢献活動を推進していま

す。キャンパスマスタープランは、これら

を具体の空間として実現するための整備の

方向性を示すものであり、施設は大学経営

を支える戦略的資源として捉える点に意義

があります。 

 本計画は、これまでのキャンパスマス

タープランを継承・検証しつつ、大学キャ

ンパスに求められる新たな役割を見据えて

取りまとめたものです。教育研究活動と施

設整備を一体的に捉え、将来にわたり柔軟

に進化できるキャンパスの姿を描いていま

す。 

 

 

 近年示された「イノベーション・コモン

ズ（共創拠点）」の考え方は、大学の諸活

動とキャンパス空間の関係性を再定義する

重要な視点です。本学においても、その具

体化を図っていくことが重要であると考え

ています。 

 本学が拠点を置く富山の地は、豊かで多

様な自然環境と都市機能が調和した、他に

類を見ない特色を有しています。この環境

のもと、多くの志ある若者が集い、それぞ

れの挑戦を展開する舞台としてキャンパス

が活用されることを期待しています。 

 本学の強みや個性を生かし、「夢があり

個性きらめくキャンパスづくり」の実現に

向けて、構成員一人ひとりと歩みを進めて

まいります。今後とも、皆様のご理解とご

協力をお願い申し上げます。 

令和8年3月 

 

キャンパスマスタープラン 

検討ワーキンググループ長 

安永 数明  

00 はじめに －Introduction－ 
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富山大学は、地域と世界に向かって開か

れた大学として、人文社会科学、自然科

学、生命科学を総合した特色ある国際水準

の教育及び研究を行い、人間尊重の精神を

基本に高い使命感と創造力のある人材を育

成し、地域と国際社会に貢献するととも

に、科学、芸術文化、人間社会と自然環境

との調和的発展に寄与する。  

 

Ⅰ 教育  

－高い使命感と創造力のある人材の育成－ 

富山大学は、学生の個性を尊重しつつ人

格を陶冶するとともに、倫理観を育み、広

い知識と深い専門的学識を教授することに

より、「使命感と創造力に富む人材を育成

する総合大学」を目指す。 

1.学生の主体的な学びを促し、多様な学修

ニーズに応え、教育の質を保証するため

に、教育環境の充実と教育システムの改善

を図り、教員の教授能力の不断の向上に努

める。 

2.学士課程では、教養教育と専門教育を充実

し、グローバルな知識基盤社会に貢献でき

る、豊かな人間性と創造的問題解決能力を

持つ人材を育成する 。 

3.大学院課程では、体系的で高度な専門教育

を充実し、現代の多様な課題に果敢に挑戦

し解決できる人材を育成する。 

 

Ⅱ 研究  

－地域と世界に向けて先端的研究情報の発信－ 

富山大学は、学問の継承・発展と基礎的

な研究を重視するとともに、現代社会の諸

問題に積極的に取り組み、融合領域の研究

を推進する。また、基礎研究を充実すると

ともに、「地域と世界に向けて先端的研究

情報を発信する総合大学」を目指す。 

1.真理を追究する基礎研究を尊び、学問の継

承・発展に努めるとともに、地域や地球規

模の課題解決、社会変革につながるイノ

ベーションの創出を推進する。 

2.先端的な研究環境を整備し、世界的な研究

拠点を構築する。 

3.世界水準のプロジェクト研究を推進すると

ともに、研究成果を社会に還元し、世界の

持続的な発展に貢献する。また、基礎的・

萌芽的な研究を積極的に発掘し、その展開

を支援する。 

 

Ⅲ 社会貢献 

－地域と国際社会への貢献－ 

富山大学は、多様な分野からなる総合大

学のスケールメリットを活かして、地域社

会が抱える多様な問題及び地域を越えたグ

ローバルな課題に取り組み、「地域と国際

社会に貢献する総合大学」を目指す。 

1.地域社会の教育と文化の発展に寄与すると

ともに，地域再生への先導的役割を果たす

地域社会の教育と文化・芸術の発展に寄与

するとともに、地域再興への先導的役割を

果たす。 

2.地域の特性を活かし、産学官連携を通じて

地域産業の活性化を促進する。 

3.地域の中核的医療機関としての大学附属病

院は、専門性と総合性を併せ持つ質の高い

医療を提供するとともに、地域の包括的な

医療を牽引する。 

4.大学間交流や国際貢献を推進するととも

に、環境問題等の現代社会の重要課題に取

り組む。 

 

Ⅳ 運営  

－透明性の高い大学運営－ 

富山大学は、教育、研究、社会貢献を積

極的に推進するため、「大学運営において

高い透明性を持ち、社会に開かれた総合大

学」を目指す。 

1.国⺠から負託された国立大学法人であると

の明確な認識のもとに、透明性の高い効率

的な大学運営を行い、社会に対する説明責

任を果たす。 

2.学内外の意見と評価を大学運営に反映し、

大学の人材、資金、施設・設備等の資源を

最も有効に活用する。 

3.組織と構成員は自己点検と自己評価に努

め、時代や社会の要請に対応して、改革と

改善を果敢に推進する。 

4.個人情報の保護に努めつつ、情報公開を積

極的に行い、構成員全てが持てる力を充分

に発揮できる職場環境を構築する。 

01 アカデミックプラン 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－02.1 第４期中期目標・中期計画（※キャンパスの整備に特に関連のある部分のみ抜粋） 

02 中期目標・中期計画 

第４期中期目標 第４期中期計画 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項 
Ⅰ 教育研究の質の向上に関する目標を達成

するためにとるべき措置 

１ 社会との共創 

（１）人材養成機能や研究成果を活用して、

地域の産業（農林水産業、製造業、サー

ビス産業等）の生産性向上や雇用の創

出、文化の発展を牽引し、地域の課題解

決のために、地方自治体や地域の産業界

をリードする。  

１ 社会との共創に関する目標を達成するた

めの措置 

【1-1 地域の産業・文化の発展への貢献】 

（１）中期目標を踏まえ富山大学の強みや特

色を生かし実現・達成を目指す姿や水準 

① 本学の研究の強み・特色であり地域の中

核的産業分野でもある薬・ヘルスケア、

軽金属及びカーボンニュートラルの領域

を中心に、地方自治体及び地域の産業界

の政策等決定及び課題解決に積極的に関

与し、協働することにより、地域振興に

貢献する 。 

② 国立大学において数少ない芸術系学部を

有し、人文科学・社会科学系学部と連携

している特色を生かし、文化財の保護・

活用拠点として文化の発展に貢献する。 

３ 研究 

（10）地域から地球規模に至る社会課題を解

決し、より良い社会の実現に寄与するた

め、研究により得られた科学的理論や基

礎的知見の現実社会での実践に向けた研

究開発を進め、社会変革につながるイノ

ベーションの創出を目指す。  

３ 研究に関する目標を達成するための措置 

【10-1 社会の課題解決・イノベーションに寄

与する研究の推進】 

（１）中期目標を踏まえ富山大学の強みや特

色を生かし実現・達成を目指す姿や水準 

① 国内外との共同研究を推進し、本学が強

みとして保有している重点研究分野

（カーボンニュートラル・ヘルスケア・

創薬・軽金属・データサイエンス等）の

研究や技術（文化財保存等）を地球規模

で問題となっている課題の解決や社会の

イノベーションにつなげる。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            5 

第４期中期目標 第４期中期計画 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項 
Ⅰ 教育研究の質の向上に関する目標を達成

するためにとるべき措置 

４ その他社会との共創、教育、研究に関す

る重要事項 

（12）世界の研究動向も踏まえ、最新の知見

を生かし、質の高い医療を安全かつ安定

的に提供することにより持続可能な地域

医療体制の構築に寄与するとともに、医

療分野を先導し、中核となって活躍でき

る医療人を養成する。（附属病院）  

４ その他社会との共創、教育、研究に関す

る重要事項に関する目標を達成するための

措置 

【12-1 地域の医療連携と高度医療の強化】 

（１）中期目標を踏まえ富山大学の強みや特

色を生かし実現・達成を目指す姿や水準 

① 地方自治体、地域医療機関との連携強化

を図り、特定機能病院である当院と他病

院の役割分担を明確化し、質の高い医療

を提供するとともに地域医療に貢献す

る。 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 
Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標

を達成するためにとるべき措置 

（14）大学の機能を最大限発揮するための基

盤となる施設及び設備について、保有資

産を最大限活用するとともに、全学的な

マネジメントによる戦略的な整備・共用

を進め、地域・社会・世界に一層貢献し

ていくための機能強化を図る。   

【14-2 施設マネジメント】 

（１）中期目標を踏まえ富山大学の強みや特

色を生かし実現・達成を目指す姿や水準 

① 本学の様々な活動を支える「知の基盤」

として、安全・安心で快適なキャンパス

環境を実現するため、施設整備及び維持

管理を計画的に実施するとともに、本学

におけるカーボンニュートラルの実現に

向けた取組を推進する。 

② 施設の有効活用と効率的運用に取り組

み、本学の活動ニーズに柔軟に対応でき

るよう、施設マネジメントを推進する。 

 （その他の記載事項） 

３．安全管理に関する計画 

【他3-1】環境・化学物質・安全衛生の管理

を充実させ、環境保全及び安全衛生

環境を向上させる。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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国立大学の施設整備に係わる国の施策 

本学の施設整備の目標，方針及び整備計画は「中期目標・中期計画」を受けて策定している。

一方，国の施策では，「科学技術・イノベーション基本法（旧：科学技術基本法）」に基づき「科

学技術・イノベーション基本計画（旧：科学技術基本計画）」を策定しており，この基本計画を

受けて文部科学省は「国立大学法人等施設整備5か年計画」を策定している。 

図表－03.1 国の各種施策，中期目標・中期計画及びキャンパスマスタープランの策定状況 

point 

03 国立大学の施設整備に係わる国の施策 

年度 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

中
期
目
標
・
中
期
計
画

キ

ャ
ン
パ
ス

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン

科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

基
本
計
画

国
立
大
学
法
人
等
施
設

整
備

5

か
年
計
画

第1期

第1期 第2期

第2期 第3期

第4期第3期 第5期

第2次第1次 第3次

20112007 2015

第4次

第4期

第6期

2020

第5次

2025

第7期

第6次

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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1．ＵＲＥ戦略とその目標 

■ＵＲＥ（University Real Estate）とは，

大学が所有あるいは使用する不動産（土

地，建物，道路，基幹設備などの施設）

のことを指す。 

■ＵＲＥ戦略とは，ＵＲＥを「大学価値 

向上」の観点から再評価・見直しを行

い，個々の不動産と不動産全体の投資及

び活用効果がそれぞれ最適化する戦略を

大学経営に最大限活用していこうという

考え方をいう。 

■ＵＲＥ戦略は，施設マネジメントの徹底   

 による『健全で持続可能な大学経営の実 

 現（最小の投資で最大の効果発現）』を 

 目標とする。 

 

2．キャンパスマスタープランの目的 

 

 

 

 

■キャンパス像に関する長期的ビジョンを

確立する。 

■キャンパス環境の質の向上を図る。 

■あるべき姿を示し，変化の必要性を知ら

しめる。 

■施設の配置とデザイン決定の理論を確立

する。 

 

３．キャンパスマスタープランの位置付け 

■富山大学は，『富山大学の理念と目標』

に基づき，中期目標・中期計画を実施

し，改革の達成を目指すとしている。

キャンパスマスタープランは，そのキャ

ンパス環境と施設に係る目標を達成する

ための措置としてＵＲＥ戦略の下に位置

付ける。 

■キャンパスマスタープランは，図

表－04.1に示すように，「ＵＲＥ戦略」

の下，キャンパスの将来像について目指

すべき方向性を提案していくものとす

る。したがって，後述する「施設長寿命

化計画」やその下に策定される「各種個

別計画」を，規制や強制，担保するもの

なのではなく，むしろ，関連戦略との整

合や連携を図りながら，今後立案される

様々な構想・計画の具体化を推進するな

ど，「各種個別計画」を関連付けて展開

させていくためのものである。 

図表－04.1  ＵＲＥ戦略とキャンパスマスタープランの位置付け 

04 キャンパスマスタープランの位置付けと実施体制 

キャンパスマスタープランは本学の経営戦略（ＵＲＥ戦略）の一環として将来の「国立大学

法人富山大学」に提案していくものとする。 

point 

 文部科学省の「戦略的なキャンパスマスタープランづくり 

の手引き －個性と魅力あふれるキャンパスの形成を目指し

て－」において，次のように定義されている。  

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－04.3 キャンパスマスタープラン PDCAサイクル（スパイラルアップ） 

図表－04.2  キャンパスマスタープランの実施体制  

■富山高岡広域都市計画区域マス

タープラン，富山市マスタープラ

ン，高岡市マスタープランと整合

したキャンパスマスタープランと

する。 

 

４．キャンパスマスタープラン 

  の実施体制 

富山大学は，キャンパスマス

タープランに基づく整備と運用を

行うための全学的な計画の立案及

び実施並びに評価の体制を構築す

る。 

キャンパスマスタープランは，

自主的な点検評価に基づき，その

内容を適宜見直し，更新する。 

また，将来，社会・経済情勢の

変化，大学改革の進展等により，

キャンパスマスタープランの更新

が必要となった際には，キャンパ

スマスタープランの基本方針は堅

持しつつ，望ましい姿へと進化・

成長させていくものとする。 

さらに，地方公共団体や産業界

等と連携し意見を取り入れられる

体制を作り継続的な改善を図る。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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年度 
科学技術・イノベーション

基本計画に基づく施策 
国立大学法人等の施設整備施策 

1996 

（H8）

～ 

2000 

（H12） 

第1期科学技術基本計画 

〔1996年（平成8年）7月2

日 閣議決定〕 

 

「大学等の老朽化・狭隘化

する施設を計画的に整備」

と記載 

科学技術基本計画を受け，計画的に整備 

2001 

（H13）

～ 

2005 

（H17） 

第2期科学技術基本計画 

〔2001年（平成13年）3月

30日 閣議決定〕 

 

科学技術の倫理と社会的責

任として，「大学等の施設

整備を最重要課題と位置付

け施設整備計画を策定し，

計画的に実施」と記載 

 

国立大学等施設緊急整備5か年計画 

 〔2001年（平成13年）4月18日 文部科学省〕 

 

1.整備目標 

（1）優先的整備目標（約210万㎡） 

①大学院施設の狭隘解消等（約120万㎡） 

②卓越した研究拠点等（約40万㎡） 

③先端医療に対応した大学附属病院（約50万㎡） 

（2）老朽した施設の改善（約390万㎡） 

2.システム改革 

❑ 各学部等が共有する総合的・複合的な研究棟を整備 

❑ 施設の点検・評価，教育研究の活性度等を踏まえた弾

力的施設利用の推進 

❑ 全学的な視点に立った施設管理運営システムの構築 

図表－05.1  科学技術・イノベーション基本計画と国立大学法人等の施設整備施策 

１．「共創」の源泉である教育研究の場

としての整備 

❑ Society5.0  等に向けた教育研究の高度

化・多様化に対応した施設整備 

❑ 急速な技術革新や研究テーマの変化等にも

対応できる柔軟性・機動性のある施設整備 

❑ 高等教育・科学技術政策等と連動した施設

整備 等 

 

２．多様な価値観が集まり新たな価値

を「共創」する場としての整備 

❑ 世界中から人を呼び込む重要な手段とし

て，世界水準の教育研究環境・国際交流機

能の整備 等 

３．多様なステークホルダーとの連携

による「共創」の拠点※としての整備 

❑ 地域・社会の課題解決のための実証実験の

場としてのキャンパスの活用 

❑ 国立大学等と地域の双方の施設の有効活

用，地域全体や学内における共創体制の確

立 等 
※イノベーション・コモンズ 

「第６期科学技術・イノベーション基本計画」を踏まえ「第５次国立大学法人等施設整備５

か年計画」において，今後の国立大学法人等施設の目指すべき姿について，文部科学省の調査

研究協力者会議から次のように示されている。 

point 

05 科学技術基本計画と国立大学法人等の施設整備施策 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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年度 
科学技術・イノベーション

基本計画に基づく施策 
国立大学法人等の施設整備施策 

2006 

（H18）

～ 

2010 

（H22） 

第3期科学技術基本計画 

〔2006年（平成18年）3月

28日 閣議決定〕 

科学技術振興のための基盤

強化として，「老朽化施設

の再生を中心とした整備目

標施設整備計画を策定し，

計画的に整備」と記載 

第2次国立大学等施設緊急整備5か年計画 

〔2006年（平成18年）4月18日 文部科学省〕 

1.整備目標 

（1）教育研究基盤の再生（約480万㎡） 

①老朽再生整備（約400万㎡） 

②狭隘解消整備（約80万㎡） 

（2）大学附属病院の再生（約60万㎡） 

2.システム改革 

❑ 全学的な視点に立った施設運営管理システム等の施

設マネジメントを一層推進 

❑ 寄附・自己収入による整備など，国立大学等の自助

努力に基づいた新たな整備手法による施設整備を引

き続き推進 

❑ 国立大学等における施設マネジメントや新たな整備

手法による整備などのシステム改革への取組を積極

的に評価 

2011 

（H23）

～ 

2015 

（H27） 

第4期科学技術基本計画 

〔2011年（平成23年）8月

19日 閣議決定〕 

 

国際水準の研究環境及び基

盤の形成の推進施策とし

て，「重点的に整備すべき

施設等に関する国立大学法

人全体の施設整備計画を策

定し，安定的，継続的な整

備が可能となるよう支援の

充実を図る」と記載 

第3次国立大学等施設整備5か年計画 

〔2011年（平成23年）8月26日 文部科学大臣決定〕 

1.計画的・重点的な施設整備の基本的考え方 

❑ 質的向上への戦略的整備Strategy 

❑ 地球環境に配慮した教育研究環境の実現Sustainability 

❑ 安全な教育研究環境の確保Safety 

2.整備目標 

❑ 安全性・機能性に問題のある老朽施設等の改善（約

400万㎡） 

❑ 高度化・多様化する教育研究活動の実施に不可欠な

スペースの確保（約80万㎡） 

❑ 先端医療・地域医療に対応した大学附属病院の再生

（約70万㎡） 

3.システム改革 

❑ 施設マネジメントの推進 

❑ 多様な財源を活用した施設整備の推進 

❑ 戦略的な施設マネジメントに必要な人材の育成 

2016 

（H28）

～ 

2020 

（R2） 

第5期科学技術基本計画 

〔2016年（平成28年）1月

22日 閣議決定〕 

 

科学技術イノベーションの

基盤的な力の強化におい

て，「イノベーションの源

泉としての学術研究と基礎

研究の推進に向けた改革・

強化」「研究開発活動を支

える施設・整備の戦略的強

化」 と記載 

第4次国立大学等施設整備5か年計画 

〔2016年（平成28年）3月29日 文部科学大臣決定〕 

1.基本的考え方ー取り組み課題 

❑ 安全・安心な教育環境の基盤整備 

❑ 国立大学等の機能強化等変化への対応 

❑ サステイナブル・キャンパスの形成 

2.整備目標 

❑ 安全・安心な教育研究環境の基盤（約475㎡） 

❑ 狭隘解消整備（約40万㎡） 

❑ 改修・改築整備における機能強化に資する整備（約

475㎡） 

❑ 大学附属病院の再生（約70万㎡） 

3.推進方策 

❑ 戦略的な施設マネジメントの取組の推進 

❑ 多様な財源を活用した施設整備の推進 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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年度 
科学技術・イノベーション

基本計画に基づく施策 
国立大学法人等の施設整備施策 

2021 

（R3）

～ 

2025 

（R7） 

第6期科学技術・イノベー

ション基本計画〔2021年

（令和3年）3月26日 閣議

決定〕 

 

科学技術・イノベーション

政策の推進体制の強化とし

て，「Society 5.0 の実現

に向けた科学技術・イノ

ベーション政策を推進して

いくための官⺠の研究開発

投資等の確保と，官⺠連携

により推進する分野別戦

略，ＣＳＴＩの司令塔機能

の強化」と記載 

第5次国立大学等施設整備5か年計画 

〔2021年（令和3年）3月31日 文部科学大臣決定〕 

1.整備目標 

❑ 安全・安心の確保と機能向上（老朽改善整備） 

【約7 8 5 万㎡ 】 

❑ キャンパス全体の強靱化（ライフライン更新） 

【配管・配線（L A Nを含む）約1 , 9 0 0 k m， 

設備機器 約1 , 8 0 0 台】 

❑ 新たな教育研究ニーズに対応するためのスペース 

確保（新増築整備）【約3 0 万㎡ 】 

❑ 先端医療・地域医療を支える病院の機能強化 

（大学附属病院整備）【約4 5 万㎡ 】 

2.実施方針 

❑ 戦略的な施設整備 

❑ 施設マネジメントの更なる推進 

❑ 多様な財源の活用 

❑ 地方公共団体や産業界との連携 

2026 

（R8）

～ 

2030 

（R12） 

第7期科学技術・イノベー

ション基本計画〔2026年

（令和8年）3月 日 閣議

決定〕 

第6次国立大学等施設整備5か年計画 

〔2026年（令和8年）3月 日 文部科学大臣決定〕 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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Ⅱ．キャンパスの将来像 

06  基本方針 P13 
 

07  キャンパス整備の目標（五福・杉谷・高岡） P13 
 

08  キャンパス全体を「イノベーション・コモンズ 

 （共創拠点）」へ 
P17 
 

09  フレームワークプラン P21 
 

10  「夢があり個性きらめくキャンパスづくり」 

  にむけて 
P24 
 

2026年 

（R8年） 

2029年 

（R11年） 

2030年 

（R12年） 

2040年 

（R22年） 

2041年～ 

（R23年～） 

Near-Term（短期計画） Mid-Term（中期計画） Long-Term（長期計画） 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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アカデミックプランをはじめとする目標や計画の具現化をめざし，「V.キャンパスの現状と

課題」を踏まえ，今後の国立大学としての役割を発揮するための「イノベーション・コモンズ

（共創拠点）」に向けた方向性を見据えながら，キャンパスの将来像の確立のため5つの基本

方針を次のとおり掲げる。 

❑ 基本方針1 知の拠点としてのキャンパスを提供する 

❑ 基本方針2 地域と一体となったキャンパスを提供する 

❑ 基本方針3 魅力的で居心地のよいキャンパスを提供する 

❑ 基本方針4 安全・安心なキャンパスを提供する 

❑ 基本方針5 サスティナブルなキャンパスを提供する 

５つの基本方針に基づき，将来にわたって

志向するキャンパス整備の目標を次のように

掲げる。 

 

❑ 基本方針1  

知の拠点としてのキャンパスを提供する 

・学修環境や研究環境が整っているキャンパス 

 世界水準の学修環境，研究環境を整え，

国際化を推進する。 

・イノベーション創出   

 産学官金の連携を進め，イノベーション

を生み出す教育・研究環境の創出を目指

す。 

・グローバル人材の育成   

 地域のみならず，国境，世代，分野を超

えた交流の輪を生み出すキャンパス環境を

整える。 

 

❑ 基本方針2  

地域と一体となったキャンパスを提供する 

・地域に開かれたキャンパス 

 オープンスペース，パブリックスペース

を整え，「開かれたキャンパス」づくりを

進める。 

・地域創成の一端を担うキャンパス 

 自治体，周辺地域と連携し，地域創成の

一端を担うキャンパスとする。 

・地域の活性化を促すキャンパス 

 キャンパスとその周辺地域が一体化し，

地域と連携した施設の誘致を目指す。 

・公共性，公益性を重視したキャンパス 

 地域の安全安心を確保するため，地域や

都市の中核として基盤の維持向上を図り，

人材育成・供給と地域医療サービスなどを

展開して，都市の経済と社会生活を支え

る。 

 

❑ 基本方針3  

魅力的で居心地のよいキャンパスを提供する 

・学生生活が完結できるキャンパス 

 福利・厚生・アクティブラーニング環境

等を充実し，学生生活の質の向上を図る。 

・潤いのある環境が備わっているキャンパス 

 くつろげる，リフレッシュできる，潤い

ある豊かな空間を整える。 

・質の高い空間と環境があるキャンパス 

 景観に配慮し，外壁のデザイン，色彩の

統一を図る。 

・思い出が語り継がれるキャンパス 

 象徴的な空間や建物を設え，魅力的で愛

着が湧くキャンパスとする。 

point 

point 

06 基本方針 

07 キャンパス整備の目標（五福・杉谷・高岡） 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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❑ 基本方針4  

安全・安心なキャンパスを提供する 

・自然災害に強いキャンパス 
耐震性能を確保し，豪雨や河川の氾濫な

どの自然災害による被害を最小限に抑える

「減災型のキャンパスづくり」を進める。 

災害時に強いキャンパス（健全なライフ

ライン，非構造部材の耐震化など）を実現

する。 

・ユニバーサルデザイン化されたキャンパ

ス 
交流する全ての人にとってわかりやすく

利用しやすいキャンパスとする。 

・防犯・セキュリティが保たれるキャンパ

ス 
適切な防犯・セキュリティレベルを確保

する。 

❑ 基本方針5  

サスティナブルなキャンパスを提供する 

・エコ・キャンパス 

CO2排出抑制を強化し，政府が示した

2050年度までのカーボンゼロ達成を目指

す。 

・長期にわたり良好な状態を維持・向上し

ていくキャンパス 
 適切な維持管理の下で，建物等の長寿命

化を図り，費用対効果に配慮したサスティ

ナブルなキャンパスを実現する。 

・クリーンなキャンパス 

  省エネルギー活動と廃棄物の発生抑制

等を継続的に実施し，環境に配慮した

キャンパスを実現する。 

 

  以上，５つの基本方針を実現していくた

めに，総合的かつ長期的観点に立って，施

設を確保し活用するために行う一連の取組

である施設マネジメントをより一層推進す

る。 

      （五福キャンパス） 

❑ 基本方針1 

知の拠点としてのキャンパスを提供する 

・文理様々な専門分野の教育・研究活動を支

えるキャンパス環境を安定的，継続的に提

供する。また，全学的な教養教育の場とし

て，学生の主体的な学修を促す質の高い教

育を行うためのキャンパス環境を整備す

る。 

・産学官金連携の地域拠点としての環境整備

や，分野横断的な新たな学術体系に係る教

育・研究活動を支えるキャンパス環境整備

を推進し，イノベーションを創出するため

のキャンパス環境を提供する。外国人研究

員や留学生の滞在施設や，双方向通信施設

を拡充し，グローバル化に適応したキャン

パスを提供する。 

❑ 基本方針2 

地域と一体となったキャンパスを提供す

る 

・五福地区は，五福陸上競技場及び県営富山

野球場に隣接し，また五艘地区教育学部附

属の各種学校を含め，地域の一大文教地区

を形成している。こうしたことから，学内

外施設の相互利用を行い，地域と一体と

なったキャンパス環境を提供する。 

❑ 基本方針3 

魅力的で居心地の良いキャンパスを提供

する 

・学生のみならず広く市民が利用しやすい

キャンパス環境を提供する。富山地方鉄道

へのアクセス，自家用車での来学経路や駐

車スペースの見直しを通して利便性を向上

させるとともに，メインストリートを中心

に歩行者専用区域を設けるなど，魅力的で

居心地の良いキャンパスを提供する。 

❑ 基本方針4 

安全・安心なキャンパスを提供する 

・大規模災害への対応や防犯・セキュリ

ティー面等における安全・安心なキャンパ

ス環境，防災・減災の地域拠点としての

キャンパス環境を安定的，継続的に提供す

る。また，障害者も健常者と等しく学べる

キャンパス環境を安定的，継続的に提供す

る。 

❑ 基本方針5 

サスティナブルなキャンパスを提供する 

・合理的な施設の再配置や，施設の長寿命化

を通して，低コストで長期にわたり良好な

状態を維持・向上していくキャンパスを提

供する。また，エネルギー効率の改善によ

り，エコ・キャンパス環境を整備する。 

・産学官民が共創し循環経済型イノベーショ

ンの実装を実現し，エコ・キャンパス環境

を提供する。 

五福キャンパス  

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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     （杉谷キャンパス） 

 

❑ 基本方針1 

知の拠点としてのキャンパスを提供する  

・医薬学の将来を担う人材を育成する教育活

動や独創的・先端的な研究活動，ならびに

東西医薬学の融合による新たな学術体系に

係る研究活動を支えるキャンパス環境を安

定的，継続的に提供する。 

・医薬学その他の学問分野を超えたイノベー

ション活動を支える基盤として，また，グ

ローバル化の進展に資するよう，学内外の

みならず国外からも多様な人材が共創・学

修する場を提供する。 

❑ 基本方針2 

地域と一体となったキャンパスを提供する  

・地域の中核となる医療機関を擁するキャン

パスとして，地方公共団体や企業等と連携

した研究活動，ならびに医療従事者等の生

涯学習を支えるキャンパス環境を提供す

る。 

❑ 基本方針3 

魅力的で居心地の良いキャンパスを提供す 

る   

・キャンパス内の埋蔵文化財に配慮した緑豊

かなキャンパスを形成するとともに，学

生・教職員のコミュニケーションや教育・

研究活動が活性化するよう魅力的で居心地

のよいキャンパス環境を提供する。 

❑ 基本方針4 

安全・安心なキャンパスを提供する 

・学生・教職員のみならず，附属病院におけ

る多様多数の利用者を擁するキャンパスと

して，大規模災害への対応や防犯・セキュ

リティ面等における安全・安心なキャンパ

ス環境を確保するとともに，地域医療活動

の拠点として活動するに相応しいキャンパ

ス環境を提供する。 

・留学生，外国人研究生等にとって安全で安

心なキャンパス環境を提供する。 

・ 

❑ 基本方針5 

サスティナブルなキャンパスを提供する 

・施設性能の向上，教育・研究スペースの再

編成ならびにエネルギー使用の合理化を図

り，教育研究活動と医療活動の活性化と環

境負荷の低減を教職員一体となって取り組

めるよう持続可能なキャンパス環境を提供

する。 

・冷熱源エネルギーの削減を主としたESCO

事業の導入を図り，2018年度より運用を

開始した。エネルギーの削減目標と比較し

て100％以上の削減を行うように熱源シス

テムの安定運用の確立を目指す。 

 

 

杉谷キャンパス 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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      （高岡キャンパス） 

 

❑ 基本方針1 

知の拠点としてのキャンパスを提供する 

・芸術文化分野の将来を担う人材を育成する

教育活動や，芸術文化資源，景観資源，ア

ルミリサイクル事業等の研究を支えるキャ

ンパス環境を安定的，継続的に提供する。 

・富山県工業センター，富山県総合デザイン

センター，地域の企業等との連携を強化

し，地域産業に革新をもたらす技術・技

法・デザイン開発等の教育研究拠点となる

ようなキャンパス環境を提供する。 

・伝統工芸や地域伝統文化等，地域の芸術文

化資源を国内外に発信するとともに，留学

生や外国人研究者が安心かつ安全に学修・

共創できる場となるようキャンパス環境を

整備する。  

 

❑ 基本方針2 

地域と一体となったキャンパスを提供  

する 

・地方自治体が掲げる，芸術文化を核とした

地方創生に寄与する教育・研究の拠点とし

てのキャンパス環境を提供する。 

・伝統工芸産業従事者をはじめとする地場産

業等の専門的職業人の再教育の拠点となる

ようキャンパス環境を整備する。 

・地方自治体や地域の企業等と連携し，地域

経済の活性化推進に寄与するための交流拠

点となるようキャンパス環境を整備する。 

 

❑ 基本方針3 

魅力的で居心地の良いキャンパスを提供す

る 

・地域住民が芸術文化に親しみを持ち，豊か

な生活を享受できるよう，収蔵品の展示，

授業の公開，キャンパスの開放等を通じ

て，市民と芸術文化の交流の場となるよう

キャンパス環境を整備する。 

 

❑ 基本方針4 

安全・安心なキャンパスを提供する 

・学生や教職員が，安全かつ安心して教育・

研究活動を行えるよう，スペースの確保を

含めた教育・研究環境を整備するととも

に，持続的に安全性が確保されるキャンパ

ス環境を提供する。 

・障害者も健常者と等しく学べるキャンパス

環境を安定的，継続的に提供する。 

・学生・教職員のみならず，地域住民に対す

る，大規模災害時への対応や防犯・セキュ

リティー面等における安全・安心なキャン

パス環境を提供する。 

・地域住民が安全かつ安心して開放施設（図

書館，スポーツ施設等）を利用できるよう

なキャンパス環境を提供する。  

 

❑ 基本方針5 

サスティナブルなキャンパスを提供する 

・施設性能の向上，教育・研究スペースの再

構成ならびにエネルギー使用の合理化を図

り，教育研究活動の活性化と環境負荷の低

減を教職員一体となって取り組めるよう持

続可能なキャンパス環境を提供する。 

・アルミリサイクル技術による循環経済型イ

ノベーションの実装により，エコ・キャン

パス環境を提供する。 

 

  

  

高岡キャンパス 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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08 キャンパス全体を「イノベーション・コモンズ 

  （共創拠点）」へ 

 令和７年４月１１日に文部科学省が公表した「第６次国立大学法人等施設整備５か年計画

（令和８年～１２年度）策定に向けた中間まとめ」では，『地域と共に発展するキャンパス

全体のイノベーション・コモンズ（共創拠点）の実装化』が目指すべき方向性とされてい

る。 

 本学が理念に示す「地域と世界に向かって開かれた大学」として，学内外を問わず，多種

多様な知識や技術，アイデア等を積極的に取り入れる「オープン・イノベーション」を推進

する。このため，「ソフト（共創活動）」と「ハード（施設・設備）」の両面で，多様な学

問が連携・融合した，新しい「知（地）」の創造を展開する「イノベーション・コモンズ

（共創拠点）」の実装化を目指す。（図表－08.1～3） 

 また，キャンパス内での「ソフト（共創活動）」を発展させるため，以下の取組を進める

必要がある。 

❑産学官民が連携した分野横断的な教育・研究活動の推進 

❑社会に開かれた多様で魅力的な交流機会の提供 

❑ キャンパスと社会をつなぐ情報の発信  

point 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－08.1  五福キャンパスのイノベーション・コモンズのイメージ 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－08.2  杉谷キャンパスのイノベーション・コモンズのイメージ 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－08.3  高岡キャンパスのイノベーション・コモンズのイメージ 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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キャンパスの骨格を形成する要素を「軸

線」，「広場」，「緑地」及び「キャンパス周

縁部」とし，それぞれの要素の配慮事項を

定め，キャンパス環境の調和と秩序を保た

せるとともに，キャンパス全体を「イノ

ベーション・コモンズ（共創拠点）」とし

て機能する空間を整備する。 

 

１．軸線 

それぞれのキャンパスの骨格を形成

する重要な軸線を「主軸」と位置付け

る。 

また，主軸に準じる軸線を「副主

軸」として位置付ける。 

❑ 配慮すべき事項 

・歩行動線を主体として位置付ける。 

・軸線は景観軸としての機能を持た

せ，眺望を重視して建物配置を行う

とともに，意匠の一体性及び高さの

統一性を図る。 

・軸線に接する部分，または軸線側に

建物の正面及びオープンスペースを

設ける。 

・副軸線は軸線を補うものとして位置

付ける。 

２．広場 

「広場」は，オープンスペースやパ

ブリックスペースとしてアカデミック

な雰囲気と居心地の良さを醸し，交流

を活性化する空間として位置付ける。 

❑ 配慮すべき事項 

・広場を構成する緑地，サイン，アー

ト，地表面や広場と接する建物につ

いては，意匠の一体性，高さの統一

性を図る。 

・交流を促し，安らぎを誘う素材を選

定して広場を構成する。 

・空間プロポーションの審美性を高め   

魅力ある空間を構成する。     

３．緑地 

「緑地」は，ヒートアイランドの抑

制，雨水流出の抑制による洪水被害の

緩和，オープンスペース等の空間の演

出，環境教育への効果，CO2の削減効

果や精神の安定やストレス解消などの

癒しの効果があげられ，都市やキャン 

 

パスに必要不可欠な空間である。 

「緑地」はキャンパスの骨格を形成する

ものであり，癒しの場として位置付け

する。また、キャンパス全体がイノ

ベーションコモンズとして機能するよ

う維持していく。 

❑ 配慮すべき事項 

・保存緑地は将来的な土地の有効活用

に配慮して維持を行い，保存並木を

今後も変えてはいけない部分として

維持していく。キャンパスごとに緑

地率（緑地面積／空地面積または敷

地面積）を定めて緑地を確保・整備

し，癒しの場の形成を推進する。 

・特に，線的な緑地である保存並木に

ついては，時代を継承する特徴的な

空間として保全し継承していく。 

４．キャンパス周縁部 

キャンパスの周縁部を，周辺地域と

の調和及び都市計画との連続性に配慮

したキャンパスづくりを行う。 

❑ 配慮すべき事項 

・緑地や植栽などを配して，圧迫感の

抑制などについて配慮し，アカデ

ミック環境を保全する緩衝帯とす

る。 

・バイオハザード，ケミカルハザード

等に配慮して高等教育機関のモラル

を保つ。 

５．その他キャンパス空間の確保 

キャンパスの空間については，今後

の学問の進展や社会・経済状況の変化

に対応して本学における教育研究活動

の質的向上に向けた取組が円滑にでき

るように，将来整備用地として良好な

状態で確保するとともに，歓談，休

憩，創造の場等に利用されるスペース

として空間を維持し，質の向上を図

る。 

 

point 

09 フレームワークプラン 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－09.1  五福キャンパス フレームワークプラン 

図表－09.2  杉谷キャンパス フレームワークプラン 

 主軸 

 副主軸 

 広場 

 キャンパス周縁部 

 保存緑地 

 保存並木 

 主軸 

 副主軸 

 広場 

 キャンパス周縁部 

 保存緑地 
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図表－09.4 （参考）軸線のイメージ 

五福キャンパス  杉谷キャンパス 

高岡キャンパス 

図表－09.3  高岡キャンパス フレームワークプラン 

 主軸 

 副主軸 

 広場 

 キャンパス周縁部 

 緑地 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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 「夢があり個性きらめくキャンパスづくり」に向けて，主動線や屋外の交流空間を形成し，

様々な人々との交流のサーキュレーションを生み出し，躍動的で魅力的なキャンパスづくりを

を行う。 

point 

図表－10.1 五福キャンパスの将来構想 

10 「夢があり個性きらめくキャンパスづくり」 

   に向けて 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－10.2 杉谷キャンパスの将来構想 

図表－10.3 高岡キャンパスの将来構想 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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■基本方針  

 方針1. ゲストガーデン 

 交流ゾーンとして位置づけ，市民と社

会との交流を図る。このため，四季折々

の変化する景観を感じ，様々な交流を促

す風格ある空間とする。 
 
 方針2. キャンパスモール 

ゲストガーデンやポケットパークとと

もに，新たな賑わい・交流の場となり学

生や市民に親しまれる外部交流空間とし

て，キャンパスモールの形成を図る。 
 
 方針3. ループ道路の整備 

 外周道路や共同溝のループ化を図る。 

ライフライン（給水，消火，電力，通

信）は共同溝内に敷設し，ライフライン 

更新時の供給確保，効率的なメンテナン

スによる予防保全，大規模地震時のリス

ク分散を図り，キャンパスの強靭化を図

る。 

 

 

 

 
 

方針4. 歩車分離 

車道を主動線の外周道路のみとし，外

周道路に面した位置に立体駐車場を設

け，駐車・駐輪機能の集約を図り，内側

のアカデミックエリア内の駐車・駐輪場

を廃止し，アカデミックエリア内の道路

は全て歩行者専用とし，人々が安全に往

き通う空間とする。 
 
方針5. フットパスの形成 

   ～歩くことを楽しむための道～ 

車止めによりフットパスを形成し，歩

行動線として，隣接するポケットパーク

を介しディスカッションやコミュニケー

ションを促すことにより，交流が生ま

れ，楽しく歩行できる空間とする。 

降雨・降雪の多い地域性を考慮し，関

連性の高い建物間の歩廊を整備する。 
 

方針6. ラーニングスポットの整備 

主な建物のエントランス周辺に内部・

外部，双方向から連なる学修・交流一体

空間としたラーニングスポットを整備す

る。 

■将来展望 

 本学の強みや特色を生かした個性きらめく富山大学を創生するため，上記の基本方針等を推進する

ことにより，「夢があり個性きらめくキャンパスづくり」を図るものとする。 

 また，将来，キャンパスの集約化構想が実現することで，様々な人との交流によるさらなる相乗効

果を生み出し，大学と地域がより一体化した，本学の理念である「地域と世界に向かって開かれた大

学」が創生されていくものとする。 

キャンパスモールイメージ 

フットパス ～歩くことを楽しむための道～ 

ポケットパークイメージ 

Parley Park 

ゲストガーデンイメージ 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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Ⅲ．アクションプラン 

2026年～2029年 

（R8年～R11年） 

2041年～ 

（R23年～） 

2030年～2040年 

（R12年～R22年） 

Near-Term（短期計画） Mid-Term（中期計画） Long-term（長期計画） 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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「国立大学法人 富山大学」の夢のある将来に向けて，キャンパスの基本方針を実現するた

めの重要な計画を「アクションプラン」として定める。 

「アクションプラン」は，長期ビジョンを見据えて３つのTermに分け，2029年までの間を

Near-Term（短期計画），2030年から2040年までの間をMid-Term（中期計画），2041年以

降をLong-Term（長期計画）として，計画を提案する。 

また，社会情勢の変化や今後の財政状況等について，現在のところ十分な見通しがたたない

状況であるため，キャンパスマスタープランの目的の一つである，「計画的な整備の実施」が

極めて困難と判断し，計画の提案という表現にとどめる。 

図表－11.1 Term 

施設整備計画については，Near-Termとしている2029年までの計画について，施

設整備費補助事業，施設費交付事業，施設費貸付事業及び自己財源等の財源別に計画を策定す

る。 

１．財源別による施設整備計画 

施設整備計画については，Near -

Termとしている2029年までの計画につ

いて，施設整備の財源別（参照：図

表－12.1）に計画を策定する。 

また，国からの補助金等について

は，各々制度の目的が示されており，そ

の内容を踏まえて計画を策定する。 

（１）施設整備費補助事業 

施設整備の基本的財源であり，概

算要求においては，概ね2,500万円

以上の事業を対象としている。 

（２）施設費交付事業 

国立大学法人が所有する財産的基

礎の維持更新である改修事業等の単

年度事業を対象としている。 

（３）施設費貸付事業 

附属病院の再開発整備等につい

て，計画的，安定的に進めるために

行うもので，確実な償還が見込める

事業を対象としている。 

（４）多様な財源 

寄附金等の自己収入，長期借入金

及 び 民 間 資 金（ESCO，PPP/PFI 

等）を活用した事業である。 

２．施設整備費補助金による整備の基本方針 

施設整備費による整備方針は，「第6

次国立大学法人等施設整備５か年計

画」（巻末：参考資料１）による整備

目標に合致する事業について要求を行

う。 

文部科学省では，施設整備費概算要

求にあたり，各事業について外部委員

からなる選定委員会にて４段階による

評価を行い，評価の高い要求事業をも

とに財務省に概算要求を行っている。

なお，この補助金を要求するにあたっ

ては，「効果発現シナリオ」を作成

し，事業効果について検証している

（図表－12.3 参照）。 

本学においては，各要求事業につい

て施設マネジメント委員会にて，キャ

ンパスマスタープランとの整合につい

て審査・審議を行い，学長に意見具申

し，学長が要求順位を決定して要求を

行う。 

 

３．施設費交付事業による整備の基本方針 

アクションプランから緊急性の高い

事業の要求を行う。 

point 

point 

11 アクションプランのTerm 

12 施設整備計画 

2026年～2029年 

（R8年～R11年） 

2041年～ 

（R23年～） 

2030年～2040年 

（R12年～R22年） 

Near-Term（短期計画） Mid-Term（中期計画） Long-term（長期計画） 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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４．施設費貸付事業による整備の基本方針 

附属病院の再開発整備等を対象とし，

役員会の議を経て要求を行う。 

 

５．学内予算による整備の基本方針 

①長寿命化経費 

各部局からの要望事業について，施

設マネジメント委員会のワーキンググ

ループにより評価を行い，同委員会及

び役員会の議を経て実施する。 

②長寿命化計画経費 

施設長寿命化計画（個別施設計画）

に基づき作成し，施設マネジメント委

員会及び役員会の議を経て実施する。 

③新たな施設の整備等 

 各部局からの要望事業について，施

設マネジメント委員会等により評価を

行い，役員会の議を経て実施する。 

④突発的な修繕等 

学長及び役員等の判断により対応す

る。 

 

６．整備計画の実施 

上記２～５について，整備計画を毎

年度「キャンパスマスタープラン アク

ションプランｎ年度版」として別冊に

まとめ，情報の共有化と運営の透明性

を確保し，計画的にキャンパス整備を

進める。 

７．大学改革への対応 

再編した大学院への対応として，既

存施設の使用調整について検討するほ

か，必要となる改修整備に努める。 

大学院修士課程・博士課程改組等を

はじめとした大学改革への対応を考慮

し，必要となる改修整備に努める。 

８．附属学校園の整備 

未整備の附属小学校等の改修整備に

努める。 

９．職員宿舎の整備 

2019年度に策定した職員宿舎改修・

廃止計画について，2023年度の役員会

において改訂を行い，廃止・維持する

宿舎の見直しを図った。 

2028年度末を目処に西田地方宿舎４

棟の64戸を除く全ての宿舎を廃止し，

土地の有効活用について検討を行う。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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区  分 
交付等の 

主体 
財  源 対  象 概  要 

施設整備費 

 補助事業 
国 一般会計予算 

・施設整備  

・不動産購入 

・大型設備  

・災害復旧 

・国立大学法人の施設整備の基本的財源 

・国が、定額を補助（概算要求においては、 

  概ね2,500万円以上の事業を対象） 

施設費 

貸付事業 大学改革

支援・ 

学位授与 

機構 

長期借入金 

・病院の 

  施設整備 

・病院設備  

     等 

・病院開発等、多額の費用を要する事業を安定的   

に進めるために実施 

・機構が一括調達し各大学に必要額を貸付、 

各大学は、病院収入等で返済 

土地処分収入 
・施設整備 

・不動産購入 

・国立大学法人が土地を処分して得られた収入の一部を

機構に納付、大学全体の施設整備財源として活用 

・国立大学法人全体の均衡の取れた施設整備を実施 

施設費 

交付事業 

運営費交付金 

（学内予算） 
国 一般会計予算 ・維持管理費等 

・施設を長期にわたり良好な状態で維持し良質なストッ

クを形成する為の経費 

自己収入等 各大学 

・寄付 

・産業界・地方公共

団体 

・他省庁 

・業務に係る収入 

・土地処分  等 

・大学の 

 施設整備全般 

・寄付その他の自己収入を活用し、大学の自主的な判断

により実施 

・学生寄宿舎、産学連携施設等の収入が見込まれる施

設・設備に整備であって当該施設・設備を用いておこな

われる業務に係る収入をもって償還できる見込みがある

ものや、キャンパス移転に係る施設・設備の整備につい

ては、民間金融機関からの長期借入も可能。 

図表－12.2 施設整備の財源 2/2 

図表－12.1 施設整備の財源 1/2 

公
的
資
金 

受

益

者
負

担
、

投
資

等 

自

己

資
金 

財 源  

運 営 費 交 付 金  

施 設 整 備 費 補 助 金  

施 設 費 貸 付 事 業  

施 設 費 交 付 事 業  

科 研 費 間 接 経 費  

補 助 金 ( 公 募 )  

寄 附 、 補 助 金 等  

公 有 財 産 の 活 用  

施 設 使 用 料 等  

施 設 使 用 料 等  

施 設 使 用 料 等  

寄 附  

研 究 開 発 投 資  

民 間 施 設  

寄 附  

研 究 開 発 投 資  

授 業 料 ・ 診 療 収 入  

土 地 処 分 収 入  

財 産 貸 付 料 収 入  

積 立 金  

そ の 他  

文 部 科 学 省  

他 府 省 等  

機 関 等  

地 方 公 共 団 体  

学 生  

教 職 員  

企 業  

( 財 団 法 人 等 を 含 む )  

個 人  

国 立 大 学 法 人  

具 体 例 等  

学 外 施 設 の 借 用  等  

第 ６ 次 国 立 大 学 法 人 等 施 設 整 備 ５ か 年 計 画 に 基 づ く 整 備  

( 原 資 ： 財 政 融 資 資 金 )  病 院 の 施 設 整 備 、 病 院 設 備  

( 原 資 ： 土 地 処 分 収 入 )  営 繕 等  

研 究 環 境 等 の 整 備  等  

イ ノ ベ ー シ ョ ン 拠 点 立 地 推 進 事 業  ( 経 済 産 業 省 )  等  

地 方 公 共 団 体 が 要 請 す る 地 域 医 療 等 に 必 要 な 整 備   等  

廃校校舎等の借用 (無償) 等 

宿舎の整備 等 

施 設 使 用 料 等 宿 舎 の 整 備 、 レ ン タ ル ラ ボ 等 の 整 備  等  

産 学 連 携 施 設 等 の 整 備  等  

教育研究施設の整備 等 

研究開発の必要な施設等の整備 等 

民間施設の借用 (無償) 等 

教育研究施設の整備 等 

起業家育成支援施設の整備 等 

学生・患者利用施設の改修 等 

教育研究施設の新築 等 

ＰＰＰ/ＰＦＩ(民間収益施設の組合せ) 等 

目的積立金による施設整備 等 

間接経費等による研究施設等の整備 等 

施 設 整 備 の 財 源 

○５か年計画
を策定・公表 
 
○施設規模を
一定に保ち、
または拡充す
るために必要
な経費 
 
○施設を良好
な状態で維持
するために毎
年度必要な経
費 

○各大学の経年別保有 
 面積に基づき積算 

国 施設整備費補助金 

（耐震化の推進・人材育成 

         基盤整備） 

大学改革支援・学位授与機構 

施設費貸付金 

（附属病院再開発） 

大学改革支援・学位授与機構 

施設費交付金 

自己収入等 

運営費交付金（学内予算） 

（修繕・点検保守） 

大 

学 

資
本
的
支
出 

消
費
的
支
出 

大学改革支援・ 

学位授与機構 

○施設費貸付事業  
 の財源として財 
 政融資資金等を 
 一括して調達 

 
○施設費交付事業 
 の財源として各  
 法人の土地処分 
 収入の一部を受 
 入れ  

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            31 

図表－12.4 職員宿舎の廃止スケジュール（宿舎廃止・維持計画表） 

図表－12.3 効果発現シナリオの作成イメージ 

出典 施設整備の関連性の高い指標例 

   「国立大学等施設が教育研究活動に与える効果等の把握に関する調査報告書 

   （H24年度 文部科学省委託事業）」p107～112参照 
       http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/kokuritu/1339169.htm#contentsStart 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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１．施設マネジメント推進について 

施設マネジメントとは，総合的かつ長

期的観点に立って，施設を確保し活用す

るために行う一連の取組であり，施設の

整備，維持保全，管理運営を一体化し，

戦略的かつ経営的視点に立ち，教育研究

環境の質的向上を目指すものである。 

施設マネジメントは，法人化以降，特

に取組の推進を求められており，施設整

備費補助金の概算要求においても，大学

の取組を評価項目として採用している。 

本学においては，学長のリーダーシッ

プの下「施設マネジメント委員会」を中

心に全学体制で取り組んでおり，実施に

当たっては，PDCAサイクルを強化し，取

組を継続的に改善していくものとする。 

２．施設マネジメントの視点 

施設マネジメントは，アカデミックプ

ランに基づき，施設のクオリティ，ス

ペース，コストの3つの視点からの検討が

重要とされており（図表－13.1参照），次

のように整理される。 

①クオリティマネジメント 

施設利用者の要望に配慮しつつ，安

全と教育研究等の活動を支援する機能等

を確保し，施設の質の向上を図ることが

必要であり，次のような視点がある。 

❑ 教育研究診療活動に必要な施設機

能の確保と最適化 

❑ 施設の安全確保と信頼性の向上 

❑ 環境への配慮と美しいキャンパス

づくり 

②スペースマネジメント 

全学的にスペースを管理し，目的・

用途に応じた施設の需給度合い，利用度

等を踏まえて適切に配分するとともに，

不足する場合には新増築等の施設の確保

を行い，有効に活用することが必要であ

り，次のような視点がある。 

❑ スペース配分の最適化 

❑ 施設の有効活用の徹底 

❑ 費用負担制度の継続と拡充 

③コストマネジメント 

クオリティ及びスペースの確保・活

用に要する費用を管理し，大学経営の視

点から，費用対効果の向上，資産の維持

を図ることが必要であり，次のような視

点がある。 

❑ 資産活用の効率化・最適化 

❑ 施設に係るトータルコストの縮減 

❑ 予算の平準化と財源の確保 

❑ 負の資産の解消 

３．クオリティマネジメントへの取組方針 

施設の質の確保や向上について，「公

共工事の品質確保の促進に関する法律の

一部を改正する法律」（令和元年法律第

35号）の基本理念によれば，設計の品質

が公共工事の品質確保を図る上で重要な

役割を果たすため，設計の品質が確保さ

れるようにしなければならないとしてい

る。 

本学の取組として，施設整備の計画・

設計の策定時に考慮すべき基本性能につ

いて，性能の水準並びに性能を確保する

ための検討項目及び検証方法を定めると

ともに，「夢があり，個性がきらめく

キャンパス」にふさわしい施設の品質を

確保するため，別冊の「富山大学の施設

の基本性能に係る指針」，「富山大学の

施設設計基準」を定めて運用する。 

また，環境性能の評価については，環

境負荷削減（省エネや省資源・リサイク

ル性能等）及び環境品質・性能の向上

（室内の快適性や景観への配慮等）につ

いては，建築物の環境性能を総合的に評

価する「建築物総合環境性能評価システ 

アカデミックプランに基づき，URE戦略の一環としてクオリティ，スペース，コス

トの３つの視点から，施設マネジメントを今後もより一層推進していく。 

施設整備の計画・設計の策定時に考慮すべき基本性能について，「富山大学の施設の基本

性能に係る指針」，「富山大学の施設設計基準」を定めて運用する。 

富山大学環境宣言に基づき，環境理念及び環境方針の視点から，環境マネジメントを一層推進

していく。 

環境配慮活動年度計画の策定時に考慮すべき活動の基本として環境方針に掲げる４つの事項を

１３の活動項目に分類し，さらに３２の活動事項に展開し，「富山大学環境配慮活動年度計画」を

定めて運用する。 

point 

13 施設マネジメントの推進 
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ム」（通称：CASBEE*）によるAクラスの取得

を原則とする。 

CASBEE のイメージ・ラべリングは図

表－13.2のとおりである。 

なお，施設の安全性の確保については，

「Ⅳ．部門別計画 24．災害と安全性を考慮

したキャンパス計画」による。 

４．スペースマネジメントへの取組方針 

（１）スペースの有効活用について 

スペースの有効活用は，学校教育法第109

条及び大学法人法第20条第4項第5号によ

り，「施設及び設備の状況について自ら点

検・評価を行い，その結果を公表する」と定

められており，極めて重要な取組事項となっ

ている。 

本学のスペースの利用状況については，施設

利用状況調査及び立入調査を毎年度実施して

いる。 

また，施設の有効活用に関し「国立大学法

人富山大学における施設の有効活用に関する

規則」，「施設利用状況調査実施要項」，

「立入調査実施要領」を定めて有効活用を促

進している。 

今後，大学経営の効率化の観点から大学改

革の動向に備えた施設利用の柔軟性確保（面

積の再配分の道筋）や既存ストックの有効活

用を徹底するとともに，長期的に必要となる

施設と将来的に不要となる施設を峻別する

等，保有施設の総量の最適化を図り，真に必

要性の高いもの から重点的に施設整備や維

持管理を行う（施設のトリアージ）。 

具体的には，施設利用状況調査等により把

握した既存施設の利用実態を踏まえ，大学院

改革に伴う教育研究スペース等の不足を解消

のため，2016年度に定めた「大学改革に伴

う使用面積の再配分にあたっての基本的考え

方」に基づき，使用調整を行った。 

キャンパスの集約化については，保有すべ

き面積の最適化への取組を推進し，用途・機

能の類似する建物はまとめて配置し，複数の

建物を総合的に点検・評価し集約化を図る。

また，各キャンパスで重複する体育施設等に

ついて，施設有効活⽤の観点から，キャンパ

ス間の共同利⽤や近隣施設（五福陸上競技場

及び県営富山野球場）の利⽤を図る等，⽼朽

化が著しく⼤学の活動に与える影響が少ない

施設については，今後集約化等について検討

を進める。 

共同利用施設（大型機器・特殊実験室等）に

ついては，有効利用が図れる場所に集約化し，

学内外の共同利用に供する。宿舎については，

入居率の低下，改修費用の財源確保等の課題

を踏まえ，西田地方宿舎の１棟，五福宿舎の

４棟，南太閤山宿舎の５棟の203戸を削減対

象として2028年度末に廃止し，廃止後は土地

の有効利用について検討を行う。 

競争的スペースについては，レンタルス

ペース及び部局長裁量スペースを確保して

いるが，近年の応募増加によりスペースが

不足しており，全学的プロジェクト，全学

的取組や組織，企業との共同研究や共創の

場等に対応するための新たなスペース創出

について協議中である。 

 

（２）スペースの費用負担制度について 

スペースチャージ制度を導入し，教育研

究施設の全て約22万㎡を対象として，一律

に1,000円／㎡を課金し，スペースの有効活

用の推進，再配分による狭隘解消を実現し，

各部局の施設の使用にかかるコスト意識を醸

成するとともに，施設の計画的な維持管理，

保有量の適正化と有効活用の重要性に対する

意識向上につながっていることから今後さら

に継続し拡充するものとする。 

本学のスペースチャージ制度の概要は図

表－13.3のとおりである。 

 

５．コストマネジメントへの取組方針 

（１）LCC（Life Cycle Cost）の低減 

LCCとは，建築物の企画設計段階，建設段

階，管理運営段階及び解体再利用段階の各段

階のコストの総計として資本利子と価格変動

の影響を加味して想定される使用年数全体の

経済性を検討するために用いられる。 

本学の施設のLCCの概要は図表－13.4のと

おりである。 

大学等の施設の設計にあたっては，利用者

の満足度が最大となるよう，限られた予算の下

で最大の機能を発揮させ，施設の最適な価値の

確保を図る必要がある。 

このため，設計の各段階でのコスト管理意

識の徹底や客観的な視点での設計業務の見直

しを行う。 
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また，イニシャルコストについては，所要

の性能・質を確保するとともに，ラン 

ニングコストの増大や，「富山大学の施設

の基本性能に係る指針」，「富山大学の 

施設設計基準」による適合性を確認し，

かつ，予算の不足が生じないように十分

な検討を行う。 

ランニングコストについては，光熱水

料や維持管理のための費用等の試算を行

い，施設管理者と十分に調整を図り，費

用負担の軽減や平準化を図る。 

（２）VE（Value Engineering）への取組 

VEは，費用の投資効果すなわち価値

を最大限に高めるために用いられる手法

であり，「機能を低下させずコストを低

減できる手段」または，「コストを上げ

ず機能を向上できる手段」を積極的に採

用し，コスト縮減と機能・品質の向上を

図ることを目的とするものであり，

LCCを最小限にすることが使命であ

る。 

VEで一番効果が期待できるのは，設

計時VEと呼ばれ，計画・設計段階で，

それぞれ作成された計画，設計案につい

て，より多くの違った角度から見直しを

行うことにより，工事費の低減と機能・

品質向上の改善提案を取り入れることと

されており，本学でも設計VEに積極的

に取り組む。 

（３）施設運営コストの効率化 

「施設運営コストの効率化に有効な

手法として具体的内容及び期待される効

果の例」（P.33参照）が文部科学省より

報告されており，この手法を参考に取組

を推進する。 

（４）新たな整備手法の活用 

①PPP/PFI事業 

公共事業の新たな整備手法として実績

を重ねており，民間ノウハウの活用，建

設・維持管理・運営の一体化によるコス

ト縮減効果が報告されている。 

対象事業や事業形態によっては，建設

コストのみならず運営コストでも経費縮

減効果が期待でき，国立大学法人では

10数件の事業が進められている。 

西田地方の活用方策については，農場

としての利用が終了し，民間事業者への

貸付事業の方向で手続きを進める。 

今後，国際交流会館（留学生宿舎）に

ついても検討予定としている。  

②ESCO事業 

施設の改修や更新を事業者の調達した

資金で行い，その資金を光熱水費の縮減

分から事業期間に分割して返済する事業

であり，省エネルギー効果の高い施設ほ

ど導入可能性が高まる。 

病院施設の老朽化した温熱源設備で冷

温水製造装置，冷却塔，熱交換器及びポ

ンプ等の付帯補器類を高効率の機器に更

新・運用するESCO事業では，大規模な

エネルギー消費機器である熱源設備の運

用を見直すことで，2014年度・2015年

度の平均値より10％以上のエネルギー

使用量の削減を2019年度に達成し，定

着させた。 

ESCO事業における杉谷キャンパスの

削減効果は，図表－13.5のとおりである。 

今後は，教育研究施設についても，

導入可能性を検討し，機を捉え実施す

る。 

③PPAモデル（電力販売契約モデル） 

太陽光発電システムを電力事業者が無

償設置・保守管理することにより，初期

費用不要で導入可能であり，電力コスト

削減及びカーボンニュートラルに向けた

省エネルギー対策・再生可能エネルギー

活用への取り組みが期待できる。 

2024年9月から五福キャンパス，高岡

キャンパス，五艘団地で運用を開始し

た。 

（５）総合管理計画の立案 

本学の経営ツールであるＵＲＥ戦略

の一環として「健全で持続可能な大学経

営の実現」（最小限の経費で最大限の効

果発現）を施設マネジメント面から実現

することを目的に，施設における安全･

安心と高い信頼性を確保し，効率的かつ

持続的に維持運用していくための計画，

「富山大学施設長寿命化計画（総合管理

計画）」を策定し，その行動計画に基づ

き「富山大学施設長寿命化計画（個別施

設計画）」を策定した。  

６．環境マネジメントの推進 

（１）環境マネジメント推進について 

環境マネジメントとは組織や事業者

が，その運営や経営の中で自主的に環

境保全に関する取組を進めるにあた

り，環境に関する方針や目標を自ら設

定し，これらの達成に向けて取り組ん

でいくことをいい「環境管理」ともい

う。また，このための体制・手続き等

の仕組みを「環境マネジメントシステ

ム」（EMS-Environmental Managem

ent System）という。環境マネジメン

トは法人化後，本学が「環境情報の 

提供の促進等による特定事業者等の環

境に配慮した事業活動の促進に関する 
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法律（環境配慮促進法）」に基づき，

特定事業者に指定されたことを受け，

取組の推進が求められており，中期目

標・中期計画においても評価項目とし

て採用している。 

本学においては，学長のリーダー

シップの下「環境安全衛生マネジメン

ト委員会」及び「環境マネジメント部

会」を中心に全学的組織体制で取り組

んでおり，今後一層推進していくこと

とする。 

（２）環境マネジメントの視点 

環境マネジメントは，持続可能な社

会を形成するために，教育研究活動に

おいて，限られた資源（人的，施設

的，経済的，時間的）を最大限に活用

し，環境負荷を最小に抑えつつ，且つ

最大の成果を発揮するために重要な管

理手法であり，次の視点から整理され

る。 

（a）事業活動と成果 

本学では教育・研究や診療及び地域

との連携など多くの分野において事業

活動を行っている。その活動におい

て，電力をはじめとする各種のエネル

ギー，水資源やその他，様々な資材を

使用しており，それらは事業活動に

よって研究成果，社会貢献，人材育成

といった形で社会に還元されている。 

（b）環境負荷とその低減 

主に大学の事業活動により，二酸化炭

素，廃棄物，排水が排出され，その排出

物の量は，事業活動の規模の増大ととも

に大きくなる性質をもっている。大学に

は，事業活動の活性化を図るだけでな

く，活動に伴う排出物の量を減らすこと

やそれらを安全に取り扱うための工夫

と努力が求められており，そのことを実

践していく責任がある。 

これらのことを踏まえ，大学の社会

的責任USR（University Social Re-

sponsibility）を果たせるように構成員

全員が協力し，環境に配慮した活動の

推進を目指すものである。 

（３）環境マネジメントへの取組方針 

本学は，総合教育・研究機関とし

て，全構成員の英知を結集して環境問

題に取り組むものであり，特に富山大

学環境宣言の環境方針の中で掲げる，

次の４つの事項を推進する。 

（a）地球環境の保全，持続可能な社会の

実現に寄与するため，総合大学の特徴

を活かした環境教育の充実と環境分野

の研究を進める。また，教育研究の成

果を地域社会に積極的に還元する。 

（b）大学が行う全ての活動において，環

境に関する法規，規制，学内規則等を

遵守する。また，研究活動に伴うハ

ザードを認識し，化学薬品の安全管理

を徹底する。 

（c）学生を含む全ての構成員が，環境マ

ネジメントに参画し，環境に配慮した

活動を推進するための環境配慮プログ

ラムを実施する。また，地域の意見を

活動に反映させる。 

（d）大学が行う全ての活動において，エ

ネルギー使用量や廃棄物の削減，資源

の再利用，グリーン購入の推進に努め

る。 

（４）環境マネジメント体制 

本学では2005年に「環境マネジメン

ト体制」を構築し，学内の環境配慮活動

に取り組んできた。2014年度には環境

配慮，安全衛生管理，化学物質管理を包

括する「環境安全衛生マネジメント体

制」へと再構築し，環境・安全・衛生の

確保と推進に取り組んでいる。従来の

「環境マネジメント体制」は，「環境安

全衛生マネジメント体制」の中に組み込

まれ，化学物質管理体制，安全衛生管理

体制とともに，新体制の三本柱の一つと

して運用されている。環境安全衛生マネ

ジメント体制の中で，事業活動における

環境配慮に係る環境マネジメントシステ

ムが適切，妥当かつ有効であることを確

実にするために定期に見直しを行う機会

として，環境マネジメント部会を開催し

ている。 

本学の環境マネジメントの体制は図

表－13.6のとおりである。 

 

（５）環境マネジメントへの取組体制 

（a）環境安全推進員 

富山大学が定める環境マネジメン

ト規則に基づき各部局に約９０名の

環境安全推進員を配置している。環

境安全推進員は，富山大学が定める

環境マネジメント規則に基づき「富

山大学環境配慮活動年度計画」（図

表－13.7）を全構成員へ周知し，環

境配慮活動が円滑に実行されるよう

働きかける役割を担っている。 

（b）環境安全推進員連絡会 

環境安全推進員が環境方針や推進員

としての役割を理解し，円滑に環境配 
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慮活動年度計画を推進できるよう基礎

情報を共有し，環境推進員相互の意見

交換，情報交換の場とするために，年 

２回の環境安全推進員連絡会を開催し

ている。 

（c）環境内部監査員 

環境内部監査員は，教職員と学生か

ら募集され，監査員の資格はISO14001

に基づく養成講習会を受講し，修了試

験に合格すると付与される。また，環境

内部監査とは，富山大学の環境マネジ

メントシステムが効果的に運用され，

「富山大学環境配慮活動年度計画」が

円滑に実行されているかについてチェッ

クするものである。本学では，31の部局等

に対し，監査チームが15チーム（教職員・

学生約30名の混成チーム）編成され，各部

局の環境配慮活動年度計画の具体的活動

事項について「質疑応答」，「書類確認」

及び「現場確認」を実施する。2018年度か

らは，現地で確認を行う形式の監査と計

画・フォロー表の確認を中心とした書類監

査を並用し，効率化を図っている。環境内

部監査員においては，学内の環境配慮活動

の内容やマネジメントシステムを理解し，

現場を知る機会になるとともに，環境配慮

活動を考え，改善につなげる貴重な機会と

なっている。 

（d）環境内部監査 

こうした自主的な環境マネジメント

（環境管理）の取組状況について，客観

的な立場からチェックを行うことを「環

境監査」という。環境マネジメントや環

境監査は，事業活動を環境にやさしいも

のに変えていてくために効果的な手法で

あり，幅広い組織や事業者が積極的に取

り組んでいくものである。環境マネジメ

ントシステムの主なものには，環境省が

策定したエコアクション21や，国際規格

のISO14001があり，本学は，これらの考

え方に基づき活動を推進している。 

（e）第三者意見 

本学以外の第三者が，環境報告書の記

載情報について評価や勧告等の意見を表

明したり，環境報告書の背景にある本学

の取組に対して意見を表明するものであ

る。第三者の意見に対して本学が今後ど

うしていくかについてコミットメント

し，本学の環境配慮活動の質の向上と記

載情報の信頼性向上につなげている。こ

れまでに県内の行政機関関係者や企業の

環境部門関係者及び県内外の大学関係者

から本学の環境活動に対し，貴重な意見

をいただいている。 

（f） 環境マネジメント部会 

環境マネジメント部会は，2013年度ま

では「環境マネジメント会議」として運

用されていたもので，委員の構成につい

て見直しを行い，より機動性を高めると

ともに，環境マネジメント部会に呼称を

変更した。環境マネジメント部会は，環

境管理責任者（環境安全推進センター

長）を部会長とし，教職員，学生及び生

協職員の代表者を委員とする計23人で構

成されており，環境方針と年度計画が学

内に周知・徹底されているか，マネジメ

ントシステムが効果的に機能しているか

を確認し，見直しを行うための重要な役

割を果たしている。また，環境配慮活動

に関し，より具体的でわかりやすい目標

を設定し，構成員全員が環境配慮活動を

身近なものとして積極的にかつ円滑に実

行できるように努めている。 

（g）環境安全衛生マネジメント委員会 

環境安全衛生マネジメント委員会で

は環境マネジメント部会，化学物質管

理部会，安全衛生部会の代表者，環境

安全衛生の担当理事及び関係する部局

等の代表者が一同に会し本学の環境安

全衛生に係る事項について審議を行う

ものである。 

（６）環境報告書の公表について 

 日頃の環境配慮活動を通じて得られた

成果を環境報告書編集委員会で取りまと

め，環境報告書とし，環境マネジメント

部会で協議の上，例年９月末に大学の

ホームページで公表している。環境報告

書には日頃の教職員や学生の教育研究活

動や様々な学内外における活動に加え，

活動における物質・資源（水，資源，エ

ネルギー等）の消費状況（INPUT）と大学

からの排水，排ガス，廃棄物量等の排出

状況（OUTPUT）について把握し，マテリ

アルバランスとして記述している。ま

た，環境報告書は，大学の教職員・学

生，地方自治体や地域住民など大学の活

動に係る様々なステークホルダーに大学

の環境活動の情報を適切に開示し，要求

や意見を反映させていくためのコミュニ

ケーションツールとして重要な位置づけ

に あ り ， さ ら に 教 職 員 ・ 学 生 

に対しては環境活動に関する教育・啓発

効果もある。今後は，構成員のさらなる

環境配慮意識の向上と環境マインドの醸

成に加え，環境会計の手法の導入が，重

要な課題である。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            37 

スペースマネジメント

（運用管理）
・スペース配分の最適化※１

・施設の有効活用の徹底

・費用負担制度の継続と拡充

（施設の総量の最適化※１と重点的な

整備・維持管理（施設のトリアージ※２））

クオリティマネジメント

（質の管理）
・教育研究診療活動に必要な施設

機能の確保と最適化※１

・施設の安全確保と信頼性の向上

・環境への配慮と美しく魅力高い

キャンパスづくり

コストマネジメント

（コスト管理）
・資産活用の効率化・最適化※１

・施設に係るトータルコストの縮減

・予算の平準化と財源の確保

・負の資産の解消

（最小の投資で最大の効果発現）

図表－13.1 施設のクオリティ・スペース・コスト ３つのマネジメントの視点 

図表－13.2 CASBEEのイメージ BEEに基づくラベリング 

※CASBEE：建築物総合環境性能評価システム 

建築物の環境性能で評価し，格付けする手法。省エネや省資源・リサイクル性能といった環境負荷軽減の側面はもとより，

室内の快適性や景観への配慮といった環境品質・性能向上といった側面も含めた，建築物の環境性能を総合的に評価するシ

ステム。 

エネルギー 

資源・マテリアル 

敷地外環境 

室内環境 

サービス性能 

室外環境（敷地内） 

※ 

BEE≧1.5 

S A 

B- 

C 

B+ 

50                        100 

建築物の環境負荷L 

建
築
物
の
環
境
品
質
Q 

100 

 

 

 

 

  50 

0 

※１最適化とは 

ここでは，「効率化・最適化＝ダウンサイジング【downsizing】」と定義する。 

ダウンサイジング【downsizing】とは，大辞林 第三版では，「企業など団体や組織が，人員やコストを削減すること。」

と解説されている。 

※２施設のトリアージとは 

ここでは，既存施設の保有の可否とその範囲を選別することと定義する。 
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図表－13.4  本学の施設のLCC概要 

※富山大学長寿命化計画 参考 

図表－13.3  本学のスペースチャージ制度の概要 

従来の改築中心とした場合のトータルコスト 長寿命化に取り組んだ場合のトータルコスト 
※附属病院除く ※附属病院除く 

大規模改修，改築コスト

81%

基幹整備(ライフライン),5%

設備等更新コスト,1%未満

修理費,5%

点検保守費,2%

運転監視費,1%

廃棄物処分費,1%

緑地管理費,1%
校地維持費,1%未満

清掃費,1%

警備費,2%

電話交換業務費,1%

大規模改修，

改築コスト

58%

基幹整備(ライフライン),10%

設備等更新コスト,1%未満

修理費

12%

点検保守費,5%

運転監視費,2%

廃棄物処分費,2%

緑地管理費,1%

校地維持費,1%

清掃費,3%

警備費,4%

電話交換業務費,2%
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「大学の活力ある発展と施設運営コストの

最適化 知の拠点－大学の戦略的施設マネ

ジメント」 
（今後の国立大学等施設の整備充実に関する調査研

究協力者会議 平成17年7月）より 

 

１．高効率機器導入 

❑ 省エネルギー法に基づく「中長期的な

計画の作成のための指針」等で省エネ

ルギー効果が高いとされている設備等

を導入しエネルギー使用量を削減す

る。 

２．断熱等の施設改良 

❑ 断熱性能向上により空調の必要エネル

ギーを削減する。 

❑ パッシブシステム，人感センサー，ス

ケジュールタイマーによる照明制御も

有効である。 

３．ピークシフト 

❑ 深夜電力使用蓄熱装置を持つ空調設

備，都市ガスを熱源とする空調によ

り，電力使用パターンを平準化する。 

❑ 大電力を使用する実験をピーク時間を

避けて実施する。 

４．新エネルギー利用 

❑ 太陽光発電装置や燃料電池の設置によ

り，電力会社から購入する電力量を削

減する。 

５．修繕の集中化 

❑ 集中的な修繕で工事期間を短縮する。 

❑ 仮設の共用，現場監理の効率化等のコ

ストの削減が可能となる。 

６．運転監視方法の合理化 

❑ 空調の間欠運転，負荷バランスの確保，

負荷に応じた受電トランスの台数制御

等の運転の合理化を図る 

７．省エネルギー行動 

❑ 利用者を啓発し，省エネルギー行動を

奨励する。 

８．アウトソーシングの合理化 

❑ 関連する複数の業務を一括委託により

コストを削減する。 

❑ 新たな契約方法の開拓など競争原理を

活用して業務の質の向上やコストを削

減する。 

「施設運営コストの効率化に有効な手法として具体的内容及び期待される効果の例」 

図表－13.5  本学の環境マネジメントの体制 

学 長

環境安全推進実行責任者
（学部長等）

環境安全推進実行担当者
（作業場の管理責任者）

環境安全推進実行管理者
（学科長等）

環境管理責任者
（環境安全推進センター長）

統括環境安全衛生管理者
（理事または副学長）

環境安全推進員

環境内部監査員

統括環境安全衛生管理者

（理事・事務局長）

学 長

化学物質管理部会
部会長：環境管理責任者

環境マネジメント部会
部会長：環境管理責任者

環境安全衛生マネジメント委員会

委員長：統括環境安全衛生管理者

杉
谷
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

五
艘
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

五
福
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

高
岡
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

附
属
病
院
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

安全衛生部会
部会長：統括環境安全衛生管理者

高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

（
五
艘
地
区
を
含
む
）

杉
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

環
境
内
部
監
査
W
G

環
境
報
告
書
編
集
委
員
会
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連
絡
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型
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環境安全衛生マネジメント実施体制 環境マネジメント実施体制 
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図表－13.6 環境配慮活動 令和７年度計画表（具体的活動・手引き） 

令和7年度富山大学環境配慮活動計画（方針、目的、目標、活動事項）

1

2

3

④

1

2

3

４

⑤

５ ６

①

②

3

⑤

６

⑦

９ １

２

③

４

５

6

７

⑧

⑨

10

11

12

13

14

15

○重点実施事項

環境方針 目的 目標
整理
番号

各部局の環境配慮活動の目的（活動事項）・目標（具体的活動事項）

活　動　事　項

環
境
方
針
１

環境に関連する教育・
研究を推進する（充実
を図る）。

１ 環境教育・学習を推進する。

２ 環境関連研究を推進する。
環境関連の研究を調査し、情報を提供する。

環境に関連する研究の推進を図る。

環境に関連するカリキュラムの現状把握を継続する。

環境に関する教育の充実を図る。

遵守事項の違反があった場合には、適切な是正措置を行う。

遵守すべき事項を構成員に周知する。

化学物質及び高圧ガスの適正な管理の徹底を進める。

安全及び環境配慮の教育を推進する。 安全及び環境配慮に関する教育の推進を図る。

４ ハザードの把握と是正措置を推進する。 法令に基づく個所の作業環境測定を実施する。

リスクアセスメントを実施する。

環
境
方
針
２

環境に関連する法規等
の遵守を推進する。

３
環境に関連する法規等の周知徹底と是正
措置を推進する。

８
地域社会と連携し、環境及び安全に配慮
した活動を推進するとともに関連事項の
情報発信と啓発を行う。

環境配慮活動の支援学生を養成する。

環境配慮活動を支援する。

地域と連携し、安全及び環境に配慮した活動を推進する。

環
境
方
針
３

全構成員の環境マネジ
メントへの参画と地域
との連携を推進する。

環境配慮活動の周知徹底を図る。

キャンパス内美化活動を継続して実施する。

構内及び建物内の安全対策を推進する。

７
建物内禁煙及び指定された場所以外の敷
地内禁煙の徹底を図り、受動喫煙防止を
推進する。

④ 受動喫煙防止対策を推進する。

６
環境配慮活動計画を周知・推進するとと
もにキャンパス内の美化活動と安全対策
を推進する。

環
境
方
針
４

グリーン購入、省エネ
ルギー、省資源、廃棄
物削減を推進する。

本学が定めた「環境物品等の調達の推進
を図るための方針」に基づき「グリーン
調達率」１００％を推進する。

グリ－ン購入法対象品目について、基準適合製品の購入を推進する。

10
エネルギー使用量を原単位で前年度比
１％以上削減する。

エネルギー使用量を把握する

省エネルギー活動を推進する。
（ソフト面）

11 水の使用量の削減を推進する。
水資源の使用量を把握する。

構成員に節水の徹底を図る。

省エネルギ－機器の導入を推進する。（ハード面）

13
３R（リデュース、リサイクル、リユー
ス）を推進し、廃棄物発生量を前年度比
１％以上削減する。

資源ゴミの分別収集を徹底し、リサイクル資源の増加を図る。

12
コピー用紙の使用量を前年度比１％以上
削減する。

紙資源の使用量を把握する

紙資源の使用の削減に努める。

事務用製品及び家具・家電製品再利用を推進する。

廃棄物の適正な分別・管理及び処分を推進する。

試験研究用資源の再利用を推進する。

廃棄物の発生量を把握する。

下水道排水の適正な管理を推進する。

廃棄物の発生抑制を推進する。

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            41 

PDCAサイクルにより省エネルギーをより効果的に推進するため，エネルギーマネ

ジメントの下「省エネ化 ４つのSTEP」を提案し，より強力に推進していくことで， 

・２０３０年度までにCO2排出量５１％削減（２０１３年度比） 

・２０５０年度までにカーボンゼロ達成 

を目指す。 

point 

※ＵＲＥ戦略 

ＵＲＥ戦略とは，ＵＲＥ〔University Real Estate：大学が保有あるいは使用する不動産（土地，建物，道

路，基幹設備などの施設）〕を「大学価値向上」の観点から再評価・見直しを行い，個々の不動産と不動産

全体の投資及び活用効果がそれぞれ最適化する戦略を大学経営に最大限活用していこうという考え方。 

14 省エネルギーの推進 

図表－14.1  富山大学URE戦略‐エネルギーマネジメントの位置付け‐ 

１．エネルギーマネジメントの目的 

・地球温暖化への対応 

   大学は「知の拠点」として      

   先導的役割，社会的責務 

・大学経営における運営コストの最適化 

   経営の効率化への貢献 

   環境宣言の実現に貢献 

 

２．エネルギーマネジメントの取組み方  

（１）大学経営（URE戦略）の一環として  

   のエネルギーマネジメント 

・厳しい財政状況の中で富山大学環境方針

の実現に貢献するために，エネルギーマ

ネジメントを戦略的に推進する。 

・総合的・持続的な視点から，教育研究診

療活動に最適な施設を確保・活用し，省

エネルギーの向上を図る。 

 

 

 

（２）エネルギーマネジメントの推進体制 

・エネルギーマネジメントは，経営者層の

リーダーシップによる全学的体制で実施

する。 

・エネルギーマネジメントを経営者層によ

るトップマネジメントとして位置づけ，

全学的な実務体制を構築する。 

・エネルギーマネジメントの取組みへの理

解と協力を得るため，施設利用者への普

及啓発による参画意識の醸成と省エネル

ギーの実施状況やマネジメントプロセス

の見える化を推進する。 

 

（３）PDCAサイクルによるエネルギー 

      マジメントの推進 

・中期的な行動計画を策定するPDCAサイ

クルを確立する。 

・毎年の取組について検証・評価する。 

・その結果に基づき経営者層の十分な理解

と判断により主体的に実施する。 
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３．戦略的な実施手法 

 ◆４つのSTEPを踏まえた実施方策の検討◆ 

・省エネ化の４つのSTEPから総合的な

バランスを図りつつ，身の丈に合った実

施方策として，省エネルギー活動や省エ

ネルギー化方策等の中長期的な行動計画

を策定し，段階的に実施していく。 

出典：平成22年3月 文部科学省大臣官房文教施設企画部 「大学等における省エネルギー対策の手引き」より 

図表－14.2  PDCAサイクル（スパイラルアップ） 

図表－14.3  省エネ化 4つのSTEP の提案 
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４．省エネルギーの中長期計画の改定 

・経営ツールであるURE戦略の一環として

「健全で持続可能な大学経営の実現」

（最小限の経費で最大限の効果発現）を

エネルギーマネジメント面から実現する

ことを目標に，省エネルギーをより効率

的に推進するために，「富山大学省エネ

ルギー中長期計画書」を見直し改定す

る。 

＜STEP１＞ 

 エネルギー使用実態の見える化 

①大学全体のエネルギー使用量と光熱水費の

把握 

・全体の支出額の約5.7％が光熱水費であ

り，五福キャンパスと杉谷キャンパスの

２キャンパス合わせて95％超える割合

を占めている。 

②各キャンパスのエネルギー使用量と光熱水

費の把握 

・全てのキャンパスにおいて電気使用量が

約50％以上を占めている。 

2022年度にはウクライナ情勢による原

油価格の高騰で支出額の増加が大きい。 

・大学全体として光熱水費の支出は年々増

加しているが、エネルギーの使用量は

年々減少している。            

・主要３キャンパスの主要建物毎に原油換

算値及び電気・ガス使用量を毎月公表し

ている。 

※その他エネルギー関連図表は，参考資料12

（P175）に記載。 

＜STEP２＞ 

 運用改善による省エネ 

 ①待機・常用電力の削減 

 ②空調温度の適正管理 

 ③空調機器の適正管理 

 

・省エネルギー活動を定着させる。 

 

＜STEP３＞ 

 設備改善による省エネ 

①ESCO事業の導入 

・2018～2029年度までのサービス期間で

ESCO事業を行っている。 

②照明器具のLED化 

・2027年度末頃までにLEDへの交換を順次

進め，照明の消費電力を削減する。 

③高効率省エネ機器への更新 

・高効率化を順次進め，空調等の消費電力

を削減する。 

＜STEP４＞ 

 改築・改修するなら，省エネ化建築物へ 

①新エネルギー利用 

・太陽光発電等の導入により，電力会社か

ら購入する電力量を削減する。 

②高効率省エネ化機器導入 

・エネルギー効率が高い空調機・給湯器な

どを導入し，エネルギー使用量を削減す

る。 

③空調機のダウンサイジング 

・2018年度に実施したZEB化実証事業の検

証結果を踏まえ，空調機能力をダウンサ

イジングして機種選定を行う。 

④センサー等による制御 

・照明，換気ファンなど，調光・点滅など

人感・CO2センサー等の導入により，

エネルギー使用量を削減する。 

⑤断熱等の工夫 

・外壁，窓の日射遮蔽と断熱強化により，

空調にかかるエネルギーを削減する。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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大学全体の過去６年間における光熱水費支出額と各キャンパスの割合

五福 五艘 杉谷 高岡

図表－14.4  ＜STEP1＞大学全体の過去６年間における支出額と光熱水費の割合 

図表－14.5  ＜STEP1＞大学全体の過去６年間における光熱水費支出額と各キャンパスの割合 
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５．２０５０年カーボンニュートラル実

現に向けた中長期の戦略的取組 

2020年10月，国会において，総理大臣

は「2050年までに，温室効果ガスの排出

を全体としてゼロにする，すなわち2050

年カーボンニュートラル，脱炭素社会の実

現を目指す」ことを宣言した。また，「地

球温暖化対策計画」（2025年2月18日閣議

決定(改定)）では，「2030年度におい

て，温室効果ガスを2013年度から46％削

減することを目指す。さらに50％の高み

に向け，挑戦を続けていく。」と謳われて

おり，大学は51％の削減目標とされてい

る。 

このことから，本学の「省エネ化４つの

STEP」を踏まえ，CO2排出量を中期目標と

して2030年度までに51％削減(2013年度

比)し，長期目標として2050年度までに

カーボンニュートラル達成を目指す。 

本学の中長期的なCO2排出量削減計画

は，図表－14.7及びP.70「２５ 環境，サ

スティナビリティ計画（カーボンニュート

ラルを目指して）」による。 

図表－14.7 本学の2013(H25)年度CO2排出量と2030(R12)年度，2050(R32)年度までの中長期的な削減目標 

(tCO2) 

※原油換算量にて，電力（昼間・夜間買電），A重油の使用量は一部按分計算による。 
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図表－14.6  ＜STEP1＞大学全体の過去６年間における種類別光熱水費支出額と原油換算量 
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削減
具体的な削減計画は， 

P.71「２５ 環境，サス

ティナビリティ計画

（カーボンニュートラル

を目指して）」による 

～ ～ 

 

 政府の示した 

カーボンニュートラル実現 

環境省 

「地球温暖化対策計画」 

の削減目標 
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Ⅳ．項目別計画 

2026年～2029年 

（R8年～R11年） 

2041年～ 

（R23年～） 

2030年～2040年 

（R12年～R22年） 

Near-Term（短期計画） Mid-Term（中期計画） Long-term（長期計画） 
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「項目別計画」は，「Ⅱ．キャンパスの将来像」，「Ⅲ．アクションプラン」及び「Ⅴ．

キャンパスの現状と課題」を踏まえて，Mid-Term（2040（R22）年）までの向こう15年間の

計画とする。 

point 

１．土地利用 

経営的視点に立って，保有施設量の最適化をめざし，選択と集中を進める。 

２．ゾーニング 

各キャンパスのゾーニングについては，将来の敷地利用計画に配慮したサスティナブルな

キャンパスとする。 

１．土地利用 

本学が保有している資産は2004年4

月，国立大学法人が教育研究等の業務

を確実に実施するために必要なものと

して，国から継承されたものである。 

また，「国立大学法人の組織及び業

務全般の見直しについて」〔2021年

（令和3年）7月文部科学大臣決定〕に

おいて，効果的な資産運用や保有資産

の積極的な活用等を通じて，財源の多

元化を進めることとし，施設につい

て，老朽改善整備による長寿命化等の

計画的な施設整備の実施，施設マネジ

メントの推進，多様な財源の活用等に

取り組むこととされている。 

このような背景を踏まえ，本学の土

地については，経営のための資源とし

て捉え，効果的な活用を図っていくと

ともに，定期的に保有資産の見直しを

行い，選択と集中を進め土地利用の最

適化，効率化に努める。 

五福キャンパスについては，隣接す

る県の五福公園や県営富山野球場，五

福陸上競技場等の運動施設との相互利

用を促進する。今後は，土地利用の最

適化，効率化，五福キャンパス駐車場

の有料化等の計画を策定する。 

西田地方団地については，農場とし

ての利用が終了し，大学として短期か

ら長期に渡り土地を利用（使用）しな

いことを確認したため，民間事業者へ

の貸付事業の方針で手続きを進める。 

２．ゾーニング 

各キャンパスのゾーニングについて

は，将来の敷地利用計画を考慮したサス

ティナブルなキャンパスとする。 

ゾーニングは，それぞれの領土を示す

ものではなく，将来のキャンパスを具現

化するためのイメージを共有するもの

であり，将来の建物の配置計画に合わせ

てその都度見直していく。 

ゾーニングの設定については，次の視

点により設定を行う。 

❑ 管理・共通ゾーン，福利厚生ゾーン，教

育研究ゾーン，産学連携ゾーン，運動施

設ゾーン，緑地ゾーンの各ゾーンは，目

的に応じてそのゾーンにふさわしい環

境が形成されるように設定する。 

❑ 各ゾーンの規模は，敷地の規模・特徴を

考慮し，将来の施設規模等を踏まえ，建

ぺい率や容積率を考慮して適切に設定

する。 

❑ 建物主体のゾーンについて，類似建物

は，施設利用状況調査等による施設の点

検・評価を基にスペースの再配分，共同

利用化等を行い，集約化する。 

❑ 建物配置は，ゾーニング及びキャンパス

将来構想の動線計画・パブリックスペー

ス計画に合致した配置とし，施設マネジ

メント委員会でキャンパスマスタープ

ランとの整合性について審議し決定す

る。 

point 

15 項目別計画について 

16 土地利用，ゾーニング計画 
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図表－16.1  五福キャンパス ゾーニング 

 

凡例 ゾーン名 

 管理・共通ゾーン 

 福利厚生ゾーン 

 教育研究ゾーン 

 産学官連携ゾーン 

 運動施設ゾーン    

（戦略的活用を図るｿﾞｰﾝ） 

 緑地ゾーン 

 呉羽山断層帯 

 騒音・臭気等が発生する施

設エリア 

❑ 五福キャンパスでは，キャンパス全体の

調和を図るために主軸となるメインス

トリート周辺を緑地ゾーンとし，動線計

画と連動した交流の場として，メインス

トリート沿いに管理・共通ゾーン，福利

厚生ゾーン，教育研究ゾーンを設定し

た。運動場・駐車場等のまとまった屋外

パブリックスペースを周辺部に設定す

ることにより，管理・共通ゾーン，福利

厚生ゾーン，教育研究ゾーン，産学官連

携ゾーンの各ゾーンを分断することな

く連結させる設定とした。 

地域連携を行うゾーンは，利便性が高い

正門付近に設定し，産学官連携を行う

ゾーンは，富山市新産業支援センター

（富山市の産学官連携による新産業育

成施設）に隣接し利便性が高い工学部東

門付近に設定した。 

❑ 騒音・臭気・排ガス等が発生する施設（実

習工場・創造工学センター等）は，集約

して他と分離し，教育研究施設と隣棟距

離を開けて配置する。 

❑ 五福キャンパスでは，運動施設ゾーン

は，複数ある施設（運動場，体育館）の

集約化及び隣接する県の運動施設との

学内外の相互利用を促進することによ

り戦略的活用を図るゾーン（変えていく

部分）とし，呉羽山断層帯の上に立つ工

学部ゾーンのゾーニングの見直しを含

め，強靭で持続可能なキャンパスへと発

展させる計画とする。 

老朽化が著しく大学の活動に与える影

響が少ない施設については，今後集約化

等について検討を進める。 

❑ 杉谷キャンパスでは，埋蔵文化財包蔵地

は要保護措置とし，時代を継承する特徴

的な空間として保全し継承していく。 

メインストリート 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            49 

図表－16.3  高岡キャンパス ゾーニング 

凡例 ゾーン名 

 管理・共通ゾーン 

 教育研究ゾーン 

 運動施設ゾーン 

 居住ゾーン 

 緑地ゾーン 

図表－16.2  杉谷キャンパス ゾーニング 

凡例 ゾーン名 凡例  

 管理・共通ゾーン  運動施設ゾーン 

 附属病院・診療ゾーン  緑地ゾーン 

 教育研究ゾーン  埋蔵文化財包蔵地 

 産学官連携ゾーン  重要な埋蔵文化財包蔵地（要保護措置） 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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個性的で魅力あるキャンパス景観は，豊かなランドスケープの上に成立する。 

快適な屋外環境は，良質な施設が快適な屋外環境と一体となることによって形成される。 

「夢があり個性きらめくキャンパス」を継承していくため，ランドスケープを構成する重要

な要素を取り入れながら，全体が調和したキャンパス計画とする。 

個性的で魅力あるキャンパス景観は，豊

かなランドスケープの上に成立するもので

あり，良質な施設が快適な屋外環境と一体

となることによって形成される。 

快適な屋外環境は，地域に開かれた場と

して時代を超えて継承されていく公共的な

空間であり，ゆとりと潤いのある豊かな

キャンパスとするために必要不可欠な要素

である。 

ランドスケープを構成する重要な要素

は，眺 望，軸 線，門，塀，広 場，緑，水，

ランドマーク等であり，これらの要素を取

り入れながら，全体として調和がとれるよ

うキャンパス計画を行う。 

米国の Ivy Leagueに属している大学で

は，広大な敷地や空間を有しているが，ラ

ンドスケープを重要視し，広場に新たな建

物を建設することを避け，地下に施設を建

設したり，キャンパス外に建物を求めたり

して，将来にわたって良好なキャンパス環

境を維持していくための取組を強力に実践

してきている。 

本学のキャンパスにおいても，建物の位

置，高さ，規模，色，デザイン等について

十分な検討が必要であり，「一つの建物に

よってキャンパスが廃墟に化す」ことがあ

ることに注意を払う。 

また，ランドマークは大学の顔づくりや

イメージを形成しており，著名な建築家の

建物や寄付者の名を冠した塔などは，記念

写真の場となり，多くの人々の記憶に残

り，大学の魅力やブランド力を高める効果

が期待できる。 

本学のキャンパスから望む立山連峰の雄

大なパノラマは，富山大学ならではのかけ

がえのない景観である。同時に，キャンパ

ス周辺部に住まう住民の方々も，この景観

を大切にしていることに配慮する。 

杉谷キャンパスでは，主軸周辺の医薬学

図書館・福利棟・災害対策プラザ・講義実

習棟において，ランドスケープに配慮した

整備を行った。 

今後，個性的なキャンパスを創造しつ

つ，より具体的なランドスケープ計画の策

定が求められる。 

point 

五福キャンパス 

杉谷キャンパス 高岡キャンパス 

17 ランドスケープ計画 
 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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１．オープンスペース計画 

オープンスペースは，キャンパスに必要とされる「コミュニケーションが発揮される場」

である。 

オープンスペースは，キャンパスの印象を決定づけるとともに，秩序と規制を与える役割

を果たす。 

 

２．パブリックスペース計画 

パブリックスペースは，交流を活性化し，地域のオープンスペースとしての役割を担って

いる。 

安全で市民の空間として開放できるスペースをキャンパス内に設定する。 

１．オープンスペース計画 
オープンスペースとは，複数の建物の

壁面線とその間に創造された屋外空間で
あり，キャンパスの印象はオープンス
ペースにより左右される。 

オープンスペースは，キャンパスに必
要とされる「コミュニケーションが発揮
される場」であり，歓談，休憩，創造の
場，カリキュラムとオフカリキュラムを
つなぐ場に利用されるスペースとして重
要である。 

大学の競争力低下はユニバーサルアク
セスの欠落によるものとの指摘もあり，
この促進のためにも可能な限りスペース
を確保するとともに，質を向上させて提
供する。 

また，オープンスペースは，キャンパ
スに秩序と規制を与え，無秩序に拡大す
ることを抑える役割を果たし，キャンパ
ス計画では極めて重要な位置を占めるも
のである。 

キャンパスは，都市計画においてオー
プンスペース化されたものとも捉えられ
ており，特に五福キャンパスは，隣接す
る五福公園と一体となった空間の確保や
防災計画における地域の安全空間と位置
付けて，県，市及び地域と連携していく
ことが重要である。 

 
２．パブリックスペース計画 

五福キャンパスでは，メインストリー
ト（ゆりの木通り）沿いにいくつかのポ
ケットパークが設置してあり学生等の憩
いの場となっているが，十分でなくベン
チ等も不足している。また，建物と屋外
空間をつなぐエントランスが魅力的とい
えない場所もあり，特色があり魅力的な
空間を提供する必要がある。 

生涯学習の場としての学習施設や運動
施設，図書館の開放，地域産業界との共
同研究等，大学の施設と周辺地域との結
びつきはますます強くなってきており，
交流を活性化し，地域のオープンスペー
スとしての役割を担うパブリックスペー
スは，安全で市民の空間として開放でき
るスペースをキャンパス内に設定すべき
である。 

また，パブリックスペースは空間の多
様性に富み，ポケットパークやエントラ
ンスガーデンとして演出し，キャンパス
内を豊かな空間にするものでもある。 

ポケットパークは，敷地内の空いた小
さなスペースを利用して生まれる「憩い
のオアシス」である。キャンパスに市民
や学生が集まる憩いの場としてポケット
パークを提供することで，気軽に立ち
寄った市民や学生に自然に会話が生ま
れ，交流を活性化させるものである。 

エントランスガーデンは，緑があふれ
るガーデンを玄関前に提供することで，
エントランスに緑を引き込み，建物と屋
外空間を緩やかにつなぎ，それぞれのエ
ントランスに特色を与えることで魅力的
な空間を提供するものである。 

上記のパブリックスペースの創出にあ
たっては，部局や建物管理者の合意の基
に設定することとするが，管理区域を除
くエリアと建物のベースフロア（通常１
階部分）に連なる屋外空間を一体とした
ラーニングスポットとともにパブリック
スペースとして定義して整備する。ま
た，建物周辺には，小規模な駐車場・駐
輪場が点在しており，これらを周縁部分
へ集約配置し，跡地をパブリックスペー
スとして活用する。 

point 

18 オープンスペース，パブリックスペース計画 
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高岡キャンパス 

図表－18.1  パブリックスペースの概念図 

五福キャンパス外部空間（ゆりの木通り） 

五福キャンパス工学部 PALEY PARK  NYC 

高岡キャンパス 

五福キャンパスポケットパーク 

ポケットパークなど 

エントランスガーデンなど 

屋外空間 

ラーニングスポット（パブリックスペースに連なる一体空間） 

ラーニングコモンズ       

生涯学習，地域連携 

スペースなど 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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１．キャンパスの入り口までの交通計画 

キャンパス計画は，車から人へのサー

ビスに復古してきている。 

通学環境の改善・整備に向け，自治体

等と連携していく。 

公共交通機関の積極的利用を図り，地

球環境とキャンパス環境にやさしい「車

から人へのキャンパスづくり」を推進す

る。 

 

２．駐車場計画 

五福キャンパス及び杉谷キャンパスで

は，建て詰まりが著しく，キャンパスの

将来性を考慮した場合，危機的な状況に

ある。一方，学内では未だ駐車スペース

拡充の要望が多い。このため，土地利用

の効率化を図るため立体駐車場等を集約

して整備し，空地（オープンスペース）

を拡充していく。 

３．駐輪計画 

五福キャンパスでは，軸線に沿って雑

然と駐輪されており，キャンパスの空間

質を貧しくしている。このため，キャン

パスの周縁部分に集約してスペースを設

ける。 

 

４．動線計画 

歩行者及び附属病院の利用者等に優し

く，安全で，わかりやすい動線となるよ

う配慮する。 

１．キャンパスの入り口までの交通計画 

本学の各キャンパスは，中心市街地や

利便性のよいJRの駅から遠いこともあ

り，自動車や自転車によるアクセスが主

となっており，駐車・駐輪スペースの確

保が課題となっている。 

通学や通勤のアクセスについては，都

市計画として位置付けることが重要であ

るが，富山市では「コンパクトシティ」

を提唱し，LRT（Light Rail Transit ）の延

伸及びバス等の公共交通機関等を活性化

し，公共交通を軸としたコンパクトな街

づくりを目指している。 

一方，本学においては，富山市の今後

の交通政策を注視しつつ，通学通勤の環

境改善を図って行く必要がある。 

また，公共交通機関との連携による経

済効果等，エビデンスやシミュレーショ

ンデータを整備し，実現に向けた計画を

提案する必要がある。 

 

 

 

 

 

２．駐車場計画 

五福キャンパス及び杉谷キャンパス

は，駐車スペースの拡張の要望が多く寄

せられている。 

一方，両キャンパスとも建て詰まりが

著しく，キャンパスの将来を考慮する

と，大学としての機能強化に支障をきた

すことが懸念される。 

今後は，公共交通機関のサービス提供

や利用状況を踏まえ，土地利用の効率化

を図るため立体駐車場等を集約化して整

備し，空地（オープンスペース）を拡充

していくことによって，魅力あるキャン

パス環境（空間）を創出していく。 

point 

19 交通，動線計画 
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（１）五福キャンパス 

現在の駐車収容台数は図表－19.1の

ように815台となっている。キャンパス

の敷地が次々に駐車場に変えられてきて

おり，駐車場が増えるにつれて，キャン

パスとしての憩いの空間・潤いとゆとり

が失われてきている。 

このため，駐車場を集約することに

より，くつろげるオープンスペースやパ

ブリックスペースの空間を拡充していく

必要があり，前述のように自治体等と連

携し，通学環境の改善するほか，立体駐

車場による集約化，隣接地に駐車スペー

スを確保する，アドレス制の導入，ゲー

ト設置と駐車場の有料化などについて検

討し改善する。 

また，「車から人へのキャンパスづ

くり」を反映したビジョンを図表－19.2

に示す。 

今後は，駐車車両台数，路上駐車車

両台数，入構許可証発行枚数等の調査を

実施・検証し，駐車場の規模・配置につ

いて検討するとともに，現在実施してい

る入構規制（入構許可証の交付を受け表

示）と取締りに加え，ゲート化，有料化

等の計画を進め，無許可車両を排除し路

上駐車を抑制する。 

図表－19.1  五福キャンパスの駐車スペースと駐車台数（現状） 

Ａ 

Ｂ Ｄ 

Ｅ 

Ｃ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 区域 一般用 来客用 身障者用 計 

A 38 0 3 41 

B 69 15 3 87 

C 154 3 2 159 

D 60 5 6 71 

E 38 0 0 38 

F 58 5 3 66 

G 34 0 0 34 

H 301 14 4 319 

計 752 42 21 815 

（令和8年1月現在） 
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図表－19.2  五福キャンパス 「車から人へのキャンパスづくり」を反映したビジョン 

（２）杉谷キャンパス 

駐車場の有料化は既に行われている

ものの，スペースの確保については，

キャンパスとしてのあり方や将来構想等

を踏まえて，位置，必要台数，運営方式

及び他のキャンパスとのサービスの均衡

性等について考慮しながら進めていく必

要がある。現在は立体駐車場（253台）

を含め，2816台のスペースを確保して

いるが，苦肉の策として道路路肩に駐車

スペースを設けているように，平面駐車

のスペースは限られている。一方で学生

等からの拡張要望が依然として多い。こ

のため，駐車条件の指定化，厳格化等の

計画が求められる。 

2015年度，狭隘化解消のための一つ

の対応策として，駐車場用地を隣地に購

入し整備を行った。（297台） 

図表－19.3  杉谷キャンパスの駐車スペースと駐車台数（現状） 

区分 台数 

患者用駐車場 364 

患者用立体駐車場 253 

教職員用駐車場 316 

学部学生・教職員
用駐車場 

1266 

大学院生・教職員
用駐車場 

453 

業者・来客者用駐
車場 

66 

道路路肩駐車ス
ペース 

98 

計 2,816 

…駐車場ゲート 

（令和8年1月現在） 
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３．駐輪スペースの現状 

五福キャンパスでは，約 4,000㎡，約

3,200台の駐輪スペースが用意されている

が，景観を大切にすべき「キャンパス軸」

に沿って雑然と駐輪しており，キャンパス

空間の質を貧しくしている。 

この環境を改善するため，キャンパス周

縁部分に駐輪スペースを集約させて配置

し，キャンパスの中央部分への乗り入れを

禁止または抑制することが理想である。 

実現のためには，駐輪台数の把握やキャ

ンパス周縁部のスペース確保，運営及び予

算,パブリックスペースに面するエントラ

ンスの設え方などの課題を解決していく必

要があり，今後も継続的に検討する。 

また，各部局と連携し，キャンパス内で

の自転車利用について，マナー改善，意識

改善を定着させるための教育も重要であ

る。 

 

４．動線計画 

動線計画は，歩行者に優しくわかりやす

い動線となるように配慮するとともに，

キャンパスに接続する主要道路からキャン

パスへの出入り口部分の機能性，安全性を

確保し，建物間の接続性，構内動線の明確

化及び駐車場の確保等について，管理運営

方針を踏まえて設定する。 

また，杉谷キャンパスについては，附属

病院の利用者動線と学生・教職員及びサー

ビス動線を整理して，利用者にわかりやす

い動線となるように計画し，病院再整備事

業の進捗に合わせサイン等を含め，整備し

ていく。今後は，「車から人へのキャンパ

スづくり」の観点から，歩車分離した動線

計画を策定する。 

（３）高岡キャンパス 

現在，図表ー19.4の通り，268台のス

ペースを確保しており，十分な駐車場ス

ペースを保有している。 

今後はキャンパスの魅力を維持しつ

つ，オープンスペースやパブリックス

ペースを充実させていくことが重要で

ある。 

五福キャンパス工学部駐輪場（527台） 

区分 台数 

一般用 244 

来客用 14 

身障者用 4 

洗心苑 6 

計 268 

図表－19.4  高岡キャンパスの駐車スペースと駐車台数 

（令和8年1月現在） 
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個性的で魅力あるキャンパス環境の確保のため，建物，空間，エクステリア及びストリート

ファニチャー等について，デザインの統一と調和及び安全確保を目的とした「デザインガイド

ライン」を策定する。 

現在，本学には建物，空間，エクステリ

ア及びストリートファニチャー等について

キャンパス内のデザインを統一する等の取

り決めがなく，仮に設計者や設置者の好み

等によって，建設や設置がされた場合に

は，全体としてまとまりのないキャンパス

となることが懸念される。 

このため，デザインの統一や調和を目的

とした「デザインガイドライン」を策定

し，まずは，パブリックスペース整備に優

先して適用する。 

策定にあたっては，必要に応じ学内外の

専門家等の知見を求めつつ，次の項目につ

いて検討する。 

１．外壁・内壁 

❑ 周辺の町並みや環境等に配慮した外壁 
 ・メインストリート沿い：二丁掛タイル 

 ・メインストリート以外：複層塗材 

❑ 彩度，明度，色相 
 ・タイル：INAX COM-255/S078SA-4607 

 ・複層塗材：N7（マンセル値） 

 ・内部EP：N8.5 

❑ アクセント色 
 ・パールグレー（校章のカラー） 

❑ 統一感を持たせるための素材，テクス

チャ等 
 ・押出成形セメント板，アルミパネル 

２．壁面線，スカイライン 

❑ キャンパスの景観が統一されるように

配慮する 

３．ファサード 

❑ 統一感や調和に配慮した，流行に左右

されないデザインや素材 

４．舗装 

❑ キャンパスは，道路や駐車場が主役で

はないため，アスファルトの舗装は最

小限にとどめ，歩行者や環境にやさし

い素材と色等に配慮 

❑ 歩床ブロックの色や配合比等につい

て，統一感を持たせるように配慮 

５．植栽 

❑ 統一性や維持管理への配慮 

❑ 新たに植栽する場合の樹種選定等 

６．サイン 

❑ キャンパス全体で他の構成要素も含

め，安全はもとより調和と視認性のバ

ランス等に配慮。詳細は「20  サイ

ン，アート計画」による 

７．エクステリア，ストリートファニチャー 

❑ キャンパス空間とマッチした素材，色

等 

８．外灯 

❑ デザイン，省エネルギー等 

９．屋根 

❑ 低層部の屋根の色について，太陽光の

反射拡散，外壁への映り込み，省エネ

ルギー等に配慮 

１０．玄関及びドア 

❑ 視認性，安全性に配慮して，統一感を

もたせる 

❑ 室用途に応じて，大きさ，形状，色，

セキュリティ方式等に統一感をもたせ

る 

１１．ポケットパーク 

❑ 上記1.～10.に示す項目を生かし，パブ        

リックスペースでの交流を活性化させ

るために，歩行者の憩いや集いの場と

して，オアシスとなるよう配慮した規

模，構成，素材等    

１２．エントランスガーデン 

❑ 場所に応じて，統一感をもたせたデザ

イン，大きさ，素材 

 

１３．メインストリート 

❑ 景観軸としての機能を持たせ，眺望を

重視して建物配置を行うとともに，意

匠の一体性及び高さの統一性を図るた

め低層のタイル張りとする 

point 

20 デザインガイドライン計画 
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１．サイン計画 

2013年度に策定した「富山大学サイン計画」に基づき整備を推進するとともに，利用者

の安全確保に配慮する。 

 

２．アート計画 

アートは，空間を豊かにし，空間のアイデンティティを強く創出することにつながる。 

アートを設置する場合は，空間や建物のイメージを壊すことのないように配慮し，良好な

状態で維持していく。 

point 

１．サイン計画 

2013年度に策定した「富山大学サイン

計画」に基づき，継続してサインを更新

していく。 

サインは，特定，不特定の人に対する

情報伝達手段であることから，伝達すべ

き内容を正確にわかりやすく表示する必

要がある。また，利用者の安全確保の観

点から，歩行者，自転車，自動車各々の

目線で配置・デザインする。見通しを悪

くしている既存のサインについては随

時，配置等の見直しを検討する。 

サイン計画を策定するに当たっては次

の項目に配慮した。 

❑ 不特定の人々が現在位置や施設名称などを容

易に把握できるようにする。 

 

❑ 文字は，日本語と英語の併記を基本と

し，読みやすさを優先させ，誤読や誤解

のないように工夫する。 

❑ ユニバーサルデザインに配慮し，ピクト

グラフ（絵文字）により文字情報を補

う。 

❑ デザイン性，視認性，誘目性等に配慮す

る。 

❑ キャンパス間で統一性を持たせる。 

❑ 新たな組織設置や改組に備えて柔軟性を

持たせ，更新・変更時のコストを抑え

る。 

21 サイン，アート計画 

図表－21.1  2013（H25）年度富山大学サイン計画 五福キャンパス サインシステムに基づく考え方 
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2．アート計画 

アートは，空間を豊かにし，空間のアイ

デンティティを強く創出することにつなが

る。 

屋外のアートは，ブロンズ像，レリーフ

及び壁画等の芸術作品や噴水，植栽，スト

リートファニチャー等もアートとみなすこ

とができる。 

屋外アートの設置場所については，オー

プンスペースや建物の正面入り口等が考え

られるが，空間や建物のイメージを壊すこ

とのないように配慮する。 

また，屋内においてはパブリックなス

ペースを中心に，建物のクオリティに応じ

てアートを厳選してセッティングするとと

もに，良好な状態で維持していくことに

よって，豊かな空間を醸成していくことが

必要である。 

１．ユニバーサルデザイン化の推進 

多様な人々がキャンパスを利用する機

会が増えていることから，利用者の日常

的な行動に対する安全性を確保し，円滑

に利用できる環境づくりに取組む。 

 

２．バリアフリー化の推進 

利用者の動線や建築物の利用形態を踏

まえ，障害の種類に応じた安全性，利便

性等に配慮して整備を行う。 

 

３．アクセシビリティの向上 

利用者が支障なくアクセスできる方法

を多角的な視点で検討し，アクセシビリ

ティの向上を推進する。 

 

４．レビュー 

ユニバーサルデザインの導入や，バリ

アフリー及びアクセシビリティの改善整

備を実施した際は，施設利用者の視点か

ら総合的に評価及び検証を行い，次の整

備に反映させる。 

point 

１．ユニバーサルデザイン，バリアフリー

とアクセシビリティについて 

（１）ユニバーサルデザインとは 

障害の有無，年齢，性別，人種等に

かかわらず，多様な人々が利用しやす

いよう都市や生活環境をデザインする

考え方であり，キャンパス整備におい

ては，施設の設計時に対応を図るべき

ものである。 

（２）バリアフリーとは 

障害のある人が社会生活をしていく

うえで障壁（バリア）となるものを除

去するという意味で，もともと住宅建

築用語で登場し，段差等の物理的障壁

の除去をいうことが多いが，より広く

障害者の社会参加を困難にしている社 

会的，制度的，心理的な全ての障壁の除

去という意味でも用いられる。（以上，

障害者基本計画2002年（平成14年）12

月24日 閣議決定より）「高齢者，障害

者等の移動等の円滑化の促進に関する法

律（バリアフリー新法）」〔2006 年

（平成18年）12月20日施行〕により，

学校（大学含む）及び病院は特定建築物

として，利用等円滑化基準による適合努

力義務を課せられている。 

（３）アクセシビリティとは 

障害者や高齢者を含む誰もが，建物

や情報・通信などのサービスに，支障な

くアクセスできるかどうか，またその度

合いを表す用語である。 

建築の分野においては，公共の建築

物や公共交通機関，道路などの設計・建 

高岡キャンパスモニュメント 

22 ユニバーサルデザイン計画 

高岡キャンパスモニュメント 
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築にあたって，障害者も容易に利用でき

る仕様となっている状態を示すものであ

る。 

 

２．ユニバーサルデザイン化の推進 

地域や産業界との連携，生涯にわたる

学習ニーズの増大，留学生の増加などに

より，多様な人々がキャンパスを利用す

る機会が増えており，利用者の日常的な

行動に対する安全性を確保し，円滑に利

用できる施設や屋外環境を確保する必要

がある。 

ユニバーサルデザインの推進について

は，建物の整備時に「都立建築物のユニ

バーサルデザイン導入ガイドライン」

〔東京都財務局 令和5年4月1日改正〕を

参考にして取組を進めていく。 

また，本学として明確な方針や制度が

示された場合は，施設面での対応の見直

しを行う。 

 

３．バリアフリー化の推進 

バリアフリーにあたっては，利用者の

動線や建築物の利用形態を踏まえ，障害

の種類による安全性，利便性等に配慮し

て整備を行う。また，既設建物について

は，計画的に改善整備を進めていくこと

を提案する。 

整備にあたっては「富山県民福祉条例

施設整備マニュアル」を参考に，障害者

の要望を踏まえて整備を行う。 

 

４．整備計画 

ユニバーサルデザインに配慮した分か

りやすいサインの整備については，屋外

サインの整備はほぼ完成しており，今後

は屋内サインの整備を進める。 

安心・安全な移動空間の整備について

は，多目的トイレ・車いす対応エレベー

タ・障がい者用駐車場・スロープ等の整

備は主要施設のほぼ全域で実施してお

り，今後は自動ドア・通路上の段差解消

等の整備を進める。 

 

５．アクセシビリティの向上 

アクセシビリティの向上にあたって

は，2013年度富山大学サイン計画の実施

にあたり，アクセシビリティマップ上に

障害者対応の入口やアクセス上のバリア

などを明示した。 

全キャンパスのアクセシビリティマッ

プの作成は完了し，利用者が建物を利用

する際に有用な情報を大学のホームペー

ジ上に公開している。 

図表－22.1  五福キャンパス 整備計画 
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６．レビュー 

ユニバーサルデザインの導入やバリアフ

リー，アクセシビリティの改善整備を実施し

た際は，施設利用者の視点から総合的に評価

及び検証を行い，次の整備に反映させるこ

とが重要である。 

 段差がなく視覚障害者に
やさしい交差点の歩道 

図表－22.2  五福キャンパス エリアⅠ アクセシビリティマップ 

※発行：学生支援センターアクセシビリティ・コミュニケーション支援室 2025年度版 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            62 

 1.空間造り（リノベーション※）の基本的視

点と考え方 

 

（1）グローバルに活躍する多様な分野の人

材と大学の様々な人・組織をつなぎ，

新しい共同研究やイノベーションが生

まれる仕掛けと場を生み出す。 

（2）グローバルに発信する人・組織や国際

的なメディアに関わる人材とのコミュ

ニティ空間を創出する。 

（3）パブリックで魅力的なキャンパス空間

の創成を通じ，本学や地域の多様な人

材と「つなぎ・掛け合わせる」機能を

持つイノベーション促進人材（URA・

コーディネーター等）が触発し合い，

より綿密に交流する機会と場を提供す

る。 

（4）あらゆる機会を通じた多様な交流によ

り，新しい共同研究やイノベーション

を生み出す。 

（5）「富山」の特色を最大限活かし，地域

の国際競争力を高め維持する，地域の

グローバル化，イノベーション創出の

センターとなる。 

 

 

（6）東洋と西洋の英知と科学の融合（知の東

西融合）を目指す『富山大学』ならでは

のグローバル化を推し進め，地域イノ

ベーションのエンジンとなる。 

（7）『富山大学』は，クリエイティブな地方

大学として，魅力的な「富山」づくりの

核となる。 

 

2.富山大学がめざす姿 

 

（1）「富山」に居ながら，世界の人材とつな

がり，グローバルな大学活動ができる。 

（2）様々な分野の人材が効果的に掛け合わさ

り，「富山」から世界に発信するイノ

ベーションが次々と生まれる。 

（3）地方大学ならではの魅力に惹きつけら

れ，世界から「富山」に人材が集まる。 

 

 

これらの計画を実現させるため，富山大

学から地方創生を波及させるような取り組

みを推進していくことが求めらる。 

「国立大学法人等改革基本方針」等に基づく機能強化や地域社会との連携等を一層進め，

本学の強み・特色を最大限活かし，グローバル化，イノベーション創出や人材養成機能の機能

強化を活性化させる役割を果たす空間造りを行う。 

point 

23 グローバル化・イノベーション創出空間計画 

 グローバル人材育成・イノベーション創出機能を施設面からより強化するにあたり，地域

の大学，企業，公的研究機関等の指導者，研究者を惹きつける新たな出会いの機会や場を設

けるため，キャンパス空間の魅力と付加価値を高めるリノベーションが必要である。そこ

で，本学の取り組みとして，空間造り（リノベーション※）の基本的視点と考え方を次のと

おりとする。 

※リノベーション 

リノベーションとは，教育研究の活性化を引き起こすため，施設計画・設計上の工夫を行って，新たな施

設機能の創出を図る創造的な改修を指す。 
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図表－23.1 グローバル人材育成・イノベーション創出空間のイメージ 

  3.グローバル人材育成・イノベーション 創

出空間に必要な主な事項 

 

・躍動感あふれるパブリックな空間造り 

・自由でクリエイティブな交流空間造り 

・自由でクリエイティブなワークプレイス

やコンセントレーションスペース造り 

・有志の集まりから生まれた研究グループ

の活動を推進するラーニングコモンズや

オープンラボの設置及びその特性に応じ

た管理運営方式の導入 

・リノベーション効果発現シナリオの作成

と整備後の検証 

 

 

 

 

総合教育研究棟（工学系）   

（五福キャンパス） 

双方向通信を利用した学習の様子 

（五福キャンパス） 

総合教育研究棟（工学系） 

医薬イノベーションセンター  

（杉谷キャンパス） 
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１．地震災害 

建築物，基幹設備（ライフライン）等，

計画的に耐震化を進めるとともに，液状化

対策等を着実に進める。 

 

２．洪水災害 

自治体が策定している「洪水ハザード

マップ」により対策を講ずる。 

 

３．火災 

避難能力の格差等を考慮し，安全に避難

できるよう，設計時に十分に検証を行う。 

 

４．原子力災害 

  原子力災害時の体系図を整備する。 

 

５．防犯対策 

  キャンパス内の視認性を高め，ICカード

によるセキュリティシステムの導入等，将

来性を考慮した計画を策定し，対策を進め

る。 

 

６．安全衛生 

  教育研究活動において教職員，学生を含

む全構成員の安全を確保するとの考えで安

全衛生管理活動を進める。 

 

７. 防災拠点 

  施設の安全確保，教育活動等の早期再

開，避難所等としての役割を果たすための

耐災害性強化を進める。 

１．地震災害 

（１）地震災害の記録 

富山気象台等の資料によると，富山

県で起きた地震の被害は次のように記載

されている。 

863（貞観5）年6月に地震による山崩

れが発生し，民家が倒壊し，圧死者多

数。 

1586（天正13）年1月に富山県高岡市

南西部の木舟城が崩壊，圧死者多数。 

1858（安政5）年2月に跡津川断層を

震源としてマグニチュード7.3以上の地

震が発生し，富山では震度5～7程度と

推察されている。また，この地震により

「鳶崩れ」が発生して多数の死者が出た

2次災害が記録されている。 

2024（令和6）年1月1日に石川県能登

地方を震源としマグニチュード7.6の地

震が発生し，富山県では震度5強が観測

され，人的被害として死者5人・負傷者

58人（重傷14人・軽傷44人），住家被

害として全壊258棟・半壊807棟・一部

破損21,741棟の被害があった。（2025

（令和7）年5月時点） 

（２）地震による被害の予想，津波の被害

及び地震による揺れと津波の被害を軽減

するための対策について 

「呉羽山断層帯被害想定調査の調査

結果の概要について」（富山県知事政策

局防災・危機管理課 2011年（平成23

年）6月9日）による「呉羽山断層帯被

害想定調査」では，五福キャンパス，五

艘団地，寺町団地，西田地方団地では震

度7，杉谷キャンパスは震度6強と想定

され，30年以内の地震発生率は 0～

5％。震源地全体の被害想定では建物の

全壊90,424棟，半壊273,752棟，死者4,274

人，負傷者20,958人と予測されている。 

本学での被害想定について巻末の参考

資料５に，竹内 章 名誉教授より，「富

山大学にかかわる地震・津波災害とその

対策について」をまとめていただいたの

で，この資料をもとにキャンパス計画と

整備を進める。 

（３）耐震化計画 

「東日本大震災おける建物等の被害

と課題について」（P.61参照）に基づい

て，次のとおり計画を提案する。 

①建物の耐震化  

一般の施設については，「建物の耐

震改修の促進に関する法律」〔1995年

（平成7年）法律第123号〕第 4 条の規

定に基づく基本方針「建築物の耐震診

断及び耐震改修の促進を図るための基

本的な方針｣〔2006年（平成18年）1 月 25 日

国土交通省告示第 184 号〕により，大

規模な地震が発生した場合に，倒壊又

は崩壊しないようにするため Is 値 0.6 

以上を確保するよう規定されている。 

また，学校施設については，これら

の法律及び指針によるほか，1996年に

社団法人日本建築学会学校建築委員会 

point 

24 災害と安全性を考慮したキャンパス計画 
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耐震性能小委員会においてまとめら

れた「文教施設の耐震性能等に関する

調査研究」を踏まえ，文教施設として

の特殊性（地域の避難施設となってい

ること等）を考慮し，さらに耐震性の

割増を行い Is 値 0.7 以上を確保するこ

ととしている。 

なお，国の一般庁舎では Is 値 0.6 以

上としており，本学においても一般施

設についてはこの値を参考にして耐震

補強を行う。 

耐震化を行う場合には，個々の建物

の耐震性能や耐用年数，機能改善が必

要な場合のニーズ，事業に要する経費

等を総合的に勘案した上で決定する必

要があり，極端に多くの補強部材が必

要な場合，施工が極めて困難な場合，

耐震補強によって著しく教育機能を悪

化させる場合などは，改築を選択する

こととする。 

そのほか，耐震補強の実施に当たっ

ては，建築基準法，消防法その他の現

行法令への適合等についても対応を行

う。 

②非構造部材の耐震対策の強化  

「非構造部材の耐震設計施工指針・

同解説及び耐震設計施工要領」（日本

建築学会著）を参考に新築及び改修工

事において，対応を行う。 

③実験研究設備等の防災対策の強化  

実験研究設備等の建物本体への固定

などの基本的な耐震対策については，

建物利用者に対して各種資料により周

知を図っていく。 

④基幹設備（ライフライン）の改善促進  

重要度の高い基幹設備及び老朽化の

更新時に，耐震化を含めた改善を行

う。 

特にガス配管の多くは耐震性能が劣

るため，計画的に更新を行う。 

⑤停電等発生時に必要最小限の電力等を

確保できる環境づくり  

附属病院における診療活動の継続

や，研究試料等の知的資産の保持など

のため，必要最小限の電力等を確保す

るための方策を計画的に講ずる。   

⑥津波被害の減災に向けた取組  

五福キャンパス，高岡キャンパス，

五艘団地，寺町団地については「津波

による被害発生が予想されるため「減

災」という観点から，必要に応じて避

難経路の整備等を行う。  

⑦エレベーターの安全対策 

2011年3月に発生した東日本大震災に

おいて，釣合おもりの脱落やガイド

レールが変形する事故が発生したこと

を受け，建築基準法施行令が一部改正

（平成26年4月施行）された。改正基準

に適合した脱落防止構造等への改修を

行うとともに，戸開走行保護装置，地

震時管制運転装置等の設置による安全

対策を行う。 

⑧BCP：Business Continuity Plan（事業

継続計画） 

事業継続計画は，2019年3月に策定

され，2024年4月にVer.3に改訂してい

る。各部局においては，資料編におい

て，危機対策本部の体制や非常時優先

業務を示している。大規模災害発生時

は，事業継続計画を基に対応する。 

また，様々な災害に対して行動指針

を策定する。 

 

東北大学における被害建物の様子 
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a.建物の耐震化  

新耐震基準1981年（昭和56年）以前に

建築された施設を中心に，柱等の構造部

材に大きな被害が発生している例が見ら

れたことから，引き続き，早急に建物の

耐震化へ取り組む必要がある。  

b.非構造部材の耐震対策の強化  

非構造部材においても大きな被害が生

じたことから，老朽施設の改善と併せ

て，非構造部材の耐震対策の強化につい

ても早急に取り組む必要がある。  

c.実験研究設備等の防災対策の強化  

転倒などの被害を受けた実験研究設備

等の中には，建物本体への固定などの基

本的な耐震対策がなされていなかった例

も見受けられたことから，今後は，これ

らの基本的な安全対策について組織的に

対応していくなど，早急に防災対策を強

化していく必要がある。 

d.基幹設備（ライフライン）の改善促進  

老朽化により脆弱となっていた基幹設

備（ライフライン）にも大きな被害が生

じ，教育研究活動の停滞を招いたことか

ら，早急に老朽した基幹設備について耐

震化を含めた改善を実施していく必要が

ある。  

e.停電等発生時に必要最小限の電力等を確

保できる環境づくり  

外部からの電力等の供給が途絶した場

合を想定し，附属病院における診療活動

の継続や，研究試料等の知的資産の保持

などのため，必要最小限の電力等を確保

するための方策を講じていく必要があ

る。 

ｆ.津波被害の減災に向けた取組  

沿岸部に位置する大学施設において

は，「減災」という観点から，津波によ

る被害を抑えるよう避難経路の整備など

効果的な取組を行っていく必要がある。  

g.省資源・省エネルギーの更なる推進  

節電要請がなされている中，安定的・

継続的に教育研究活動を行っていくため

には，更なる省資源・省エネルギーの推

進が必要であり，早急に，老朽化等によ

り効率の悪くなった設備等の改善や再生

可能エネルギーの導入を検討していくこ

とが必要である。  

上記に掲げる課題へ取り組むに当たって

は，各国立大学法人等は，災害発生時等の

非常時に教育・研究・診療活動を継続する

ための防災計画や危機管理対応計画を策定

し，その計画を踏まえた施設整備を実施す

るなど，ソフトとハードを組合せた総合的

な防災対策を図ることが重要である。 

以上，「知の拠点ー 我が国の未来を拓

く国立大学法人等施設の整備充実につい

て」～新たな価値を生み出すキャンパス環

境の創造・発展～  

〔2011年（平成23年）8月 文部科学省 

今後の国立大学法人等施設の整備充実に関

する調査研究協力者会議〕より 

（参考）東日本大震災における建物等の被害と課題について 

（参考）東日本大震災と能登半島地震の比較 
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浸水予想深さ 主な施設等 

0.5～3.0m 

教育学部，理学部，経済学部，人文学部，工学部，事務局，共通教育

棟，学生会館，第一体育館，黒田講堂，図書館，第二体育館，食堂，

国際交流会館，総合情報基盤センター，総合研究棟，学生支援施設，

第三体育館，第二運動場，附属小学校，附属中学校，附属幼稚園，附

属学校グラウンド 

3.0～5.0m 附属特別支援学校 

図表－24.1  五福地域の浸水予想深さと本学の主な施設 

 ２．洪水災害 

富山県では河川の氾濫等による洪水災

害による被害が多数発生している。 

このうち最大の被害は「鳶崩れ」と呼

ばれており，1858年4月9日（安政5年2月

26日）の飛越地震によりカルデラ稜線に

ある鳶山の北斜面が大きく崩壊し，土砂

が湯川を塞き止め天然ダムを形成し，

徐々に水が湛えられ，14日後に決壊し

て，巨大な土石流，洪水流が常願寺川を

流れ下り富山平野を襲うとともに，59日

後にも再度決壊し，大きな被害を生じた

と記録され，現在も対策工事が行われて

いる。 

洪水災害については，各自治体が作成

している「洪水ハザードマップ」により

対策を講ずることとする。 

 

（1）五福キャンパス，五艘団地，寺町団地 

神通川，井田川，西派川，山田川が氾

濫した場合の浸水想定は図表ｰ24.1のとお

り。 

五福地域では，短時間に浸水し，水の

流れが非常に速いと想定され，浸水予想

が1mを超える地域は緊急避難地域となっ

ており，迅速な避難が必要とされてい

る。 

 特に，災害弱者となる児童を収容する

五艘団地（附属幼・小・中・特別支援学

校）にあっては，予想浸水深さが0.5ｍ～

5.0ｍであることから，市から発せられる

洪水予想情報の伝達に基づき，まずは上

階にどのように避難させるかを定めた避

難計画を策定し，これに基づく避難訓練

を実施している。 

なお，こうした措置を講じても，被災

は免れないことから，長期的には浸水の

おそれの少ない公共跡地等に移転するこ

とも含めた検討が望まれる。 

（2）高岡キャンパス 

小矢部川，庄川が大雨によって増水

し，堤防が決壊した場合の浸水予想結果

によると高岡キャンパスは0.5m以上～

3.0m未満となっている。また，体育館は

地域の指定避難場所となっている。 

３．火災 

火災や大地震直後の出火に対して，安

全に避難できる構造とし，合理的な耐火

性の確保，及び避難能力の格差等を考慮

した避難経路を確保するとともに，防火

設備の設置及び火災時に有毒ガスが発生

する材料は使用しない等，設計時に十分

に検証を行う。 

また，必要に応じ，避難安全検証法に

よる性能評価によって検証を行う。 

なお，消火活動時の放水によって，汚

染や化学反応が起こる可能性がある場合

は，防災・防火計画において対応すると

ともに，改修を行う際には必要な措置を

講ずる。 

 

４．原子力災害 

「原子力緊急事態宣言」を受け，富山

県等からの指示により対応を行う。 

（巻末の参考資料5を参照） 

５．防犯対策 

本学では，学生・教職員のほか，公開

講座の開設，運動施設や図書館等の開放

及び民間等との研究協力が展開されてお

り，外部から多数の人々がキャンパスを

訪れ施設を利用している。 

また，昼夜を問わず施設を利用してい

る学生・教職員も多く，犯罪による被害

を抑制する観点から，各キャンパスから

防犯対策の強化を要望する声が多く寄せ

られているため，早急に対策を講じて，

利用者の安全性を確保するものとする。 
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対策にあたっては，キャンパス内で死

角がなるべく生じないようにして，視認

性を高めるなどの措置を講ずるととも

に，機器等の盗難防止や最先端の研究情

報等の漏洩防止，盗撮目的の建物侵入等

を防ぐため，ICカードによるセキュリ

ティシステムの導入及び防犯灯の設置

等，将来性に考慮した計画と対策を講ず

ることとする。 

また，盗難や傷害等の犯罪を未然に防

止するために，敷地や建物の出入り口に

おいて，必要に応じ監視カメラの設置に

ついても検討する。 

６．安全衛生 

（１）体制の整備 

2004年4月の法人化に伴い，労働安全衛

生法に基づく安全衛生管理規則を整備す

るとともに安全衛生委員会を設置した。

2005年10月の三大学統合後からは，統括

安全衛生管理者の下に五福地区，五艘地

区，杉谷地区，附属病院，高岡地区の五

つの事業場に安全衛生委員会を置き，各

事業場の総括安全衛生管理者の下に安全

衛生管理活動を推進して来た。また，

2014年4月からは，事業場間の情報共有と

連携を深化させる目的で，五つの事業場

の上部組織として安全衛生部会を設ける

とともに，さらにその代表者が安全衛生

部会の上部組織である環境安全衛生マネ

ジメント委員会で，関連する化学物質管

理部会や環境マネジメント部会の代表者

と相互に情報交換，意見交換をできる体

制とした。また，現在，安全衛生部会長

は，統括環境安全衛生管理者が併任する

体制としている。 

（２）実験設備及び安全対策の充実 

（a）労働安全衛生法に関わる実験設備 

労働安全衛生法と関わりの深い実験設

備としては，圧力容器，動力プレス機

械，局所排気装置，遠心機械，アセチレ

ン溶接装置等，クレーン，その他エック

ス線装置，各種の工作機械，木工機械や

不活性ガスを大量に使用するNMR装置等

が挙げられる。特に，本学では法人化の

際に局所排気装置として相当数のドラフ

トチャンバーを新たに設置し，有機溶剤

や特定化学物質を使用する実験室での汚

染物の発生源対策を進め，作業環境改善

と安全確保を図った。また，エックス線

装置では鉛板等でエックス線を遮蔽する

旧タイプのものは，新規購入時にはオー

トロック機能を有する安全カバー付き

で，管理区域が装置内部に限定されるも

のに順次，置き換えてきた。なお，変圧

器やコンデンサにＰＣＢを含有するエッ

クス線装置は，順次，廃止し適正処分し

ている。 

また，既存の実験作業の工程や新たに

拡張された教育・研究分野や学部に固有

の危険有害作業の洗い出しを徹底し，実

験設備の観点から安全対策を推進する。

一方で，既存設備には長年の使用による

老朽化で機能低下が著しいものが散見さ

れることや規制物質を新たに使用する研

究室が増えていることなどを踏まえ，既

存設備のオーバーホールや新規設備の導

入を推進することにより，実験設備の機

能確保と充実を図る。 

（b）実験室の安全対策 

①転倒防止対策 

実験機器，各種の棚及びガスボンベ等

の転倒防止対策を産業医及び衛生管理者

の職場パトロールと連携し，継続的に進

めてきた。アンカーボルトによる床面へ

の固定，ボルトとチェーンによる壁への

固定，Ｌ字金具や支持棒を利用した固定

などが徐々に浸透しつつある。一方で，

固定に際して常に話題に上がるのは，床

面に穴をあけることにより生じる薬品等

の床浸透への危惧，固定する壁の材質に

よる強度不足の問題，機械側に固定治具

を取りつける場合の機械設備の損傷など

の問題である。学生控室，教員研究室，

実験室等の安全確保の観点から，地震災

害等への対応としての棚，実験機器，ガ

スボンベ等の転倒防止対策を進めるうえ

で二点固定の徹底と固定する壁の材質と

強度の改善を進める。 

②高圧ガスボンベの管理 

研究室における高圧ガスボンベの長期

間の滞留防止と保有量の削減は長年の課

題であった。2014年度に学内の実態調査

を実施し，その結果を踏まえ，長期間，

滞留している高圧ガスボンベの迅速な返

却，47L型（充填量7㎥）の大型ボンベか

ら10L型（1.5㎥）の小型ボンベへの切り

替えによる保有量の削減を継続的に進め

ている。また，高圧ガスに対する使用者

の意識の向上と定量的管理の水準の向上 
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を図り，災害等の非常時に薬品情報を正

しく把握できる体制を整備することを目

的として，高圧ガスを薬品管理支援シス

テム（TULIP）へ登録し管理することとし

た。これにより，各研究室において保有

するガスの種類，量，保管場所をデータ

としてリアルタイムで確認できるように

なった。また，一連の対策により，研究

室での長期間の滞留ボンベ及び保有量は

減少している。 

今後，滞留ボンベの返却推進，小型タ

イプのボンベへの切り替えを継続的に推

進していく。 

③不活性ガス使用における対策 

寒剤や不活性ガスを使用する実験にお

いて地震等の災害時に実験室が酸素欠乏

状態に陥る恐れのある実験室内には酸素

モニターを設置し，室外に警報器を設置

するとともに，定期の酸素モニターの交

換及び総合点検及び調整を行っている。 

④化学物質の管理 

研究室で保有する化学物質の内，毒物

及び劇物については，定期的に管理状態

を検査し，不備事項について是正してい

る。さらに，2016年度からは，危険有害

性のある化学物質についてリスクアセス

メントを実施し，特定された危険性，有

害性によるリスクの見積り，リスク低減

措置の検討を行い，当該研究室の関係者

と共にリスク低減措置を実施している。

また，リスクアセスメントの結果から高

リスクと判定された作業場については作

業環境測定を併用し，より質の高いリス

ク評価を行うとともに，迅速な作業環境

改善につなげる。 

⑤実験室のスペースの安全な利用 

有機溶剤，特定化学物質，毒物劇物等

の有害な薬品を使用する実験室では実験

スペースとデータ整理等を行うデスク

ワークのスペースを区分して使用するこ

とを徹底する。 

（c）作業環境測定 

有機溶剤や特定化学物質を使用する作

業場，粉じん作業場，電離放射線に関す

る作業を行う作業場について作業環境測

定を継続的に実施する。有機溶剤，特定

化学物質，粉じんに関係する作業環境測

定で管理区分3や管理区分2と判定された

実験室については使用物質，施設，設

備，作業内容，作業工程または作業方法

を点検し，改善していく。電離放射線に

ついては，これまで法規制上，問題とな

るものはなかったが，今後も継続的に作

業環境測定を実施し，安全確保に努め

る。年々，規制物質の種類が増加し，管

理濃度が厳しくなる中，自主管理を強化

し，作業スペースの確保と区分の工夫を

図りつつ，学生，教職員の安全を確保し

ていく。また，使用する設備の点検や作

業と作業工程の見直しを含めたリスクア

セスメントを推進するとともに，作業環

境測定の手法として，従来の定点測定の

他，個人サンプリング法を選択肢として

加え，より高い安全水準の作業環境を実

現する。 

（d）定期の自主検査 

労働安全衛生法に関係する実験機器に

ついて各研究室での定期自主検査を継続

的に実施する。日々の点検に加え，使い

慣れた実験機器の変化をしっかり捉える

機会として定期自主検査を位置付けてい

る。各研究室の自主検査では，主に目視

可能な箇所について点検しているが，ド

ラフトチャンバーに附属のフィルターや

誘引ファンやスクラバーなどの見えにく

い部位に関しては確認が十分とは言え

ず，今後は検査方法及び点検スキルと事

後措置について改善を進める。 

（３）有害物質及び危険物質等の安全管理

及び処分の推進 

教育・研究では数多くの薬品や実験機

器等を使用するが，使用目的を達成し，

不要となった物品等の安全な保管管理と

適正な処分は重要課題の一つである。そ

の事例としては，不要薬品，水銀廃棄

物，PCB廃棄物，国際規制物資，アスベ

スト含有機器，滞留ガスボンベなどがあ

る。本学では不要薬品，水銀廃棄物は定

期の一斉処分を行っている。PCB含有製

品については種類，数量を確認の上，定

期に所定機関へ報告するとともに専用の

保管容器と保管場所で保管し，適宜，処

分を行っている。国際規制物資は学内の

専用施設において保管管理している。ア

スベストを含有する機器，例えば実験用

理科学テーブル等はアスベストの飛散性

はないが，処分にあたり専門業者に委託

し，適正な処分を行っている。 
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滞留ガスボンベについては定期に保有ガ

スの種類と数量，保管場所及び保管状態

を調査し数量削減を継続的に推進する。 

（４）実験室等のチェックリストによる安

全点検 

実験室，研究室，事務室等における安

全衛生対策は，日頃から関係者が意識

し，継続的に行うことが必要である。本

学では実験系と非実験系の部屋に共通の

事項（共通項目）及び実験系の部屋に特

有の事項（個別選択項目）とに分け，安

全衛生に必要なチェックを行い，事故の

予防を行っている。現在，共通項目を22

項目，個別選択項目を 4 8項目設定し

チェックを行い，発見されたリスクに応 

じた対策を講じている。今後は，人間特

性から生じるヒューマンエラー対策を意

識し，人間特性に基づく３つの角度でと

らえ対策を強化していく。 

 

（a）ハードウエア対策（物の面） 

先ず，物の面（設備・機械・環境・原

材料など）の安全対策を進める。 

（b）ソフトウエア対策（人×物の面） 

マン・マシン・システムの立場から，

人と物との関わり合い，人と作業の関

わり合い（作業手順・標準・心得・教

育・点検）を整える。 

（c）ヒューマンウエア対策（人×心の面） 

ハード，ソフトの安全衛生管理と一体

のものとして，人×心（創意工夫・

チームワーク・小集団活動・職場自主

活動・参加）のヒューマンエラー対策

と して５ S（整理・整頓・清潔・清

掃・躾），ヒヤリ・ハット ，指差し

呼称，KYT（危険予知訓練）を推進す

る。 

（５）安全教育の充実 

教育研究において学生，教職員の安全

を確保するには，普段から危険の芽に気

付く素養をもち対策する人材，すなわち

安全衛生マインドを持った人材の育成が

不可欠である。本学では，安全講習会を

実施し，学生，教職員の安全に関する知

識及び意識の向上に努めている。 

また，本学における安全文化の醸成と

発展を目的として，研究室，職場での危

険予知訓練の浸透を図ることにより，危

険を予知して安全衛生を先取りし，安全

で安心な教育研究環境を実現する。これ

らの活動を大学組織と構成員が主体的，

自立的（自律的），継続的に実施し，安

全を最優先する大学全体の組織的な行動

様式を実現する。 

 

７．防災拠点 

近年の気候変動の影響により激甚化・

頻発化する気象災害や，大規模地震災害

などの大規模自然災害への対策が喫緊の

課題となっている。 

令和６年能登半島地震において，本学

では五福キャンパスの黒田講堂及び杉谷

キャンパスの附属病院を開放し約200名の

避難者を受け入れ，地域の防災拠点とし

て重要な役割を果たしており，自治体と

の連携を図り，地域の避難所・災害拠点

病院等としての防災機能の強化を推進す

る。 

また，災害発生時に学生・教職員や多

様なステークホルダー等の安全確保及び

教育研究活動の継続性が保持できるよ

う，施設の老朽化対策やトイレ改修、給

排水・電気設備等のライフラインの更

新，非構造部材の耐震対策等を計画的に

進めるなど，耐災害性の強化を推進す

る。 

本学の各キャンパス及び五艘団地（附

属学校）の体育館は第3次避難所に指定さ

れており，また，杉谷キャンパスの附属

病院は基幹災害拠点病院に指定されてい

る。 

各キャンパス及び寺町団地に災害時の

対策本部機能と備蓄機能を併せ持つ災害

対策プラザを設置し，平時は，防災教

育・研修の開催など地域公開や地域交流

を図るスペースとしている。また，イン

フラ設備として太陽光発電・蓄電池・下

水道管直結型トイレ・貯水タンク等を設

置している。 

附属病院は，災害拠点病院として、多

数の傷病者の発生時に多くの重症患者を

同時に受け入れられる処置対応が可能と

なるよう再整備中であり，完成後は，重

症救急患者の救命率の向上が期待できる

とともに，地域医療へも大きく貢献す

る。 
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キャンパスマスタープランにおける，環境，サスティナビリティとは， 

「キャンパスが将来にわたって快適な状態で維持していくための取組」として定義し，特に温

室効果ガスの総排出量の削減や抑制への取組を率先して行う。具体的な数値目標等について

は，今後，カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現を目指し，政府が策定予定のエネル

ギー基本計画等による。 

１．本学のエネルギー使用量等の現状 

（１）CO2排出量 

CO2排出量は2021年度までは減少し

ている。たが，以降は若干上昇気味で

ある。 

本学のCO2排出量の約75％は電気であ

るため，CO2の排出係数と概ね呼応関係

にあり，排出係数の増減に追随して，

CO2排出量も変動することがグラフより

見て取れる。 

point 

25 環境，サスティナビリティ計画 

（カーボンニュートラルを目指して） 
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図表－25.1 本学のCO2排出量とCO2排出係数 
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２．今後の取組 

2011年11月から12月にかけて，地球温

暖化問題に関する気候変動枠組条約第17

回締約国会議（COP17）及び京都議定書

第7回締約国会合（CMP7）が開催され，

将来の枠組みについては2015年に遅くて

も採択し，2020年から発行させて実施す

ることとした成果が発表されているが，

我 が 国 は 京 都 議 定 書 第 二 約 束 期 間

（CP2）には不参加を表明している。 

また，環境省の「地球温暖化対策計

画」（2025年2月18日閣議決定(改定)）

では，2030年度において，温室効果ガス

を2013年度から46％削減することを目指

す。さらに50％の高みに向け，挑戦を続

けていく目標が設定され，大学は51％の

削減とされている。 

その他の計画として第7次エネルギー基

本計画が2025年2月に閣議決定され，

2040年度温室効果ガスは2013年度比73％

削減目標と策定された。上述で示された

2030年度及び2040年度の削減目標及び

2050年のカーボンニュートラル実現に向

けたエネルギー政策の道筋を示すことが

重要とされており，実現へのハードルを

越えるためにも，産業界，消費者，政府

など国民各層が総力を挙げた取組が必要

となっている。 

 

本学では，今後の社会情勢の変化やエ

ネルギー革新を考慮し，カーボンニュー

トラル達成へ向け，以下の取組を推進す

る。 

 （１）地球環境問題に対する配慮 

ライフサイクル二酸化炭素排出量

（LCCO2）の削減を一つの目安とし，

建設・運用・廃棄にわたるライフサイク

ルを通じた環境負荷を低減する。 

また，政府が示す2050年のカーボン

ニュートラル実現に向け，施設の整備方

針等について検討し，取組を行う。 

 （２）スマート・キャンパス 

新たなテクノロジーや手法で地球環

境に優しい状態（CO2削減）を実現し

た（実現を目標とした）キャンパスのこ

とを指し，本学発のテクノロジーや，地

域や産学官一体となった取組に向けて検

討を行う。 

 （３）省エネルギー・省資源 

自然のエネルギーを生かし，資源・

エネルギーの有効活用を図った運用計画

を立案し設計する。また，資源・エネル

ギーの消費に伴って発生する排水，廃

熱，廃棄物等の再利用可能なものは有効

に活用する。 

 （４）創エネルギー（再生可能エネル

ギー） 

自然界で繰り返し起こる現象から枯

渇することなく持続的に利用でき，

CO2をほとんど排出しないクリーンな

エネルギー源である太陽光，風力，水

力，地熱，地下水熱，バイオマス等の活

用を推進していく。 

 （５）熱負荷の低減 

熱負荷を低減するため，躯体の断

熱，断熱性能の高い建具やガラスの採用

及び庇の取り設け等を検討する。また，

屋上や壁面，テラス，ベランダ等の緑化

の採用を推進していく。 

 （６）ZEB（Zero Energy Building）ネッ

ト・ゼロ・エネルギー・ビル 

建築物における一次エネルギー消費

量を建築物・設備の省エネ性能の向上や

エネルギーの面的利用及びオンサイトで

の再生可能エネルギーの活用等により削

減し，年間の一次エネルギー消費量が正

味（ネット）でゼロまたは概ねゼロとな

る建築物への取組であり，欧米諸国で

は，既にZEBの実現に向けた取組が本格

化しつつある。また，我が国でも取組が

推進されてきており，こうした状況を注

視していく。 

経済産業省資源エネルギー庁の「ZEB

ロードマップフォローアップ委員会とり

まとめ」（平成31年3月）では，建築物

の実態に応じてZEBを目指すことができ

るよう，新たな定義として，建物延べ面

積10,000㎡以上が対象の「ZEB Orient-

ed」や，50％ 以 上 省 エ ネ ル ギ ー の

「ZEB  Ready」，75％以上省エネル

ギーの「Nearly ZEB」，そして100％以

上省エネルギーの「ZEB」として，ZEB

の概念が拡張された。 

ZEB化実証事業として，2018年度に工学

部・都市デザイン学部エリアの大学院実

験研究棟7階及び電子情報系実験研究棟

5階の空調機更新，EMS(エネルギーマ

ネージメントシステム）等の整備を行

い，検証の結果，今後の空調整備におい

ては，能力を80％にダウンサイジング

して機種を選定することとしている。 
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 （７）施設の長寿命化 

新たな施設の建設にともなう資源やエ

ネルギーの消費を低減するため，耐久

性，耐用性及び維持保全に配慮した品質

の高い施設として，設計時等において長

寿命化を推進する。 

（８）環境負荷の少ない材料の選択 

建設にあたっては，生産から最終処分

までを含め，環境負荷の少ない材料や自

然材料を選択する。 

 （９）自然材料の使用 

木材の繊維等の再生可能な自然材料は，

化学合成材料などに比べると加工に要する

エネルギー使用量が少なく，環境負荷の少

ない建築材料の一つであることから積極的

に活用する。 

（10）エネルギーの効率的利用 

消費するエネルギーが必要最小限かつ

平準化するよう，施設の使用状況に応じ

た設備システム・運転管理システムの採

用を検討し，高効率の機器類への更新や

コージェネレーションシステム及び蓄熱

式空調システムの採用を推進していく。 

（11）水資源の活用 

屋外では，地表水に土中還元を促進す

るため，透水性舗装，雨水浸透桝を標準

として用いる。 

また，節水型器具の導入，雨水の雑排

水への利用，プール水の循環利用，排水

中水化利用等，水資源の有効活用を推進

する。 

 （12）省エネルギーの使用の合理化に関す

る基本方針への対応 

「省エネルギーの使用の合理化に関す

る基本方針」〔2006年3月28日 経済産

業省 告示第43号〕により，エネルギー

を使用する者に対し，エネルギー消費効

率の優れた設備の導入，効率的なエネル

ギー管理を行うための設備の運転・保

守・点検等に関する管理標準の設定とこ

れに基づいた管理と総合的なエネルギー

管理体制の充実などの取組を求めてい

る。 

また，「工場又は事業者におけるエネ

ルギーの使用の合理化に関する事業者の

判断の基準」〔2006年3月29日 告示第

65号〕により，エネルギー消費原単位を

事業者ごとに中長期にみて年平均1％以

上低減させることを目標として実現に努

めることとされており，五福キャンパス

及び杉谷キャンパスはこの事業者に該当

し，低減についての取り組みを行ってい

る。 

なお，エネルギーの使用の合理化の基

準として，事業者が全体を俯瞰して取り

組むべき事項が次のように規定されてお

り，目標達成に向けて取組を推進する。 

❑ 空気調和設備，換気設備 

❑ ボイラー設備，給湯設備 

❑ 照明設備，昇降機，動力設備 

❑ 受変電設備，BEMS・発電設備及び 

コージェネレーション設備 

❑ 事務用機器，民生用機器 

❑ 業務用機器 

❑ その他エネルギーの使用の合理化に関

する事項 

（13）カーボン・オフセットによる温室効

果ガス削減への取組 

「我が国におけるカーボン・オフセッ

トのあり方について（指針）」〔2008年

2月7日(2024年3月6日改訂) 環境省〕で

は，CO2実排出量の削減活動に努力する

とともに，削減困難な部分の排出量につ

いて，他の場所で実現した温室効果ガス

の排出削減・吸収量（クレジット）を購

入することで，その排出量の全部又は一

部を埋め合わせるという取組の指針が策

定されている。 

本学の省エネルギーの推進では，本学

の排出量の認識と削減努力の必要性を踏

まえ，中長期的なCO2排出量削減計画に

おいて，民間の活力を生かした以下の事

例の導入等を検討する。 

❑ 電気 

「かがやきGREENピュア」等 

水力・太陽光・風力等の再エネ電源由

来の電気に，環境価値を付加すること

で，CO2排出量ゼロの“純粋”な「再エ

ネ電気」で水力発電をはじめとした再エ

ネ電源由来の電気料金メニュー。 

❑ 都市ガス 

「カーボンニュートラル都市ガス」 

日本海ガス株式会社の取組であり，天

然ガスとクレジットをセットで事業者へ

提供することで，燃焼時のCO2実排出量

を“ゼロ”と見做せる都市ガス料金メ

ニュー。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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災害対策プラザ太陽光発電 災害対策プラザ雨水利用タンク 

図表－25.2  再生可能エネルギー等の整備 

電気・ガスとも活用した事業者は，

カーボンニュートラルガスを利用してい

ることを示す証明書が交付される。 

（14）PPAの活用 

2024年9月に大学の敷地外に設置され

た太陽光発電設備から発電された再生可

能エネルギーの電力を購入する契約（オ

フサイトPPA）を締結し，五福・高岡

キャンパス及び五艘団地においてカーボ

ンニュートラルな電気を供給している。 

また，敷地内に設置するオンサイト

PPAの検討も今後行う。 

  

 今後は，既存資源の，より戦略的な運

営管理と効率化のため，URE戦略を基に，

環境活動の更なる活性化を目指す地球環

境に配慮したサスティナブルキャンパス※

の形成が求められる。 

・・ 

※サスティナブルキャンパス 

 生態系に影響を与えない範囲内で，キャンパス施設

のライフサイクルを通しての省エネルギー・省資源・

リサイクル・有害物質排出抑制を図り，その地域の気

候・伝統・文化及び周辺環境と調和しつつ，将来にわ

たって教育・研究・診療活動の質を適度に維持，向上

させていくことができるキャンパス環境。 

図表－25.3  ZEBの新たな定義 

引用：環境省「ZEB PORTAL-ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ゼブ）ボータル」 

   http://www.env.go.jp/earth/zeb/index.html 

オフサイトＰＰＡ 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－25.4  創エネと省エネの推進 

引用：環境省「ZEB PORTAL-ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ゼブ）ボータル」 

   http://www.env.go.jp/earth/zeb/index.html 

図表－25.5  PPAモデル（電力購入契約）の推進 

引用：環境省「初期投資０での自家消費型太陽光発電設備の導入について～オンサイトPPAとリース～」 

   https://www.env.go.jp/earth/kankyosho_pr_jikashohitaiyoko.pdf 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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３．今後の計画 

（１）CO2排出量削減目標 

「２．今後の取組」を踏まえ，図

表－25.6のとおり，2030年の温室効果ガ

ス51％削減（2013年度比）及び2050年

のカーボンニュートラル達成を目指す。 

2024年度の排出量2.58万t/CO2を基準

とした場合，図表－25.7のとおり，

2030年度までにあと1.02万 t/CO2の

40％の削減が必要となる。 

図表－25.6  2030（R12）年度及び2050（R32）年度までのCO2排出量削減目標 

図表－25.7  2024（R6）年度を基準とした場合の2030（R12）年度までのCO2排出量削減目標 

※2030（R12）年度の北陸電力のCO2排出係数は，「北陸電力グループ 

 統合報告書2021」の2030年に向けた方向性の数値目標。 

省エネルギー定期報告書より引用 

※2030（R12）年度の北陸電力のCO2排出係数は，「北陸電力グループ 

 統合報告書2021」の2030年に向けた方向性の数値目標。 

省エネルギー定期報告書より引用 
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（２）カーボンニュートラル達成に向け

た中長期的なCO2排出量削減計画 

①本学の2030年度削減目標及び2050年

度カーボンニュートラル達成に向けた

具体的な削減方法として，経年等の施

設実態や財源を踏まえ，以下の取組を

推進し，中長期的なCO2削減計画のも

と，目標達成を図る。 

【創エネ】 

・創エネ技術（CREATE） 

❑太陽光発電システムの導入 

【省エネ】 

・アクティブ技術（ACTIVE） 

❑照明設備をＬＥＤ照明へ 

❑空調設備を高効率機器へ 

・パッシブ技術（PASSIVE） 

❑ 外皮断熱（高性能断熱材，高性能

断熱・遮断窓）の向上 

❑昼光利用 

❑自然換気 

②図表－25.8は，2030年度削減目標に

向けたCO2排出量削減計画の試算と

なっている。 

上記①の削減方法のうち，省エネの

アクティブ技術（ＬＥＤ化，高効率空調

化）や建物改修計画とおりに本学が取組

んだ場合，(Ａ)に示すとおり，2025年

度に報告した2024年度省エネルギー定

期報告書の基準である北陸電力のCO2

排出係数を基準とすると，2.29万t-CO2

と約9％の削減が見込まれるが，目標値

に達することができない。 

また，2030年度の削減目標（1.56万t-

CO2）に対し，(Ｂ)に示す，「北陸電

力グループ統合報告書2021」の2030年

に向けた方向性である数値目標のCO2

排出係数に置き換えたとしても，1.71万

t-CO2と約25％の削減にとどまり，目標

値に達成することができない。 

そのため，目標達成に向けてCO2を

排出しない電気・都市ガスを購入するこ

とも検討のひとつとして考える。 

近年，各設備機器メーカーでは，政

府が掲げるカーボンニュートラル実現へ

の目標によって，脱炭素社会に貢献した

高効率機器の開発等が進められており，

幅広いラインナップが登場している。 

今後，技術革新等による更なる高効

率機器や新たな空調・照明制御方式を導

入し，本学として大幅なCO2排出量の

削減を目指し，脱炭素社会へ貢献してい

く。 

図表－25.8  2030（R12）年度までのCO2排出量削減計画 

※2030（R12）年度の北陸電力のCO2排出係数は，「北陸電力 

 グループ統合報告書2021」の2030年に向けた方向性の数値目標。 
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■…本学では導入不可のため，検討しない。 

（３）ZEB化改修の推進 

「２．今後の取組」を踏まえ，空調・

照明・換気設備の「省エネ」や再生可能

エネルギーを用いた「創エネ」を取り入

れ，ZEB化改修を推進していく。 

今後の大規模建物改修等では，ZEB化

に向けた具体的な取組として，建物仕様

や使用用途の条件が異なることから，図

表－25.9に示す整備手法を用いて，

40％以上の省エネルギー達成を整備目

標とする。 

また，建物の条件によっては，ZEB 

Ready（50％削減）以上の実現を目指

す。 

2021年度は，五福キャンパス共同利用

棟（586㎡）においてZEB Ready（50％

削減）以上を目標とした設計業務を実

施，2022年度に改修を実施する。 

なお，ZEB化推進に向けて活用してい

く財源区分を図表－25.9に示す。 

・「省エネ」カテゴリーの各削減量及び整備内容の項目は，一般社団法人イニシアチブ

「これからの環境建築の方向性 ZEB設計ガイドライン」を参考とした。 

・以下の空調，照明，換気の各エネルギー削減率は，ガイドラインによるZEB Ready実現

に向けたケーススタディ結果であるため，本学の建物仕様，使用用途によって削減効果

は変動する。 

図表－25.9  ZEB化推進に向けた整備内容及び活用していく財源 

100％ ・高性能断熱材 ○ ○

・高断熱窓 ○ ○

・日射遮蔽 ○

・高効率熱源 ○

・中温冷水利用 ○

・高効率空調機 ○ ○ ○

・変風量制御 ○

75％ ・全熱交換器 ○ ○ ○

・高効率照明(LED) ○ ○ ○

・在室検知、

　明るさ検知制御
○ ○ ○

・高効率ファン ○ ○ ○

・高効率電動機 ○ ○ ○

50％ ・インバータ ○ ○ ○

・太陽光発電 ○ ○ ○

・バイオマス発電

25％
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・水力発電

・地熱発電

0％

・新エネルギー 今後の技術革新による
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キャンパス空間の個性や大学らしさを醸し出す普遍性の高い要素がある建物，建造物を整

理し，豊かなキャンパス空間の有用資源としてブランド力や魅力の向上に活用していく。 

point 

26      キャンパス資源の活用計画 

魅力ある景観 各キャンパス 

黒田講堂 

 ■魅力ある景観の活用 
 既存の景観（原風景）を活用し， 
新たな整備では既存空間との一体感を
感じる計画とする。  

ゆりの木通り 

1.基本的考え方   

正面からみる高岡キャンパス 

 ■歴史の継承と活用 
 寄附者による記念碑や開学時からの継承
される石碑等が数多く設置されている。保
存を最優先とし，移転も可能とする。 

キャンパスの緑地帯 

●キャンパスのランドマーク 
 黒田講堂（五福） 

黒田善太郎氏並びにコクヨ株式会社の
寄附により，平成元年に改築された。 

本学構成員や市民も使用でき，地域に
開かれた親しみのあるシンボリックな建
物である。 

●メインストリートのゆりの木並木（五福） 
   （一名：チューリップツリー） 

1960年（昭和35年）頃から段階的に植樹
された。65年経過をした今も本学の顔とな
るストリートである。 

近年，経年により衰弱してきたゆりの木
の活性化プロジェクトを実施している。 

●学生を呼び込むメインストリート（杉谷） 
傾斜地を利用した，大時計・大階段が  

印象的で，周囲には学生食堂，図書館，講
議実習棟が配置された学生生活の中心とな
るメインストリートである。 

●印象的なファサード（高岡） 
二上山をバックに建つ高岡キャンパス

は，ツママホールや図書館を主軸とした
ファサードが「地域に開かれた大学」とし
て印象付け，キャンパスの景観を豊かにし
ている。 

●五福キャンパスの桜並木 
 構内にはソメイヨシノをはじめ，カンザン，ヤマザクラ，ショウゲツ，オオシマザクラ，ベニ
シダレなどが植えられており，毎年４月の授業開始時期には西側一帯のほか，各所に植栽された
桜が満開となる。  

工学部エリア桜並木 西側一帯桜並木 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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記念モニュメント 

黒田講堂記念碑 南日校長像 工学部統合移転記念碑 

歴史の継承と活用  各キャンパス 

 ■記念モニュメント【堯】 

  旧高岡短期大学10周年を機に，「常に新 

 しく創られ，追求され，開かれた」大学の 

 理想像を表したものとして設けられた。 

噴水モニュメント 

創設記念碑 

 ■噴水モニュメント【玄黄】 

 （財）高岡短期大学協力会の寄附に

より，1991年（平成3年）に「21世

紀を托す若人の未来に飛翔する姿」

を表したものとして設けられた。 

（須賀松園（3代目）作） 

 ■創設記念碑 

旧富山医科薬科大学創設時に,

当時の文部大臣永井道雄氏の筆

で,建学理念「里仁為美」の文字

が記されている記念碑を設けた。 

 ■薬学部記念碑 

 ・旧県立薬学専門学校門柱 

 1929年（昭和4年）に，母学の官立移管に尽力

された稲垣正宗氏の筆による旧官立富山薬学専門

学校校門碑 

 ・中新川郡素封家の岩城七次氏から譲渡された松樹 

   昭和6，7年度の卒業生が卒業記念として寄附 

し，当時の高橋隆造校長が「忠孝」の二文字を刻

まれた大鳶岩である。 

薬学部記念碑 

■黒田講堂記念碑 

黒田善太郎氏並びにコ

クヨ株式会社の寄附によ

り，2008年（平成20年）

に改築後20周年を機に記

念碑を設けた。 

■南日校長像 

旧制富山高等学校より

富山大学五福キャンパス

に移設された南日校長

像。1962年（昭和37年）

に再制作された。 

■工学部統合移転記念碑 

富山大学工学部同窓会

の 寄 附 によ り，1986 年

（昭和61年）に銅像「雄

気」（日本芸術院会員，

昼間弘 作）を建立した。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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2.活用計画 

 ・魅力ある景観計画 

 キャンパスモールやメディカルプラザ，ポケットパーク等を設け，これらキャンパス資

源を活用し，人が集い・語らう場とし，魅力ある外部空間へと再生していく。 

 ・歴史の継承と活用計画 

開学時からの継承される石碑や寄附者による記念碑や等が数多く設置されている。今後

も保存を最優先とし，移転も検討する。 

付図  各キャンパス配置図 

五福キャンパス 

黒田講堂記念碑 

南日校長像 

工学部統合移転記念碑 

噴水モニュメント 

記念モニュメント 

高岡キャンパス 

杉谷キャンパス 

創設記念碑 

薬学部記念碑 

ゆりの木通り 

黒田講堂 

凡例 

キャンパスの緑地帯 

凡例 

正面からみる高岡キャンパス 

凡例 

桜並木 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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１．基幹設備の更新計画について 

維持管理計画及び更新計画を策定し，

適切な状態を保つとともに，計画的に更

新を行う。 

２．計量システムの導入 

光熱水の使用抑制や受益者負担等を進

めるため，計量システムの導入を計画的

に進める。 

３．その他 

災害対策の推進及び地球環境問題に配

慮した計画とする。 

１．基幹設備の更新計画について 

文部科学省の報告によると，基幹設備

の耐用年数は概ね15年とされているが，

国立大学法人では，大きく耐用年数を超

えて使用され，設置後25年を経過すると

故障率が高いとされている。 

一般に，基幹設備の機器を構成してい

る部品の供給は，概ね耐用年数までと

なっており，長期間使用を前提として

も，修理部品がなくなり，交換を余儀な

くされている。 

また，空調機器は，メーカーが想定し

た使用時間を超えると，機器性能を保証

しないため，この時点で費用対効果を考

慮に入れて更新を行うなどの改善が必要

となる。 

このような状況を総合的に勘案し，維

持管理計画及び更新計画を策定し，適切

な状態を保つとともに，事故が発生する

前に計画的に更新を行う。 

なお，本学の基幹設備のうち法定耐用

年数を超過しているのは64.0％であり，

全国立大学統計比率59.3％より高い。 

本学では法定耐用年数を超過している

設備のうち，特に「中央監視制御設備(法

定対応年数は５年)」「自家発電設備」

「高圧受電設備」「受水槽」が全国立大

学統計比率を上回っており早急な老朽改

善が必要である。 

また，住環境への影響が大きい空調機

も48.1％が法定耐用年数を超過しており

早急な老朽改善が必要である。 

図表－27.1  基幹設備の経年状況 

point 

27 基幹設備（ライフライン）計画 

☆：統計結果 

（全国大学統計比率の耐用年数超過比率） 
※基幹整備の耐用年数は概ね15年とされている。  
ただし中央監視制御設備は5年。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ボイラ設備

冷凍機設備

中央監視制御設備

自家発電設備

特別高圧受変電設備

高圧受電設備

空調機

受水槽

エレベーター

5年未満 5年～10年未満 10年～15年未満 15年～20年未満

20年～25年未満 25年～30年未満 30年以上

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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２．空調システムの変更 

各キャンパスとも，中央熱源方式を

採っている機器や配管に，設置後の経年

による老朽化がみられる。また，冷房化

に際し，個別に空調機器を設置してきた

ため，中央熱源を必要としない諸室が増

えてきており，非効率なエネルギー供給

となっている。 

高岡キャンパスは2020年度，五福キャ

ンパス（工学部・都市デザイン学部エリ

ア）は2021年度に中央熱源を廃止し，個

別空調に切り替えた。 

今後は，杉谷キャンパスの附属病院部

分を除き，中央熱源方式は廃止して個別

化に切り替えることとし，「富山大学省

エネルギー中長期計画書」に基づき，大

規模な改修工事や学内経費により計画的

に更新していく。 

 

３．計量システムの導入 

省エネルギー等のエネルギーマネジメ

ントや受益者負担等を進めるため，計量

システムの導入を計画的に進める。 

 

４．災害対策の推進 

「24 災害と安全性を考慮したキャン

パス計画」による。 

 

５．地球環境問題に対する配慮 

「25 環境，サスティナビリティ計

画」による。 

五福キャンパス 

耐震未改修の共同溝内の様子 

杉谷キャンパス 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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１．計画的整備充実 

施設使用におけるニーズの変化や満

足度の把握に努め，定期的に点検・診

断を行い，その結果等を踏まえた中長

期改善計画を策定し，計画に基づいて

日常的な修繕や大規模な改修等の老朽

化対策を実施していくという施設マネ

ジメントによる「メンテナンスサイク

ル」の構築を推進する。 
 
２．総合管理計画及び個別施設計画策定

による施設の長寿命化と予算の平準化 

施設のメンテナンスサイクルを着実

に運用していくためには，これまでの改

築中心から長寿命化への転換と同時に，

事後保全から予防保全への転換により，

長期的な維持管理等に係るトータルコス

トの縮減を図るとともに，改善計画の策

定を通じ，施設の長寿命化と予算の平準

化に努めることが必要である。 

また，その際，利用実態等の実情や

今後の需要等ニーズの変化を踏まえ，既

存施設の効果的，効率的なストック管理

をより総合的に行うことに留意するなど

から，施設の総合管理計画及び個別施設

計画を策定した。今後，計画的に整備充

実していくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表－28.1 老朽化対策推進イメージ 

現下の厳しい財政状況の下，老朽化した未改修施設（約１４８千㎡）全てを従来の改築の手

法で対応していくことは困難であることから，下記方針と方策に基づいた老朽化対策（施設長

寿命化計画）を策定した。 

 

・URE戦略の下，施設マネジメントを徹底 
・改築（事後保全）から長寿命化（予防保全）へ転換 
・維持修繕に係る経費（トータルコスト）の縮減と予算の平準化 
・メンテナンスサイクルの構築 
・クオリティ・スペース・コストの最適化 

point 

28 施設長寿命化計画 

施設マネジメントによる 

メンテナンスサイクル 

 メンテナンス 

サイクル 

ニーズの変化 

満足度把握 

点検･診断 

の実施 

改善計画の 

策定 

老朽化対策 

の実施 

施設等の健全運用

◇長期的視点に立った老朽化対策の推進

◇適切な維持管理・修繕の実施

◇トータルコストの縮減と予算の平準化

◇計画の不断の見直しと充実（PDCA好循環）

◇多様な財源（各種補助金・PPP/PFI）の活用

◇将来のキャンパスの姿を見据えた創造的

再生(リノベーション)の検討

◇執行部・構成員との情報および現状認識

の共有

キャンパスづくり 施設の長寿命化
（ライフラインを含む）

◇計画的な点検･診断

◇修繕・更新の履歴の集積・蓄積

◇施設等の安全・安心の確保と機能強化の

活性化（長寿命化）改修

◇強靱化（耐震化・防災化・減災化）の推進
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図表－28.2 富山大学施設長寿命化計画（総合管理計画）概要 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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３．施設の現状と課題，老朽化対策の必要性  
（１）施設の老朽化の状況  

本学では耐震化が必要な主要施設の機

能改善改修は完了したものの，未だに未

改修施設が全体の約４割を占めており，

老朽化の進行に歯止めがかかったとはい

えない状況である。今後は，新耐震基準

が施行された1981（S56）年以降に建設

された工学部，芸術文化学部等の未改修

施設の長寿命化改修（施設再生型リノ

ベーション）をいかにして行うかが課題

である。（図表ー28.3） 

  また，主要な基幹設備（ライフライ

ン）については，法定耐用年数を超える

ものの割合が高く，今後，老朽化が原因

で電気設備やガス設備，給排水設備等の

故障や事故が増加し，教育研究診療活動

の中断や学生等の怪我などが頻発するこ

とが危惧される（図表ー27.1参照）。 

 特に，構内の道路等の下に直に埋設

された普段目にすることのない水道管や

ガス管及び下水道管並びに電気や電話の

ケーブル等については，共同溝にあるも

のに比べ老朽化の状況把握が困難なもの

が数多くあるため，それらについては，

今後，適時に老朽化の状況把握に努める

とともに適切な維持管理を行う必要があ

る。 

 本学では，法定耐用年数を超過してい

る未改善設備のうち，特に「特別高圧受

変電設備」と「排水処理設備」が全国立

大学統計比率を大幅に上回っていること

から，これら未改善設備の早急な老朽改

善（ライフライン再生）が課題である。 

図表－28.3 富山大学施設の経年別保有面積とそのグラフ（2025（R7）年5月1日現在） 

（２）維持管理の現状と課題，老朽化対       

策の必要性   

 基幹設備（ライフライン）を含む本学

施設の長寿命化を着実に進めていくため

には，施設を定期的に点検・診断し，老

朽化の状況を的確に把握することが必要

であるが，十分に行われていないのが実

情である。今後は，老朽改善を目的に，

こうした「未改修施設と未改善設備」を

いかにして解消して行くかが本学施設の

整備充実上の最重要課題である。 

 

 

 

４．施設の長寿命化への取組  
（１）予防（計画）保全型の維持管理の実施 

 点検により構造体力の低下度合や劣

化，損傷等の老朽化状況を的確に把握し

た上で，優先順位付けや予算の平準化，

トータルコストの縮減等を加味した計画

を策定し，この計画に基づき効果的・効

率的に長寿命化を図ることにより，施設

の良好な状態（クオリティ・スペース・

コストが最適な状態）の維持やより高い

安全性と信頼性の確保に努めていく，

「予防保全」による整備充実手法に移行

する。（図表ー28.4） 

富山大学施設の経年別保有面積とそのグラフ（2025（R7）年5月1日現在） 

0㎡

20,000㎡

40,000㎡

60,000㎡

80,000㎡

100,000㎡

120,000㎡
経年別保有面積

改修済 一部改修済 未改修

新耐震基準1981年以降旧耐震基準

：【改修済み】外部，内部のすべてが改修済み 

：【一部改修】外部，内部のいずれかが未改修 

：【未改修】改修履歴がない  

要改修面積：経年30年以上，未改修または一部改修済 
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図表－28.4 改築中心から長寿命化（予防保全型）への転換イメージ 

転 換 

※20年ごとを25年ごとに改修を行うものとすると改築するまでの期間が100年間となり得る。 

※20年ごとを25年ごとに改修を行うものとすると改築するまでの期間が50年間となり得る。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－28.5 富山大学の長寿命化計画ロードマップ 

（２）メンテナンスサイクルの円滑な実施 

に向けた環境整備  

施設の長寿命化のための取組を円滑に

進めることができるよう，必要な点検・

診断，各個別行動計画・各個別施設計画

等の策定，修繕・改修等の各プロセスで

活用できる指針・マニュアル・施設の総

合管理システムを整備充実させ，施設マ

ネジメントによるメンテナンスサイクル

を着実に実施する。（図表ー28.5） 

（３）施設の総合管理によるクオリティ・ 

スペース・コストの最適化 

点検・診断及び行動計画・個別施設計

画（改善計画）の策定により，中長期的

な将来の見通しを把握し，施設のクオリ

ティ・スペース・コストの最適化を図

り，確実な実施が行えるようコスト及び

工事実施の平準化を行う。 

当初５年間の目標  

施設の健全確保のための仕組み確立  

期間全体の目標  

施設の老朽化に起因する重大事故ゼロを継続 

一期 
2015(H27).4.1～2021(R3).3.31 

第二期 
2021(R3).4.1～2026(R8).3.31 

第三期 
2026(R8).4.1～2031(R13).3.31 

   施設の健全性確保のための仕組み作り（点検基準等の整備，点検結果の収集・蓄積・活用の仕組み検討等） 

施設類ごとに個別施設計画を策定 

個別施設計画を推進（計画に基づき施設を維持管理し，長寿命化を推進） 

長寿命化計画（総合管理計画）2016(H28)年3月 

▼ ▼ 

長寿命化計画（個別施設計画）2017(H29)年3月 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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Ⅴ．キャンパスの現状と課題 

29  キャンパスの基礎データ P91  

30  点検・評価 P100  

31  「キャンパスマスタープラン2020」の検証 P111 
 

32   第２次・第３次・第４及び第５次国立大学等 

  施設整備5か年計画における整備建物等 
P129  

33  キャンパス整備の課題 P142  

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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五福,

232,175 ㎡,

27％

杉谷,

381,600 ㎡,

45％

高岡,

99,847 ㎡,

12％

五艘,39,333 ㎡,5％

寺町,50,178 ㎡,6％

立山,652 ㎡,1％未満

西田地方,11,166 ㎡,1％

五福宿舎,7,112 ㎡,1％

南太閤山宿舎,14,333 ㎡,2％

西田地方宿舎A,3,353 ㎡,1％未満

西田地方宿舎B,4,763 ㎡,1％

29 キャンパスの基礎データ 

❑ 本学は，844,512㎡（国立大学では38番目）の土地を保有している。 

❑ 五福キャンパス，杉谷キャンパス及び高岡キャンパスで全体の85％を占めている。 

❑ 敷地利用区分では，校舎敷地が全体の約５割，運動場敷地は14％となっている。 

❑ 杉谷キャンパスにおいて，その他用地としている敷地（11万㎡弱）は埋蔵文化財包蔵地及び

崖地であり，建物敷地や整備予定地にはなじまないため，特徴を生かした利用方法を検討す

る必要がある。 

図表－29.1  キャンパス等の土地面積と割合 

図表－29.2  敷地利用区分状況と割合 

point 

校舎用地, 

439,793 ㎡,

52％

附属病院敷地, 

63,570 ㎡, 8％

附置研究所敷地, 

1,350 ㎡, 1％未満

屋外運動場敷地, 

120,697 ㎡, 14％

寄宿舎敷地, 

17,800 ㎡, 2％

実験実習地, 

56,318 ㎡, 7％

職員宿舎他, 

29,561 ㎡, 3％ その他, 

115,423 ㎡

14％

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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校舎用地 校舎，屋内運動場，講堂等の建物敷地及びその周辺の敷地 

附属病院敷地 附属病院の建物敷地及びその周辺の敷地 

附属研究所敷地 附属研究所及び共同利用機関等の建物敷地及びその周辺の敷地 

屋外運動場敷地 
屋外運動場及びその周辺の敷地。また，屋外運動用固定施設及び附属施設

の敷地も含む。 

寄宿舎敷地 寄宿舎の建物敷地及びその周辺の敷地 

実験実習地 実験実習地及びその周辺の敷地。また，実験実習地の建物敷地も含む。 

職員宿舎地 職員宿舎その周辺の敷地 

その他 上記以外の敷地（湿地・崖地等） 

図表－29.3 キャンパス等の敷地用途区分別状況 

図表－29.4 敷地用途区分 

校舎用地, 184,689㎡

校舎用地, 153,614㎡

校舎用地, 75,687㎡

校舎用地, 23,840㎡

附属病院敷地, 63,570㎡
附属研究所敷地, 1,350㎡

屋外運動場敷地, 46,767㎡

屋外運動場敷地, 34,645㎡

屋外運動場敷地, 24,160㎡

屋外運動場敷地, 15,125㎡

寄宿舎敷地, 830㎡

寄宿舎敷地, 16,970㎡

実験実習地, 12,887㎡

実験実習地, 368㎡

実験実習地, 33,208㎡

その他, 719㎡

その他, 114,704㎡

0㎡ 100,000㎡ 200,000㎡ 300,000㎡ 400,000㎡

五福

杉谷

高岡

五艘

寺町
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建物敷地 校舎等敷地内にある建物のための限定された用地 

緑地・広場 

校舎等敷地内で，将来とも建物を建てる予定がなく，ある程度まとまった緑

地・広場で，主要な建物の前庭としての働きをする場所，または正門付近，図

書館等の周辺で静かな環境を維持するための場所，保存緑地及び池等の敷地 

道路 
校舎等敷地内の幅員２m以上の道路及び道路と一体となったロータリーの敷

地。未舗装の敷地も含む。 

駐車場 
校舎等用地で駐車専用に使用している敷地。道路の一部を駐車場として使用し

ている部分も含む。 

屋外実用地 校舎等敷地内の小規模な屋外運動場及び実験実習地 

整備予定地 校舎等敷地で将来，建物敷地，駐車場等に利用予定の敷地 

その他 上記以外の校舎等敷地（湿地・崖地等） 

図表－29.5 キャンパス等の校舎等敷地の利用状況区分 

図表－29.6 校舎等敷地の利用状況区分 

建物敷地, 77,017㎡

建物敷地, 94,086㎡

建物敷地, 15,921㎡

建物敷地, 7,405㎡

緑地・広場, 36,381㎡

緑地・広場, 17,255㎡

緑地・広場, 28,967㎡

緑地・広場, 1,478㎡

道路, 32,740㎡

道路, 37,100㎡

道路, 16,258㎡

道路, 2,465㎡

駐車場, 6,688㎡

駐車場, 64,163㎡

駐車場, 6,255㎡

屋外実用地, 1,223㎡

屋外実用地, 1,450㎡

屋外実用地, 1,810㎡

整備予定地, 30,640㎡

整備予定地, 3,060㎡

整備予定地, 6,476㎡

整備予定地, 12,492㎡

その他, 1,420㎡

0㎡ 50,000㎡ 100,000㎡ 150,000㎡ 200,000㎡ 250,000㎡

五福

杉谷

高岡

五艘
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キャンパス及び団地 五福 杉谷 高岡 五艘 寺町 

敷地面積（㎡）  232,175 381,600 99,847 39,333 50,178 

建物面積（㎡） 147,112 167,600 22,043 15,814 9,063 

標高（m）  10.0 56.1 4.1 10.0 15.0 

敷地の高低差（m）  1 12 0.6 2 30 

建ぺい率 / 規定値 （％） 24 / 60 14 / － 12 / 60 21 / 60 7 / 60 

容積率 / 規定値（％）  63 / 200 44 / － 22/ 200 40/ 200 18 / 200 

※建ぺい率及び容積率の規定値は，建築基準法第52条，同53条の規定によるもの 

図表－5.7 キャンパス等の敷地状況 

図表－29.8 キャンパス等の敷地概要 

図表－29.7 キャンパス等の敷地状況 

寺 町 

敷 地 面 積 50,178㎡ 

建物延べ面積 9,063㎡ 

五 福 

敷 地 面 積 232,175㎡ 

建物延べ面積 147,112㎡ 

高 岡 

敷 地 面 積 99,847㎡ 

建物延べ面積 22,043㎡ 

杉 谷 

敷 地 面 積 381,600㎡ 

建物延べ面積 167,600㎡ 

五 艘 

敷 地 面 積 39,333㎡ 

建物延べ面積 15,814㎡ 
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キャンパス及び団地 
西田 

地方 
立山 五福 

南太 

閤山 
西田地方

A 

西田地方

B 

敷地面積（㎡）  11,166 652 7,112 14,333 3,353 4,763 

建物面積（㎡） 378 95 4,056 8,874 2,168 3,244 

標高（m）  11.2 2,831 7.5 20 11.2 11.2 

敷地の高低差（m）  2 0 1 3 1 1 

建ぺい率 / 規定値 （％） 3 / 60 15 / 70 18 / 60 18 / 60 16 / 60 12 / 60 

容積率 / 規定値（％）  3 / 200 15/400 57/200 62/200 65/200 68/200 

※建ぺい率及び容積率の規定値は，建築基準法第52条，同53条の規定によるもの 

図表－29.9 実験実習地と職員宿舎の敷地状況 

図表－29.10 実験実習地団地と職員宿舎の敷地概要 

西田地方Ｂ宿舎  

敷地面積 4,763㎡ 

建物延べ面積 3,244㎡ 

立山  

敷地面積 652㎡ 

建物延べ面積 95㎡ 

西田地方 

敷地面積 11,166㎡ 

建物延べ面積 378㎡ 

五福宿舎 

敷地面積 7,112㎡ 

建物延べ面積 4,056㎡ 

南太閤山宿舎 

敷地面積 14,333㎡ 

建物延べ面積 8,874㎡ 

西田地方Ａ宿舎 

敷地面積 3,353㎡ 

建物延べ面積 2,168㎡ 
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図表－29.11 五福宿舎団地2030 建設後50年を超える建物  

図表－29.12 南太閤山宿舎団地2030 建設後50年を超える建物  

経年50年を超える建物 

経年50年を超える建物 
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図表－29.13 キャンパス等の概要   1/2 

キャンパス 五福 杉谷 高岡 

キャンパスの取得経緯 

1949年に法令改正

により富山師範学

校より富山大学に

所管替えされた。工

学 部 の 敷 地 は

1971 年から購入

し，現在のキャンパ

スが概成したのは

1991年となってい

る。 

1975 年富山県土

地開発公社が用地

買収し，1981 年度

から 1985年度の 5

か年度にわたり富

山県より購入した。 

1985年より富山県

と土地貸借契約を

締結し，校舎等の

建 設 を 着 工し，

1987年に富山県よ

り購入した。 

利用人数 

（常時・

人）  

学生，児童，生徒等 約6,250 約1,900 約460 

教員 430 約350 約40 

職員 約260 約680 約20 

給水  

方式 市水，井水 市水 市水・工業用水 

引き込み管径， 

箇所数 

50mmφ:1 

100mmφ:2 

150mmφ:1 

200mmφ:1 
40mmφ:1 

100mmφ:1 

ガス  

方式 都市ガス,ボンベガス 都市ガス ボンベガス 

引き込み管径， 

箇所数 

150mmφ:2 

200mmφ:2 
200mmφ:1 － 

種別 高圧電力B 
特別高圧電力 

予備電力 
業務用電力 

契約電力    

電力 3,650kW 6,200kW 421kW 

自家発電装置  
150KVA1台 

非常用 

3,000KVA2台 

非常用 
－ 

電話交換

機 
機種と回線数 PBX※:1,456 PBX:1,840 PBX:288 

排水  
方式 分流 分流 分流 

処理方式 公共下水道 公共下水道 公共下水道 

特定事業場 ※ 該当 該当 該当 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            98 

図表－29.14 キャンパス等の概要   2/2 

団地 五艘 寺町 西田地方 

キャンパスの取得経緯 

1951年に富山県よ

り寄附され，数度

の土地購入を経て

1987年に概成して

いる。 

1965年から1966

年にかけて富山市

との交換により概

成している。 

1952 年に富山

県，翌年 1953 年

には富山大学設

置期成同盟会か

ら寄附され，

1979 年に概成し

ている。 

利用人数 

（常時・

人）  

学生，児童，生徒等 1,120 約360 0 

教員 約90 0 0 

職員 4 0 1 

給水  

方式 市水 市水 市水 

引き込み管径， 

箇所数 

25mmφ:1 

40mmφ:1 

50mmφ:2 

80mmφ:1 

25mmφ:1 

40mmφ:1 

50mmφ:1 

50mmφ:1 

ガス  

方式 
都市ガス， 

ボンベガス 
ボンベガス 都市ガス 

引き込み管径， 

箇所数 

25mmφ:1 

80mmφ:2 

100ｍｍφ:1 

－ 50mmφ:1 

種別 業務用電力 
業務用季節別時間

帯別電力 
低圧電力従 

契約電力    

電力 331kW 149kW 3kW 

自家発電装置  
38KVA1台 

消火栓用 
－ － 

電話交換

機 
機種と回線数 PBX※:120 － － 

排水  
方式 分流 分流 分流 

処理方式 公共下水道 公共下水道 公共下水道 

特定事業場※  － － － 

※PBX（Private Branch Exchange）：内線電話同士の接続や公衆電話網への接続を行う

ために使用される機器 
※特定事業場:水質汚濁防止法（昭和45年法律第138号）に規定する特定施設等を設置する

事業場をいう。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            99 

 五福            

杉谷 
6.2 

15 
杉谷           

高岡 
22.0 

37 

22.3 

41 
高岡          

五艘 
0.7 

2 

6.6 

16 

20.7 

38 
五艘         

西田

地方 

3.4 

10 

6.9 

19 

23.4 

46 

3.8 

14 

西田

地方 
       

立山 
65 

230 

66 

231 

85 

241 

66 

232 

62 

220 
立山       

寺町 
2.4 

7 

4.8 

16 

22.7 

43 

2.9 

9 

5.9 

18 

68 

237 
寺町      

五福

宿舎 

0.8 

（10

） 

6.7 

19 

22.1 

38 

1.6 

6 

3.4 

12 

64 

230 

2.9 

11 

五福

宿舎 
    

南太

閤山

宿舎 

9.7 

25 

6.6 

20 

16.0 

30 

10.2 

28 

16.7 

31 

62 

251 

8.3 

24 

10.3 

27 

南太

閤山

宿舎 

   

西田

地方

宿舎 

3.3 

10 

7.0 

19 

23.3 

46 

3.7 

14 

0.1 

（1

） 

62 

220 

5.8 

18 

3.3 

12 

16.8 

31 

西田

地方

宿舎 

  

JR富

山駅 

3.1 

11 

8.4 

25 

25.1 

48 

1.8 

8 

2.4 

7 

66 

231 

4.7 

17 

2.8 

11 

12.8 

36 

2.3 

7 

JR富

山駅 
 

富山

空港 

8.4 

20 

11.5 

26 

33.6 

46 

9.0 

22 

5.8 

17 

62 

220 

10.1 

24 

7.7 

19 

16.4 

29 

5.9 

17 

33.4 

49 

富山

空港 

高岡 

五福 

杉谷 

上段：距離km 

下段：車を利用しての所要時間min，（ ）内は歩行のみによる所要時間min 

図表－29.15 キャンパス間等の距離と所要時間 
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30 点検・評価 

令和6年度実施大学機関別認証評価評価報告書〔2025年（令和7） 年3月〕 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 より 

 

領域４ 施設及び設備並びに学生支援に関する基準 

 

４－１ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用されてい

ること。 

４－２ 学生に対して、生活や進路、課外活動、経済面での援助等に関する相談・助言、支援

が行われていること。 

 

【評価結果】 

基準４－1及び基準４－２を満たしている。 

A.大学機関別認証評価 

point 

【評価結果】基準４－１を満たしている。 

 

【評価結果の根拠・理由】 

五福キャンパス（富山市五福）、杉谷キャン

パス（同市杉谷）、高岡キャンパス（高岡市二

上町）の３キャンパスを有し、その校地面積は

計623,443㎡、校舎等の施設面積は計287,752㎡

であり、大学設置基準に定められた必要校地・

校舎面積以上が確保されている。  

また、各キャンパス等での教育の実施状況に

ついては、別紙様式４－１－１のとおりであ

り、同一学年でキャンパス間の移動が生じない

ようにするなど、キャンパス間の移動を必要最

低限に抑える配慮を行っている。  

法令が定める附属施設については、別紙様式

４－１－２のとおり、教育学部附属幼稚園、教

育学部附属小学校、教育学部附属中学校、教育

学部附属特別支援学校、附属病院、薬学部附属

薬用植物園、工学部附属創造工学センター、機

械工場を設置している。  

別紙様式４－１－３のとおり、施設・設備に

おける安全性について、配慮している。五福

キャンパス、杉谷キャンパス及び高岡キャンパ

スの耐震化率は100％である。バリアフリー化

については、身体障害者用駐車場の確保、出入

口の自動ドア化、車いす対応エレベーターの設

置等を実施し、大学ウェブサイトでアクセシビ

リティ・マップ（バリアフリーマップ）を公開

するなど、配慮している。安全防犯面について

は、防犯カメラ・外灯の設置、ＩＣカードによ

る時間外の入退館、ＡＥＤ（自動体外式除細動

器）の設置等、配慮している。  

ＩＣＴ環境については、学内ネットワーク等

を整備し、活用している。  

附属図書館については、五福キャンパス、杉

谷キャンパス、高岡キャンパス内に設置してお

り、延面積13,855㎡、閲覧座席数は1,499席であ

る。原則として８時45分から22時まで開館して

いる。令和６年５月１日現在の蔵書数は、図書

1,324,268冊、学術雑誌22,873種、電子ジャーナ

ル39,816種である。  

自主的学習環境については、別紙様式４－

１－６のとおり、学生会館ラウンジ、人文学部

棟大学院生研究室及び情報処理実習室等が整備

され、利用されている。 

  

 

【評価結果】基準４－２を満たしている。 

 

【評価結果の根拠・理由】 

学生の生活、健康、就職等進路に関する相

談・助言体制として、学生支援センター学生相

談室、保健管理センター等を設置し、別紙様式

４－２－１のとおり対応している。各種ハラス

メントに関しては、ハラスメント等の防止等に

関する規則等に基づき、相談員が相談窓口とな

り、ハラスメント等防止委員会と連携し、ハラ

スメント等に関する相談に対応している。 
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166団体が課外活動を行っており、そのた

めの施設として、別紙様式４－２－２のとお

り、運動場、体育館、テニスコート等を整備

し、運営資金の支援、備品貸与等を行ってい

る。  

留学生への生活支援等は、国際機構、学務

部国際課を設置し、国際サポーター、チュー

ターを配置するなど、別紙様式４－２－３の

とおり体制を整備している。  

障害のある学生への生活支援等は、障害を

理由とする差別の解消の推進に関する法律

に基づき要領等を定め、別紙様式４－２－４

のとおり、身体障害と発達障害、精神障害の

ある学生の修学支援、障害のある学生からの

相談対応、発達障害のある学生の社会参入支

援等を行っている。  

学生に対する経済面での援助は、別紙様式

４－２－５のとおり、大学独自の奨学金制

度、入学料の免除、授業料の免除等を行って

いる。  
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1.2025年における建設後50年を超えた建物の保有面積とキャンパスに占める割合 

❑五福キャンパス：46,871㎡，約32％ 

❑五艘団地：8,904㎡，約56％ 

❑杉谷キャンパス，高岡キャンパス：なし 

 

2.2040年における建設後50年を超える建物の保有面積とキャンパスに占める割合 

❑五福キャンパス：91,690㎡，約62％ 

❑杉谷キャンパス：106,528㎡，約64％ 

❑高岡キャンパス：16,709㎡，約76％ 

❑五艘団地：14,140㎡，約89％ 

 

3.まとめ 

❑ 2040年において，建設後経年50年を超える建物の保有面積は229,067㎡（65.2％）とな

り，再整備のフェーズに入っていく。 

❑ 五福キャンパスを除いては，整備年度が集中し，急速に再整備のフェーズに移るため，長

寿命化や長期使用を図り，改築する建物が単年度に集中しないように平準化を図る必要が

ある。 

B.老朽化の状況 

point 

図表－30.1 五福キャンパス2025 建設後50年を超えた建物の割合 

 経年50年を超える建物 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－30.3 五福キャンパス 建設後50年を超える建物の割合 

2025年（令和7年）                      2040年（令和22年）                     

図表－30.2 五福キャンパス2040 建設後50年を超える建物の割合 

 経年50年を超える建物 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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 1985（S60）年完成 経年40年 

 1984（S59）年完成 経年41年 

図表－30.4 五福キャンパス工学部エリア2025  完成年別建物経年 

図表－30.5 五福キャンパス工学部2025 完成年別建物面積の割合 

全キャンパスにおける学部別建物保有面積 工学部エリア完成年別建物面積 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－30.7 杉谷キャンパス 建設後50年を超える建物の割合 

2025（R7）年                      2040（R22）年                  

図表－30.6 杉谷キャンパス2040 建設後50年を超える建物の割合 

 経年50年を超える建物 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－30.9 高岡キャンパス芸術文化学部2025 完成年別建物面積の割合 

全キャンパスにおける学部別建物保有面積 芸術文化学部完成年別建物面積 

図表－30.8 高岡キャンパス芸術文化学部2025 完成年別建物経年 

 1986（S61）年完成 経年39年 

 1987（S62）年完成 経年38年 

 1988（S63）年完成 経年37年 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－30.10 五艘団地（附属学校園）2025 建築後50年を超える建物 

図表－30.11 五艘団地（附属学校園）2040 建築後50年を超える建物 

 経年50年を超える建物 

 経年50年を超える建物 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－30.12 五艘団地（附属学校園） 建設後50年を超える建物の割合 

図表－30.13 寺町団地2040 建築後50年を超える建物 

2025（R7）年                      2040（R22）年                     

 経年50年を超える建物 
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老朽化の状況のまとめ 

2025年において建設後経年50年を超えて

い る 建 物 の 保 有 面 積 は 55,775 ㎡

（15.9％），2040 年 で は 229,067 ㎡

（65.2％）となり，再開発のフェーズに

入っていく。 

再開発の手法については，現キャンパス

で再整備するか，他の整備手法による整備

を行うかについて，段階的に検討しておく

必要がある。その際，地域の都市計画等に

も十分配慮し方向性を示すとともに，学内

外に周知を図ることが重要である。 

改築の指標に減価償却の年数を用いる

と，学校用途の建物の耐用年数は47年，病

院用途の建物は39年となっているが，建設

後経年50年を超える建物の保有割合及び面

積の累計の推移を参考に再開発着手年度を

決め，着工年度のおおよそ10年前には再開

発計画案を学内外に提示して，再開発を進

めていく必要がある。 

建設後経年50年を超える建物保有面積

が，各キャンパス等の総保有面積の5割を超

える年度とその割合を検証すると， 

❑ 五福キャンパス： 2035年に約 8万 4

千㎡，57.4％  

❑ 杉谷キャンパス：2030年に約9万1千㎡，

54.8％  
❑ 高岡キャンパス：2036年に約1万5千㎡，

68.4％  
❑ 五艘団地（附属学校園）：2020年に約8

千9百㎡，56.3％  

となっており，五福キャンパスを除いて

は，整備年度が集中していて急速に再開発

のフェーズに移るため，長寿命化や長期使

用を図り，改築が単年度に集中しないよう

に平準化を図る必要がある。 

建設後経年50年を超える建物面積の累計        建設後経年50年を超える建物面積の割合 

図表－30.14 建設後50年を超える建物の割合（全体） 

図表－30.15 各キャンパス等において建設後50年を超える建物の割合が5割を超える年度とその面積の推移 

2025（R7）年                      2040（R22）年                     

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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建物名称 建設年度 
構造・ 

階数 
面積

（㎡） Is値 
CTU・SD

値 
緊急度
ランク 

南太閤山宿舎1号 S54 R4 1,659 0.49 0.49 ④ 

南太閤山宿舎2号 S54 R4 1,624 0.53 0.53 ⑤ 

南太閤山宿舎3号 S55 R5 2,096 0.41 0.41 ③ 

図表－30.16 職員宿舎等 耐震性能が劣る建物 

図表－30.17 職員宿舎等 耐震性能が劣る建物名称と耐震性能の指標等 

C.耐震性能の劣る施設等 

 

❑ 未だ耐震性能の劣る建物（Is値0.7未満）は，3棟，約5,379㎡，保有面積の1.4％にあたる 

❑ 耐震が劣る職員宿舎は，2026年度を目処に順次廃止することとしている。 

❑ 教育・研究施設に関しては，耐震対策は整備完了 

 耐震性能が劣る建物 

point 

南太閤山宿舎 
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31 「キャンパスマスタープラン2020」の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

  [2020ver.Ⅱ.06.基本方針，07.キャンパス整備の目標（五福・杉谷・高岡）] 

        の検証については，「*.部門別計画」の項目について，詳しく記載する。 

図表－31.1 2015.Ⅱ 06.基本方針，07.キャンパス整備の目標（五福・杉谷・高岡）の検証（①～②） 

A.基本方針，B.キャンパス整備の目標（五福・杉谷・高岡） 

（2020ver.Ⅱ.キャンパスの将来像） 

point 

 

❑ キャンパスマスタープラン2020に基づき施設整備を実施している。 

❑ 引続き老朽施設の機能改善，ライフライン更新を推進していくことが重要。 

❑ アクションプラン実施のための財源を継続的に確保していくことが求められる。 

❑ 大学改革等に対応するため，更なる施設の有効活用への取り組みが必要。 

point 

C.施設整備計画 D.施設マネジメントの推進（2020ver.Ⅲ.アクションプラン） 

図表－31.2 施設整備計画の検証 

「キャンパスマスタープン2020」 検証／課題 

施設整備計画については，Near-Termとし

ている2024（R6）年までの計画について，施

設整備費補助事業，施設費交付事業，施設費

貸付事業及び自己財源等の財源別に計画を策

定する。 

キャンパスマスタープラン アクションプラ

ンを毎年策定し，2019（H30・R1）年度には

アクションプラン2019～2023を策定した。 

キャンパスマスタープランに示された財源

別の計画策定を行ったが，整備状況は十分で

はない。 

【課題】 

アクションプラン実施の予算が減少してお

り，計画的に施設整備を行うための多様な財

源を含めた財源の確保が求められる。 

※アクションプラン予算額 

  2021（R3）年度     約1.5億円 

  2022（R4）年度       約1.5億円 

  2023（R5）年度     約0.9億円 

   2024（R6）年度      約1.0億円 

 （参考：2013（H25）年度 約2.8億円） 

point 
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D.施設マネジメントの推進 （2020ver.Ⅲ.アクションプラン） 

図表－31.3 施設マネジメントの推進の検証/課題 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

・施設マネジメントの推進 

施設マネジメントは，法人化以降，特に取組

の推進を求められており，施設整備費補助金の

概算要求においても，大学の取組を評価項目と

して採用している。 

本学においては，学長のリーダーシップの下

「施設マネジメント委員会」を中心に全学体制

で取り組んでおり，実施に当たっては，PDCA

サイクルを強化し，取組を継続的に改善してい

くものとする。 

国立大学法人運営費交付金における「成果を

中心とする実績状況に基づく配分額」の配分指

標「施設マネジメント改革の推進状況」におい

て，2024（R6）年度は 28 大学中 3 位の評価を

得て再配分率 120％となった。 

※施設マネジメントを推進し高い評価を得た

が，引き続き大学改革等に対応するため施設の

有効活用に取組む必要がある。 

【課題】 

長寿命化をさらに推進するためには，施設整

備型から運営計画型への移行が求められる。 

・クオリティマネジメント 

 施設利用者の要望に配慮しつつ，安全と教育

研究等の活動を支援する機能等を確保し，施設

の質の向上を図ることが必要であり，次のよう

な視点がある。 

 ❏教育研究診療活動に必要な施設機能の 

  確保と最適化 

 ❏施設の安全確保と信頼性の向上 

 ❏環境への配慮と美しいキャンパスづくり 

 

2008（H20）年から附属病院再整備事業を開

始し，診療機能の充実と病院アメニティーの改

善を実施中である。 

また，法令に準拠した安全・安心な教育研究

環境の維持のため，杉谷キャンパスの廃水処理

施設を 2024（Ｒ６）年度に改修整備したところ

である。 

【課題】 

「富山大学附属病院公的医療機関 2025 プラ

ン」に向けた特定機能病院である高度医療を提

供する当院の目指す機能・役割に対応するため

に ICU、ECU及びHCUをはじめとする再整備事

業の推進が求められる。 

・スペースマネジメント  

 全学的にスペースを管理し，目的・用途に応

じた施設の需給度合い，利用度等を踏まえて適

切に配分するとともに，不足する場合には新増

築等の施設の確保を行い，有効に活用すること

が必要であり，次のような視点がある。 

 ❏スペース配分の最適化 

 ❏施設の有効活用の徹底 

 ❏費用負担制度の継続と拡充 

令和５年度に施設利用状況調査に基づく立入調

査を五福キャンパス及び杉谷キャンパスで実施

し，令和６年度には実施要項の改定及び実施要

領を策定したうえで，計画表に従い立入調査を

実施した。施設の有効活用に関し，改善が図ら

れない場合には学長から改善勧告を行い，実行

性を向上させた。 

 スペースマネジメントへの取組は，概ね達成

された。 

【課題】 

学部及び大学院の再編等に伴う使用面積の再

配分への取組が求められる。 

「全学共有スペース」の運用・配分方法の仕

組み・プロセスに関する認識の共有。 

point 
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「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

・コストマネジメント 

クオリティ及びスペースの確保・活用に要

する費用を管理し，大学経営の視点から，費

用対効果の向上，資産の維持を図ることが必

要であり，次のような視点がある。 

❏資産活用の効率化・最適化 

❏施設に係るトータルコストの縮減 

❏予算の平準化と財源の確保 

❏負の資産の解消 

2016（H28）年 3 月に「富山大学施設長寿

命化計画（総合管理計画）」を策定し，2017

（H29）年 3 月同計画に基づく「富山大学施設

長寿命化計画（個別施設計画）」を策定し，

施設の健全性確保のための仕組み作りを行っ

ている。 

新たな整備手法として，軽金属材料共同研

究棟は，産学連携推進事業補助金（地域の中

核大学の産学融合拠点の整備）及び地方公共

団体（富山県，高岡市）からの補助金による

整備を行った。 

【課題】 

2017（H29）年 3 月に策定した個別施設計

画を推進する中で財源確保が厳しい状況を踏

まえてトータルコスト低減と平準化への取り

組みが求められる。 

・環境マネジメントの推進 

富山大学環境宣言に基づき，環境理念及び

環境方針の視点から，環境マネジメントを一

層推進していく。 

環境配慮活動年度計画の策定時に考慮すべ

き活動の基本として環境方針に掲げる４つの

事項を１５の活動項目に分類し，さらに３０

の活動事項に展開し，「富山大学環境配慮活

動年度計画」を定めて運用する。 

富山大学環境宣言の環境理念及び環境方針

に則り，「富山大学環境配慮活動年度計画」

を毎年度，作成し，部局に展開し，全学的な

活動として推進している。 

環境安全推進員連絡会，環境内部監査，第

三者意見，環境マネジメント部会及び環境安

全衛生マネジメント委員会等の一連の環境安

全衛生マネジメントシステムを機能させて環

境配慮活動を進めることにより，環境マネジ

メントの全学的な展開と目標が概ね達成でき

た。 

【課題】 

環境配慮活動年度計画において，具体的な

数値目標を掲げ，成果を定量的には発信する

ことが挙げられる。  

point 
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E.省エネルギーの推進 

図表－31.4 省エネルギーの推進の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

PDCA サイクルにより省エネルギーをより

効果的に推進するためエネルギーマネジメン

トの下「省エネ化 ４つの STEP」を提案し，

より強力に推進していくことで、 

・2030 年度までに CO2排出量 46％削減 

 （2013 年度比） 

・2050 年度までにカーボンゼロ達成 

を目指す。 

STEP1「エネルギー使用実態の見える化」に

おいては，建物利用者の省エネ活動の成果が

見えやすい，電気とGHP設置建物のガス使用

量を，建物毎に毎月ホームページに掲載し，

夏季・冬季の空調負荷の大きな期間は，重点

期間として毎週掲載し，省エネ意識の啓蒙を

図っている。 

STEP2「運用改善による省エネ」において

は，空調温度の適正管理，待機・常用電力の

削減等について具体的事項を示し，重点期間

には，室温測定，実施状況の確認を行ってい

る。 

STEP3「設備改善による省エネ」において

は，LED照明への交換を順次進めており，令和

9年上半期までに全ての建物の照明をLED化す

ることを計画している。 

杉谷キャンパスでは附属病院の医療体制及

び医学部等の教育研究体制の充実・高度化を

重点的に推し進めてきたことを背景に，キャ

ンパス内のエネルギー使用量が増加傾向を示

していた。2009（H21）年に附属病院ESCO事

業の実施を決定し，3年間省エネルギー対策の

推進及び光熱水費の削減を図った。杉谷キャ

ンパスでは，2018（H30）年度より運用期間

を12年間としたESCO事業を開始し，2014

(H26)-2015(H27)年度の平均値より，2023(R5)

年度では24％，エネルギー使用量を削減し

た。 

STEP4「改築・改修するなら，省エネ化建築

物へ」においては，高効率省エネ化機器導

入，断熱等の工夫を行っている。 

省エネルギーの推進は概ね達成した。 

 

【課題】 

夜間，休日においても消費される電力の削

減の検討が必要である。 

point 
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「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

①土地利用 

経営的視点に立って，保有施設量の最適化

をめざし，選択と集中を進める。  

五福キャンパスにおける入構管理につい

て、2021（R3）年度の施設マネジメント委員

会にて，入構管理ゲート導入が決定されてい

るが，実施には至っていない。 

杉谷キャンパスは，駐車場の有料化を実施

している。廃水処理施設の規模縮小化に合わ

せ患者駐車場へ転用し，整備した。 

※土地利用については，検討継続中の計画

が多い。 

 

【課題】 

各キャンパスで重複する体育施設等につい

て，施設有効活⽤の観点から，キャンパス間

の共同利⽤や近隣施設（五福公園陸上競技場

及び県営球場）の利⽤について授業，課外活

動及び防災の観点も踏まえ検討を進める必要

がある。 

②ゾーニング計画 

各キャンパスのゾーニングについては， 

将来の敷地利用計画に配慮したサスティナブ

ルなキャンパスとする。 

概ねキャンパスマスタープランに示すゾー

ニングに沿って整備を実施している。 

 

【課題】 

五福キャンパス体育施設と近隣施設（五福

陸上競技場及び県営富山野球場）の相互利用

に関しては，授業，課外活動及び防災の観点

も踏まえ検討を進める必要があり，県と協議

していく。 

過去には、災害発生時における避難等防災

面と学生の授業・課外活動利用時の利便性・

安全性を目的に境界フェンスへの出入口設置

について県と協議したが、県からは防災的利

用（常時閉）であれば問題ないが、大学のみ

の利便性、駐車目的等による公園通過であれ

ばお断りするという回答だった。 

 

各キャンパスで重複する体育施設等につい

て，施設有効活⽤の観点から，キャンパス間

の共同利⽤についての検討する。 

F.土地利用，G.ゾーニング計画（2020.ver Ⅳ.部門別計画） 

図表－31.5 土地利用，ゾーニング計画の検証（①～②） 
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H.ランドスケープ計画 

図表－31.6 ランドスケープ計画の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

個性的で魅力あるキャンパス景観は，豊か

なランドスケープの上に成立する。 

快適な屋外環境は，良質な施設が快適な 

屋外環境と一体となることによって形成され

る。「夢があり，個性がきらめくキャンパ

ス」を継承していくため，ランドスケープを

構成する重要な要素を取り入れながら，全体

が調和したキャンパス計画とする。 

杉谷キャンパスは，附属病院再整備を進めて

おり，災害救命センター及び第一種感染症病床

増築並びにMRI棟新営において既存建物との外

観に調和した整備を実施している。また，教育

研究施設では，生命科学先端研究支援ユニット

(動物実験施設)，総合研究棟(和漢医薬学系)，国

際交流会館，薬用植物園及び総合研究棟(医学

系)において改修時に既存建物との外観に調和し

た整備を実施している。 

※ランドスケープに配慮した整備が行われた。 

【課題】 

杉谷キャンパスの未改修建物において色調を

屋外環境と一体となる整備が必要である。 

point 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

①オープンスペース計画 

オープンスペースは，キャンパスに必要と

される「コミュニケーションが発揮される

場」である。 

オープンスペースは，キャンパスの印象を

決定づけるとともに，秩序と規制を与える 

役割を果たす。 

高岡キャンパスでは，芸術文化図書館整備時

にアクティブラーニングゾーン（開放的なゾー

ン）や展示ギャラリーの機能を充実し，地域に

開かれた共創空間の創出を図った。 

  

【課題】 

引き続きキャンパスに必要とされる「コミュ

ニケーションが発揮される場」の創出が求めら

れる。 

②パブリックスペース計画 

パブリックスペースは，交流を活性化し，

地域のオープンスペースとしての役割を担っ

ている。 

安全で市民の空間として開放できるスペー

スをキャンパス内に設定する。 

高岡キャンパスでは，芸術文化図書館整備時

にアクティブラーニングゾーン（開放的なゾー

ン）や展示ギャラリーの機能を充実し，地域に

開かれた共創空間の創出を図った。 

また，体育館は地域の第３次避難場所に設定

されており，解放できるスペースとしている。 

※交流を活性化させるスペース等の整備は進

んでいない。 

【課題】 

将来像を見据えた交流を活性化させるパブ

リックスペースの創出が求められる。 

I.オープンスペース，J.パブリックスペース計画 

図表－31.7 オープンスペース，パブリックスペース計画の検証（①～②） point 
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K.交通，動線計画 

図表－31.8 交通，動線計画の検証（①～④） 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

①キャンパスの入り口までの交通計画 

キャンパス計画は，車から人へのサービス

に復古してきている。 

通学環境の改善・整備に向け，自治体等と

連携していく。 

公共交通機関の積極的利用を図り，地球環

境とキャンパス環境にやさしい「車から人へ

のキャンパスづくり」の推進を提案する。 

杉谷キャンパスでは，公共交通機関がバス

だけとなっており，便数も少ないため車利用

が主となっている。 

【課題】 

杉谷キャンパスでは，積雪時に構内道路に

渋滞が発生し，近隣住民に迷惑をかけている

ため，適切な除雪対策が必要と思われる。 

②駐車場計画 

 五福キャンパス及び杉谷キャンパスでは，

建て詰まり現象が顕著であり，キャンパスの

将来性を考慮した場合，危機的な状況にある

が，未だ駐車スペース拡充の要望が多い。 

このため，土地利用の効率化を図るため立体

駐車場等を集約して整備し，空地（オープン

スペース）を拡充していく。 

五福キャンパスにおける入構管理について

検討中である。 

杉谷キャンパスは，患者さんの利便性を向

上させる目的で既設の立体駐車場に隣接して

患者用平面駐車場整備を行った。 

 

【課題】 

五福キャンパスにおける入構管理対策にお

いて財源確保が求められる。 

杉谷キャンパスでは，積雪時に駐車場の確

保が難しいため，適切な除雪対策が必要と思

われる。 

③駐輪計画 

五福キャンパスでは，軸線に沿って雑然と

駐輪されており，キャンパスの空間質を貧し

くしている。このため，キャンパスの周縁部

分に集約してスペースを設ける。 

五福キャンパスにおいて，キャンパス周縁

部分に集約した駐輪場の整備は進んでいな

い。 

【課題】 

杉谷キャンパスにおいても既存駐輪場の改

修計画が求められる。 

point 
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「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

④動線計画 

歩行者及び附属病院の利用者等に安全で，

優しく，わかりやすい動線となるように配慮

する。 

病院再整備事業の進捗に合わせてサイン等

を含めた整備を行っている。 

 

【課題】 

引き続き「車から人へのキャンパスづく

り」の観点から，歩車分離した動線計画が求

められる。 

L.デザインガイドライン計画 

図表－31.9 デザインガイドライン計画の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

個性的で魅力あるキャンパス環境の確保の

ため，建物，空間，エスクテリア及びスト

リートファニチャー等について，デザインの

統一と調和を目的とした「デザインガイドラ

イン」を今後策定する。 

「デザインガイドライン」は未策定であ

る。 

 

【課題】 

「デザインガイドライン」の策定。必要に

応じ専門家の知見を求めつつ，検討を進める

ことが必要。 

point 

M.サイン，アート計画 

図表－31.10 サイン，アート計画の検証（①～②） 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

①サイン計画 

2013（H25）年度に策定した「富山大学サ

イン計画」に基づき整備を推進するととも

に，利用者の安全確保に配慮する。 

「富山大学サイン計画」に基づき，各キャ

ンパスでの整備及び病院再整備事業を進めて

いる。 

 

【課題】 

All Gender等新たなニーズに対応したサイ

ン計画。 

②アート計画 

アートは，空間を豊かにし，空間のアイデ

ンティティを強く創出することにつながる。 

アートを設置する場合は，空間や建物の  

イメージを壊すことのないように配慮し， 

良好な状態で維持していく。 

アート計画は特に進んでいない。 

 

【課題】 

引き続きアート設置スペースの創出，空間

利用の工夫が求められる。 
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N.ユニバーサルデザイン計画 

図表－31.11 ユニバーサルデザイン計画の検証（①～③） 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

①ユニバーサルデザイン化の推進 

多様な人々がキャンパスを利用する機会が

増えていることから，利用者の日常的な行動

に対する安全性を確保し，円滑に利用できる

環境づくりに取組む。 

多目的トイレを五福キャンパスでは機械系

実験研究棟，杉谷キャンパスでは薬用植物園

研究棟に設置した。 

 

【課題】 

引き続き、未改修建物内部のユニバーサル

デザイン化が求められる。 

②バリアフリー化の推進 

利用者の動線や建築物の利用形態を踏ま

え，障害の種類による安全性，利便性等に 

配慮して整備を行う。 

大規模改修に合わせてバリアフリー化を進

めているが，歩道や建物内の段差，エレベー

ターや自動ドアの未整備，及びインターホン

やカードリーダーの設置位置・高さ等依然と

して車椅子ユーザーの対応に不十分な箇所が

認めれられる。 

※大規模改修に合わせ計画に沿って整備を

進めたが，未改修建物については整備が進ん

でいない。 

 

【課題】 

大規模改修以外の施設周辺及び内部のバリ

アフリー化が求められる。 

③アクセシビリティの向上 

 利用者が支障なくアクセスできる方法を多

角的な視点で検討しアクセシビリティの向上

を推進する。 

立体駐車場に隣接して患者用平面駐車場整

備したことで、外来診療棟へのアクセシビリ

ティが向上した。 

薬学部研究棟南側職員用駐車場に歩廊を整

備し、アクセシビリティが向上した。 

 

【課題】 

引き続き高齢者や障害者なども含めたあら

ゆる人のアクセシビリティ向上が求められ

る。 

また、近年における災害級の大雪状況を踏

まえたアクセシビリティ向上が求められる。 
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O.グローバル化・イノベーション創出空間計画 

図表－31.12 グローバル化・イノベーション創出空間計画の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

「国立大学改革プラン」等に基づく機能強

化や地域社会との連携等を一層進め，本学の

強み・特色を最大限活かし，グローバル化，

イノベーション創出や人材養成機能の機能強

化を活性化させる役割を果たす空間造りを行

う。 

2022（R4）年度に都市デザイン学部データ

サイエンス研究棟にて，BELS認証申請を目的

とした整備（ZEB改修）を実施した。 

医学部では，ライフイノベーション創出型

研究に対応可能な全学共同利用施設として研

究室等として，教育研究のさらなる活性化に

貢献している。また，富山県等との連携に大

きく貢献する空間を提供した。 

さらに医学部５０周年事業として、シミュ

レーションセンターの設置を計画している。 

※ラーニングコモンズの整備を実施した

が，交流空間，オープンラボ等の設置は進ん

でいない。 

 

【課題】 

引き続き国の方針及び大学の理念と目標等

に基づく機能強化や地域社会との連携等を一

層進め，本学の強み，特色を最大限活かし，

グローバル化，イノベーション創出が求めら

れる。 
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「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

①地震災害 

建築物，基幹設備（ライフライン）等，計

画的に耐震化を進めるとともに，液状化対策

等を着実に進める。 

計画的に建築物耐震化を完了し，基幹設備

（ライフライン）を計画的に進めている。 

2024 年度現在，富山大学事業継続計画

（BCP）を策定しており，本部と各部局の非

常時優先業務をまとめている。  

附属病院では，災害救命センター増築、MRI

棟新営、及び今後の再整備事業を踏まえ、自

家発電機の容量アップを検討している。 

建物の耐震化を完了し，最も脆弱で対策が

必須のガス管を始めとして基幹整備（ライフ

ライン）の耐震化を計画的に進めた。 

【課題】 

引き続きライフライン再生計画による耐震

化を着実に進めることが求められる。 

防災訓練等を通してBCPの実効性を高めると

ともに，継続的な改善を図る。 

②洪水災害 

自治体が策定している「洪水ハザードマッ

プ」により対策を講ずる。 

五福キャンパス及び五艘団地は，富山市よ

り洪水ハザードマップ見直しによる指定緊急

避難場所の協力依頼があり，避難場所を指定

した。  

杉谷キャンパスは，富山市「洪水ハザード

マップ」における対象エリアではないが近隣

地区が該当しているため，避難場所としての

検討を進めている。 

 

【課題】 

洪水ハザードマップ見直しへの対策を検討

することが求められる。 

③火災 

避難能力の格差等を考慮し，安全に避難で

きるよう，設計時に十分に検証を行う。 

各キャンパスは毎年1回の消防査察において

検証を行い、全キャンパス一斉の防災訓練を

実施している。 

 

【課題】 

引き続き既存施設の避難表示等の検証が求

められる。 

P.災害と安全性を考慮したキャンパス計画 

図表－31.13 災害と安全性を考慮したキャンパス計画の検証（①～⑥） 
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「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

⑤防犯対策 

キャンパス内の視認性を高め，ICカードに

よるセキュリティシステムの導入等，将来性

を考慮した計画を策定し，対策を進める。 

附属病院はICカードによるセキュリティシ

ステムを導入している。 

 

【課題】 

現在計画している入退管理システムは，小

改修工事があることで改修費用がかさんでい

る。ランニングコストの安価で適正なセキュ

リティ・能力をもつシステム・監視カメラの

設置の導入を検討する必要がある。 

⑥安全衛生 

教育研究活動において教職員，学生を含む

全構成員の安全を確保するとの考えで安全衛

生管理活動を進める。 

労働安全衛生法に基づき設置した五つの事

業場毎に安全衛生管理計画を立て，事業場単

位で，安全管理活動を推進している。 

安全衛生部会では，安全衛生管理に関する

全学的な方針を定め，各事業場に展開し，作

業環境管理，作業管理などの是正・改善を進

め，大学全体の安全衛生の水準の向上を図

り，教職員，学生の安全衛生を確保した。ま

た，環境安全衛生マネジメント委員会を通し

て，安全衛生部会と化学物質管理部会及び環

境マネジメント部会に共通する安全衛生の課

題を把握し，相互の連携を図り活動を推進で

きた。 

 

【課題】 

事業場や部局を横断する問題や共通する問

題を解決するための協力体制の強化と関係す

る担当者のスキルアップが挙げられる。 
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Q.環境，サスティナビリティ計画 

図表－31.14 環境，サスティナビリティ計画の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

キャンパスマスタープランにおける，環

境，サスティナビリティとは，「キャンパス

が将来にわたって快適な状態で維持していく

ための取組」として定義し，特に温室効果ガ

スの総排出量の削減や抑制への取組を率先し

て行う。 

具体的な数値目標等については，今後，

カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現を

目指し，政府が策定予定のエネルギー基本計

画等による。  

地球環境に配慮した教育研究環境の実現の

ため，環境負荷低減の啓発活動推進及び設備

機器のエコ改修等を推進した結果，「省エネ

ルギー中長期計画書」の目標に揚げる，2015

（H27）年度の使用量を基準量として，2016

（H28）年度から2020（R2）年度までの5年間

にエネルギー原単位で5％以上の削減を上回る

12.5％を達成した。最も大きく寄与したもの

は，LED照明の更新等をはじめとする対策によ

るもので，年平均では3.1％の削減となり，省

エネ法で定める年1％以上の削減目標も達成

し，本学の構成員一丸となって取り組んでき

た成果が発揮されている。 

環境負荷低減啓発の一環として「省エネル

ギー活動」における取組等をホームページに

掲載し，教職員に協力を依頼した。 

2018（H30）年より12年間の運用期間を

持ってESCO運用を開始している。 

ZEB化実証事業として，大学院実験研究棟7

階及び電子情報系実験研究棟5階の空調機更

新，EMS（エネルギーマネージメントシステ

ム）等の整備を行った。 

※計画は概ね実施された。 

【課題】 

ESCO事業を踏まえた省エネルギー計画の推

進が求められる。 

point 

R.キャンパス資源の活用計画 

図表－31.15 キャンパス資源の活用計画の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

キャンパス空間の個性や大学らしさを醸し

出す普遍性の高い要素がある建物，建造物を

整理し，豊かなキャンパス空間の有用資源と

してブランド力や魅力の向上に活用していく

ことを提案する。 

五福キャンパスは，都市デザイン学部研究

棟，機械系実験研究棟の整備を行った。 

杉谷キャンパスは，附属病院厨房棟，外来

トリアージ棟の整備を行った。 

※既存の風景を活用し，既存空間と一体感

を感じる整備を実施した。 

 

【課題】 

ポケットパーク等を設け，魅力ある外部空

間への再生していく。 
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S.基幹設備（ライフライン）計画 

図表－31.16 基幹設備（ライフライン）計画の検証（①～④） 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

①基幹設備の更新計画について 

維持管理計画及び更新計画を策定し，適切な

状態を保つとともに，計画的に更新を行う。 

富山大学は 2016（H28）年 3 月に「富山大学

施設長寿命化計画（総合管理計画）」，引き続

き 2017（H29）年 3 月に（個別施設計画）を策

定し，個別施設ごとの「ライフライン再生計画」

を進めている。 

【課題】 

引き続き財源の確保が求められる。 

②空調システムの変更 

中央熱源方式による供給を行ってきている

が，設置後の経年により機器や配管に老朽化が

みられる。また，冷房化のため個別に空調機器

を設置し，非効率なエネルギー供給となってい

る。 

このため，附属病院を除き，中央熱源方式は

廃止して個別化に切り替えていく。 

主要3キャンパスの主要建物毎に電気及びガ

ス使用量を毎月公表し，夏季・冬季は電気使用

量を毎週公表している。 

杉谷キャンパスでは，附属病院を除く各建物

は改修時に中央熱源方式から個別空調方式に変

更を進めている。 

※計画は概ね実施された。 

【課題】 

引き続き財源の確保が求められる。 

③計量システムの導入 

光熱水の使用抑制や受益者負担等を進めるた

め，計量システムの導入を計画的に進める。 

各キャンパスは，大規模改修整備の中で進め

る。 

一部のレンタルスペースに電気メーターを設

置し，消費電力の見える化を図っている。 

【課題】 

多様な財源などを確保した施設整備が求めら

れる。 

④その他 

災害対策の推進及び地球環境問題に配慮した

計画とする。 

杉谷キャンパスは，附属病院事業継続（BCP）

に向けた訓練を進めており，必要な対策につい

て検討している。 

【課題】 

引き続き事業継続計画の推進が求められる。

また，新たな水井戸を開発することにより，そ

こから得られる上水，中水の確保の検討が求め

られる。 
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T.施設長寿命化計画（総合管理計画） 

図表－31.17 施設長寿命化計画（総合管理計画）の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

現下の厳しい財政状況の下，老朽化した未

改修施設（約124千㎡）全てを従来の改築の手

法で対応していくことは困難であることか

ら，下記方針と方策に基づいた老朽化対策

（施設長寿命化計画）の立案を提案する。 

 

・URL戦略の下，施設マネジメントを徹底 

・改築（事後保全）から長寿命化（予防保

全）へ転換 

・維持修繕に係る経費（トータルコスト）

の縮減と予算の平準化 

・メンテナンスサイクルの構築 

・クオリティ・スペース・コストの最適化 

ＵＲＥ戦略の一環として「健全で持続可能な

大学経営の実現」を施設マネジメント面から実

現することを目的に，施設における安全･安心と

高い信頼性を確保し，効率的かつ持続的に維持

運用していくための行動計画に当たる計画「富

山大学施設長寿命化計画（総合管理計画）」を

2015（H27）年度に策定し，大学のホームペー

ジに学内限定で公表している。 

また，「富山大学施設長寿命化計画（総合管

理計画）」に基づき個別施設毎の長寿命化計画

にあたる「富山大学長寿命化計画（個別施設計

画）」を 2016（H28）年度に策定した。 

現在は，策定した個別施設計画の改修サイク

ルをさらに延ばす検討を始めた。 

※計画は策定済みであるが，継続的にブラッ

シュアップする必要がある。 

 

【課題】 

引き続き個別施設計画のトータルコストの縮

減と予算の平準化が求められる。 
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U.キャンパス整備の課題 

図表－31.18 キャンパス整備の課題の検証 

「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

・老朽化した施設の改善策       

附属学校園を含め，全体の半分程度残って

いる老朽建物の解消について，文部科学省に

概算要求を行い改善を図る。 

2016（H28）年3月に「富山大学施設長寿命

化計画（総合管理計画）」，引き続き2017

（H29）年3月に（個別施設計画）を策定し，

個別施設ごとの「施設再生型リノベ－ション

（長寿命化）計画」及び「ライフライン再生

計画」を進めている。 

施設長寿命化計画（個別施設計画）により

進める。 

工学部地区は，経年41年となっており，令

和5年度に機械系実験研究棟の整備を開始し

た。 

高岡キャンパスの芸術文化学部は経年39年

となり，再整備について検討を始めた。 

 

【課題】 

多様な財源を確保し着実な実施が求められ

る。 

・緑地保全策 

五福キャンパスのゆりの木通りの歩行者動

線等を踏まえた，樹木の保護維持管理計画の

検討を進め改善を図る。 

杉谷キャンパスは，敷地の周辺が埋蔵文化

財包蔵地となっており，遊歩道などの定期的

な維持管理を行っている。 

 

【課題】 

財源確保が求められる。 

・駐車場及び駐輪場等の確保策と維持管理策 

 駐車場について，五福キャンパスでは，駐

車場のゲート化，有料化，杉谷キャンパスで

は，患者用駐車場整備等の計画の検討を進め

改善を図る。駐輪場については，各キャンパ

ス構内における敷地利用の再検討を進め改善

を図る。 

五福キャンパスにおける入構管理について

検討中である。 

杉谷キャンパスは，駐車場のゲート化，有

料化は整備されており，附属病院の利便性向

上に向け、既存の立体駐車場に隣接して患者

用平面駐車場を整備した。 

 

【課題】 

五福キャンパスの入構管理実施後の駐車状

況を確認し，必要であればグラウンド２等に

おける駐車場整備について検討を行う必要が

ある。 

・ユニバーサルデザイン計画 

 建物内部のユニバーサルデザイン化の検討

を進め改善を図る。 

 また，大規模改修を伴わなかった施設の建

物周辺及び内部のバリアフリー化の検討を進

め改善を図る。 

大規模改修に合わせて進めている。 

 

【課題】 

財源の確保が求められる。 
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「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

・福利・国際交流施設 

 留学生宿舎や国際交流施設等といった整備構

想の実現のため民間事業者と連携して実施する

PPP事業等の多様な手法による検討を図る。 

廃止宿舎における土地活用の検討スケジュー

ルについて，2024（R6）年度の施設マネジメン

ト委員会にて了承された。留学生宿舎や国際交

流施設等といった整備構想の候補地として挙が

ることも想定される。 

【課題】 

候補地及び整備手法の選定がある。 

・サイン，アート計画 

 サイン計画は，駐車・駐輪スペース，各建物

内部のサインについて，「富山大学サイン計画」

に基づき整備を推進する。 

 また，アートを設置するスペースの創出，空

間利用の手法の検討を進める。 

大規模改修に合わせて進めている。 

 

【課題】 

未改修建物内部のサイン整備が求められる。 

・高度化・多様化する教育研究活動の実施に

不可欠なスペースの確保について 

教育研究活動の活性化や高度化，多様化に伴

い必要となるスペースや，文部科学省が補助金

交付の基礎としている基準面積を下回り，狭隘

化している施設及び部局への整備については，

施設整備型から運営計画型の施設マネジメント

への移行を推進し，大学経営の効率化の観点か

ら大学改革の動向に備えた施設利用の柔軟性確

保（面積の再配分の道筋）や既存ストックの有

効活用を徹底したスペースマネジメントを推進

し，保有すべき面積の最適化（身の丈に合った

保有量の確保と健全化）を進めて必要なスペー

スの確保を図る。 

R5年度に経産省補助金等により，アルミニウ

ムをさらに社会に役立てるための総合研究セ

ンターとして，軽金属材料共同研究棟が開所し

た。共同研究の活性化や多様化のため，レンタ

ルスペースを確保し，大学経営の観点や施設利

用の柔軟性確保を推進した。 

【課題】 

保有すべき面積の最適化（身の丈に合った保

有量の確保と健全化）を検証していく必要があ

る。 

H30年度に教養教育院一元化が行われ、研究

室の継続利用を踏襲している一方で，R6年度に

は教員退職後に伴う研究室等の取り扱いに関す

る問題が顕著になり，今後のスペースに関する

方針を定める必要がある。 

・国立大学改革方針とキャンパスの整備 

大学改革の推進のための様々な取組につい

て，必要なキャンパス整備を進め，改革推進の

相乗効果が得られるように支援していく必要が

ある。 

大学改革への対応としては，2018（H30）年

度の教養教育の一元化及び都市デザイン学部設

置に伴う教育研究スペースの不足を解消するた

め，講義室等を共用化した。 

【課題】 

今後予定されている教養教育一元化拡充及び

大学院改革，共同教員養成課程への対応をして

いく必要がある。 
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「キャンパスマスタープラン2020」 検証／課題 

・施設管理に関する問題 

施設管理の財源に関する問題等について，

引き続き解決していく必要がある。 

杉谷キャンパスの改修建物については，施

設管理にかかる費用削減を実施している。 

※施設の機能改善整備，基幹設備（ライフ

ライン）の更新，大学改革推進への取組を進

める必要がある。 

富山大学は2016（H28）年3月に「富山大学

施設長寿命化計画（総合管理計画）」，引き

続き2017（H29）年3月に（個別施設計画）を

策定し，個別施設ごとの「施設再生型リノ

ベ－ション（長寿命化）計画」を進めてい

る。 

・基幹整備（ライフライン）に関する課題 

基幹整備の老朽化が進行しており，事故の

発生を抑制しリスクを回避するため，定期点

検や予防保全を実施し，機能不全となる前に

計画的に更新していくことが極めて重要であ

る。 

また，トップランナー方式と呼ばれる温暖

化ガス抑制効果の高い機器の採用や，再生エ

ネルギーの採用及び災害に強いシステムや材

料を選定して，クリーンで安定的な供給を行

う必要がある。 

富山大学は2016（H28）年3月に「富山大学

施設長寿命化計画（総合管理計画）」，引き

続き2017（H29）年3月に（個別施設計画）を

策定し，個別施設ごとの「ライフライン再生

計画」を進めている。 

 

【課題】 

多様な財源を確保し着実な実施が求められ

る。 

・都市計画による規制 

五福キャンパスは，富山市高度地区指定に

より，高さ２０ｍを超える建物は新たに建設

できない。 

また，杉谷キャンパス及び寺町団地は市街

化調整区域であり，大学及び病院の用途の建

物については，一定の制限がされている。 

杉谷キャンパスは市街化調整区域であり，

富山市との慎重な協議が必要である。 
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32  第２次・第３次・第４次及び第５次国立大学等 

 施設整備５か年計画における整備建物等 

検証 

❑ 施設整備費補助金による老朽再生整備が約

77,012㎡，狭隘解消整備が約26,709㎡，

平成27年度より基幹整備が行われた。 

❑ 施設費貸付事業による整備 

附属病院の基幹整備と病棟56,739㎡の整

備が行われた。 

❑ 施設費交付事業による整備 

改修等の整備が行われた。 

❑ 自己資金等による整備 

約23,450㎡の増築と改修整備が行われた。 

課題 

❑ ライフラインの老朽化が進行しているた

め，再生計画を策定し実施していくことが

必要。 

❑ 持続可能な社会の実現に向けた，サステイ

ナブルキャンパスに転換していくことが 

必要。 

❑ キャンパス全体を「イノベーション・コモ

ンズ（共創拠点）」へと転換していくため

の空間整備等が挙げられる。 

重点
整備
項目 

示達通知区分 整備建物等 面積（㎡） 

老
朽
再
生
（
耐
震
）
整
備 

平成17年度補正 （五福）第2体育館  1,373 

平成18年度補正 

（五福）人間発達科学部第1･2校舎 7,350  

（五艘）附属中学校体育館 700  

（五福）ボイラー室 360  

（五福）食堂 1,630  

平成19年度補正 

（五福）保健管理センター 1,170  

（五福）経済学部演習棟 2,320  

（五福）経済学部講義棟 1,060  

（五福）共通教育棟D棟 770  

平成20年度補正（１次） 

（五福）中央図書館 4,513  

（五福）共通教育棟A棟 3,078  

（五福）共通教育棟C棟 1,454  

（寺町）男子１号棟 1,832  

（寺町）男子２号棟 1,076  

平成20年度補正（１次） （寺町）男子３号棟 1,204  

平成20年度補正（１次） （寺町）女子棟 1,328  

平成21年度補正（１次）  
（五福）水素同位体科学研究センター 2,365  

（五福）学生会館 1,812  

図表－32.1 施設整備費補助金による整備事業一覧（平成17年度補正～令和６年度） 
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重点

整備

項目 

示達通知区分 整備建物等 

長
寿
命
化
促

進
事
業 

令和３年度 （五福）人文学部校舎屋上防水等改修 

（五福）総合研究棟外壁等改修 令和５年度 

令和６年度 （五福）大学院実験研究棟外壁等改修 

重点

整備

項目 

示達通知区分 整備建物等 
面積

（㎡） 

老
朽
再
生
（
耐
震
）
整
備 

平成24年度当初  
（杉谷）生命科学先端研究センター動物棟改修 1,800 

（杉谷）総合研究棟（旧薬学部研究棟）改修 6,098 

平成24年度予備費  
（五福）総合研究棟（旧人間発達大３校舎）改修 2,528 

（五福）共通教育棟（Ｅ棟）改修 1,920 

平成24年度補正（１次）  

（五福）総合情報基盤センター改修 950 

（五福）大学食堂改修 1646 

（杉谷）図書館改修 2,656 

平成25年度当初    
（杉谷）福利棟等改修 1,438 

（杉谷）総合研究棟（医学系）改修 13,951 

平成25年度補正（１次） 

（五福）人間発達科学部音楽棟改修 776 

（杉谷）厚生棟等改修 992 

（杉谷）講義実習棟改修 6,980 

令和２年度補正 （杉谷）総合研究棟（医学系）改修 2,600 

令和３年度補正 

（杉谷）総合研究棟（和漢医薬学系）改修 2,500 

（杉谷）生命科学先端研究支援ユニット      1,220 

（高岡）F棟改修 1070 

（五艘）教育学部附属幼稚園舎改修 970 

令和４年度補正  
（五福）総合研究棟（工学系）改修 2,760 

（杉谷）薬用植物研究施設改修 860 

令和５年度補正  （杉谷）解剖棟改修 940 

計 77,012 
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重点
整備
項目 

示達通知区分 整備建物等 面積（㎡） 

狭
隘
解
消
整
備 

平成18年度補正 （五福）人間発達科学部第1･2校舎 79  

平成19年度補正 （五福）サークル棟 426  

平成20年度補正（１次） （五福）共通教育棟C棟 50  

平成21年度1次 （杉谷）総合研究棟（薬学系） 2,070  

平成22年度1次 （五福）学生会館 690  

平成24年度当初     （杉谷）生命科学先端研究センター動物棟新営 475 

平成24年度補正（１次）     

（五福）総合研究棟（工学系）新営 6,378 

（五福）総合情報基盤センター新営 990 

（五福）大学食堂新営 694 

（杉谷）ヘリポート新営 841 

（杉谷）図書館新営 1133 

平成25年度当初   
（杉谷）福利棟等新営 419 

（杉谷）総合研究棟（医学薬学系）新営 6,992 

平成29年度当初 （杉谷）総合研究棟改修（ＲＩ動物実験センター） 1,270 

令和元年度当初 （医病）厨房棟その他 1,710 

令和2年度当初 （杉谷）総合研究棟改修（医学系） 2,600 

令和2年度補正 附属病院トリアージ施設新営その他工事 425 

令和3年度当初 （医病）病棟改修（リハビリテーション） 1,070 

計 26,709 
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重点
整備
項目 

示達通知区分 整備建物等 
面積

（㎡） 

基
幹
整
備 

 
  

平成24年度予備費  
（杉谷）附属病院基幹整備 

   （自家用発電設備（地下燃料タンク設置）整備） 
－  

平成24年度補正（１次）  

（五福）ライフライン再生 

   （屋外通信線）（屋外ガス管改修） 

   （工学部生物系実験研究棟等エレベーター改修） 

   （中央図書館等エレベーター改修） 

－ 

（杉谷）ライフライン再生（空調設備等） － 

（高岡）ライフライン再生 

       （給水設備等改修）（耐震対策） 
－ 

平成27年度当初 （医病）基幹・環境整備（冷熱源設備） － 

平成28年度当初  
（杉谷）ライフライン再生（特高受変電設備） － 

（医病）基幹・環境整備（特高受変電設備更新等） － 

平成30年度当初  （高岡）ライフライン再生（電気設備） － 

令和元年度当初   

（五福）ライフライン再生（特高受変電設備） － 

（杉谷）ライフライン再生（給排水設備） － 

（高岡）ライフライン再生（空調設備） － 

令和元年度補正 （寺町）基幹・環境整備（擁壁安全対策） － 

令和2年度当初    

（医病）ライフライン再生（給排水設備等） － 

（医病）ライフライン再生（防災設備等） － 

（五福）ライフライン再生（空調設備） － 

（杉谷）ライフライン再生（給排水設備） － 

令和2年度補正   

（杉谷）ライフライン再生（給排水設備） － 

（杉谷）ライフライン再生（電気設備） － 

（五福他）基幹・環境整備（衛生対策等） － 

令和3年度当初 
（医病）ライフライン再生（給排水設備） － 

（医病）ライフライン再生（受変電設備等） － 

（五福）ライフライン再生（給水設備） － 
令和5年度補正  

（杉谷）ライフライン再生（熱源設備） － 

計 － 

合計 103,721 
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図表－32.2 施設費貸付金による整備事業一覧（平成17年度～令和６年度） 

重点整
備項目 示達通知区分 整備建物等 面積（㎡） 

大
学
附
属
病
院
整
備 

平成18年度1次 （附病）基幹・環境整備（変圧器等） － 

平成19年度1次 （附病）基幹・環境整備（蓄熱設備等） － 

平成20年度1次 （附病）基幹・環境整備（自家発電設備等） － 

平成20年度1次 （附病）病棟 13,000  

平成21年度1次 （附病）基幹・環境整備（中央監視設備等） － 

平成22年度当初 （杉谷）基幹整備（特高受電設備等） 1,577 

平成23年度当初 
（杉谷）附属病院病棟改修 18,791 

（杉谷）附属病院病棟新営 331 

平成24年度当初 （杉谷）基幹整備（中央機械室ボイラー更新等） － 

平成25年度当初    

（杉谷）基幹整備（特高受電設備等） － 

（杉谷）附属病院（中診・外来棟）改修 19,983 

（杉谷）附属病院（中診・外来棟）新営 3,057 

令和5年度当初 1,180 （医病）MRI棟新営 

計 57,919 

図表－32.3 施設費交付金による整備事業一覧（契約金額1千万円以上）（平成17年度～令和６年度） 

整備年度 整備建物等 

2006（H18）年度 （杉谷）和漢医薬学総合研究棟特殊空調改修 

2007（H19）年度  （五福）共通教育棟多機能便所等取設 

2007（H19）年度  （杉谷）中央機械室その他蒸気二方弁等取替 

2008（H20）年度  （杉谷）陸上競技場改修 

2008（H20）年度  （五艘）特別支援学校その他外壁等補修 

2009（H21）年度 （杉谷）講義実習棟実習室系統排水管等改修 

2010（H22）年度 （立山）立山施設改修 

2011（H23）年度   

（五艘）人間発達科学部附属小学校校舎外壁改修 

（五福）工学部北側駐輪場整備 

（五福）本部庁舎エレベーター改修 

（杉谷）医学部研究棟昇降機設備改修 

2012（H24）年度      

（杉谷）医薬学図書館昇降機設備改修 

（杉谷）受水槽上水用緊急遮断弁取設 

（五福）給水メーター取替 
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整備年度 整備建物等 

2013（H25）年度      

（五福）囲障改修 

（杉谷）看護師宿舎エレベータ改修 

（杉谷）構内量水器取替 

2014（H26）年度        

（五艘）人間発達科学部附属小学校校舎等空調設備改修 

（五福）第２体育館トレーニングルーム等天井改修 

（杉谷）構内量水器等取替 

（五福）人文学部校舎等エレベーター改修 

2015（H27）年度   
（五福）共通教育棟（Ｂ棟）等外部建具改修その他工事 

（五艘）人間発達科学部附属小学校校舎等空調設備改修工事 

2016（H28）年度   
（高岡）Ｈ棟屋上防水改修工事 

（五福）総合情報基盤センター等改修工事 

2017（H29）年度   
（五福）第３体育館屋根等改修工事 

（五福）黒田講堂受変電設備改修工事 

2018（H30）年度  

（高岡）ライフライン再生（受変電設備）工事 

（高岡）Ｄ棟屋上防水等改修工事 

（五福）電子情報実験研究棟屋外鉄骨階段改修工事 

2019（H31・R1）年度   
（五福）第3体育館等外壁改修その他工事 

（五福）中央図書館等空調設備改修工事 

2020（R2）年度        

（五福）中央図書館二酸化炭素消火設備改修 

（五福）経済学部研究棟エレベーター改修 

（杉谷）看護学科研究棟空調設備改修 

（杉谷）生命科学先端研究支援ユニット動物実験施設エレベーター

（２号機）改修 

（五艘）日常生活訓練施設屋根瓦改修 

2021（R3）年度  

（高岡）A・B1棟屋上防水改修 

（杉谷)医・薬学部研究棟空調電源設備改修 

（五福）受電室等受変電設備改修 

2022（R4）年度   
（五福）電子情報実験研究棟屋上防水改修 

（五福）化学生物実験研究棟屋上防水改修 

2023（R5）年度  （五福）中央図書館外壁改修 

2024（R6）年度   
（五艘）附属小学校校舎屋上防水改修 

（五艘）附属中学校校舎等屋上防水改修 
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整備年度 整備建物等 面積（㎡） 

2007（H19）年度 

（杉谷）附属病院保育所 242  

（五艘）附属中学校用具庫 41  

（杉谷）附属病院腫瘍科外来改修 － 

2008（H20）年度  

（高岡）芸術文化学部共通造形棟 178  

（杉谷）生命科学先端研究センターＲＩ棟改修 － 

（杉谷）解剖棟解剖実習室換気設備改修 － 

2009（H21）年度 

（寺町）学生寄宿舎 877 

（杉谷）民族薬物資料館増築 940  

（五福）創造工学センター 165  

（五福）サークル棟 120  

（五福）工学部化学系実験研究棟便所改修 － 

（五福）職員会館改修 － 

（杉谷）手術部手術室９その他改修 － 

2010（H22）年度 

（杉谷）看護学科研究棟増築 1,673  

（杉谷）職員会館増築 92 

（五福）極低温量子科学研究センター 209 

（立山）立山施設改修 － 

（南太閤山）南太閤山宿舎4号棟改修 － 

（杉谷）医学部研究棟特殊空調設備改修 － 

2011（H23）年度  

（五艘）五艘団地等基幹整備（受変電設備等） － 

（五福）工学部共通講義棟改修 263 

（五福）人間発達科学部第３校舎等空気調和設備 － 

（五福）人文学部校舎等空気調和設備改修 － 

（杉谷）生命科学先端研究センター動物棟空調設備改修 － 

（五福）総合研究棟低温実験室空調機改修 － 

（五福）総合情報基盤センター等空気調和設備改修 － 

（杉谷）附属病院外来化学療法センター改修 164 

（杉谷）民族薬物資料館３階改修 359 

（寺町）学生寄宿舎（Ａ棟）改修 1,839 

図表－32.4 自己資金等による整備（増築と契約金額1千万円以上の改修）（平成17年度～令和６年度） 
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整備年度 整備建物等 面積（㎡） 

2012（H24）年度  

（杉谷）解剖棟空調設備改修 － 

（五福）基幹整備（受変電設備改修） － 

（五福）人間発達科学部技術科教棟改修 642 

（五福）人間発達科学部附属幼稚園舎他防水等改修 ー 

（五福）人文学部校舎等空気調和設備 － 

（杉谷）講義実習棟等屋上防水改修 ー 

（杉谷）省エネルギー対策 － 

（五福）総合研究棟空気調和設備改修 － 

（杉谷）附属病院総合臨床教育センター新営 1,327 

（杉谷）附属病院病理部換気設備改修 － 

平成24年度補正（１次）  

（杉谷）附属病院中央診療棟医療情報部 

              コンピューター室改修 
43 

（杉谷）附属病院病棟等改修機械設備 

        （中央診療棟医療情報部消火設備改修） 
－ 

（五福）総合情報基盤センター新営 990 

（五福）非常時対応拠点施設新営 707 

（高岡）非常時対応拠点施設新営 386 

（寺町）非常時対応拠点施設新営 270 

（杉谷）福利棟等新営 419 

2013（H25）年度    

（五福）中央図書館等空調設備改修 － 

（五福他）サイン改修 － 

（杉谷）講義実習棟給排水設備改修 － 

（五福）経済学部校舎等空気調和設備改修 － 

（五福）人間発達科学部附属小学校校舎等空気調和設備 － 

（西田地方）宿舎Ｂ－１耐震改修 856 

平成25年度当初    

（五艘）人間発達科学部附属特別支援学校校舎改修 2,957 

（杉谷）ライフライン再生（空調設備など） － 

（杉谷）体育館改修 1,495 

（五福）共通教育棟（Ｂ棟）耐震改修 498 

（五福）共同利用棟空調設備改修 － 

2014（H26）年度     

（五福）総合研究棟動物飼育室改修 121 

（五福）本部庁舎前環境整備 ー 

（杉谷）和漢医薬学総合研究棟空調設備改修 － 

（杉谷）附属病院中央診療棟 

       医療情報医療情報ネットワーク設備改修 
－ 

（杉谷）附属病院北病棟福利施設改修 104 
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整備年度 整備建物等 面積（㎡） 

2015（H27）年度    

（五福）工学部共通講義棟改修工事 － 

（五福）工学部共通講義棟改修電気設備工事 － 

（五福）工学部共通講義棟改修機械設備工事 － 

（杉谷）基幹・環境整備（駐車場）工事 － 

（五福）共同利用棟さく井その他工事 － 

（五福）工学部大学院実験研究棟等空調設備改修工事 － 

2016（H28）年度    
（五福）基幹整備（給水管改修）工事 － 

（五福）中央図書館空調設備改修工事 － 

2017（H29）年度 

（五福）共通講義棟改修 1,021 

（五福）第２大学食堂新営 434 

（五福）第２大学食堂改修 442 

2018（H30）年度 

（杉谷）看護学科研究棟空調用電源改修 － 

（五福）中央図書館等空調設備改修 － 

（五福）第２大学食堂便所改修 25 

2019（R1）年度 

（五艘）人間発達科学部附属学校ボイラ室等とりこわしその他 － 

（五福）中央図書館空調設備改修 － 

（杉谷)管理棟便所改修   

（五艘）人間発達科学部附属中学校渡り廊下改修その他 － 

2020（R2）年度 

（杉谷）附属病院外来棟外来化学療法センター改修 508 

（五福）事務局等受変電設備改修 － 

（杉谷）附属病院南病棟無停電電源装置改修 － 

2021（R3）年度  

（五福）人間発達科学部第3棟改修 1,237 

附属病院中央機械室自家発電設備制御装置改修 － 

附属病院駐車場屋根新営その他   

（杉谷）管理棟電話交換機設備改修 － 

附属病院病棟ナースコール設備改修 － 

西田地方宿舎B-1号棟改修 775 

（五福）都市デザイン学部実験実習棟等改修 406 

（五福）大学院実験研究棟等便器取替 － 

（五福）中央図書館エレベーター改修 － 

(五艘)人間発達科学部附属中学校校舎等火災受信機更新 － 

附属病院医療用無停電電源装置改修 － 

（五福他）照明器具ＬＥＤ化改修 － 

（五艘）人間発達科学部附属中学校校舎外壁等改修 － 
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附属病院中診・外来棟 

（H25-H29年度：杉谷キャンパス） 

第２大学食堂 

（H29年度：五福キャンパス） 

都市デザイン学部実験実習棟 

（H30年度：五福キャンパス） 

ヘリポート 

整備年度 整備建物等 面積（㎡） 

2022（R4）年度 

（五福他）照明器具ＬＥＤ化改修（その２） － 

（杉谷）国際交流会館外壁等改修 － 

五福宿舎３号棟改修（Ⅰ期） 625 

附属病院医療情報部コンピューター室空調設備改修 － 

2023（R5）年度 

附属病院北側外来駐車場新営その他   

附属病院直流電源装置蓄電池取替 － 

（五福）中央図書館屋上防水改修 － 

（五福）黒田講堂屋上防水改修 － 

2024（R6）年度 
（五福）水素同位体科学研究センター外壁改修 － 

附属病院中央機械室自家発電（1号機）設備制御装置改修 － 

計  

整備年度 整備建物等 面積（㎡） 

2021（R3）年度    附属病院北病棟7階感染症病室改修その他   

2022（R4）年度    （高岡）先進軽金属材料国際研究機構共同研究棟新営工事 2,545 

計  

図表－. 他省庁，県補助金による整備（増築と契約金額1千万円以上）（令和３年度～令和６年度） 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            139 

図表－32.5 
五福キャンパス 第2次・第3次及び第4次国立大学等施設整備５か年計画期間における 

整備済建物配置図 

 整備済建物 

図表－32.6 
杉谷キャンパス 第2次・第3次及び第4次国立大学等施設整備５か年計画期間における 

整備済建物配置図 

 整備済建物 

 2026（R8）年度整備予定 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－32.8 
五艘団地 第2次・第3次及び第4次国立大学等施設整備５か年計画期間における 

整備済建物配置図 

 整備済建物 

 整備済建物  整備済建物 

図表－32.7 
高岡キャンパス 第2次・第3次及び第4次国立大学等施設整備５か年計画期間における 

整備済建物配置図 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－32.9 
寺町団地 第2次・第3次及び第4次国立大学等施設整備５か年計画期間における 

整備済建物配置図 

図表－32.10 
実験実習地等 第2次・第3次及び第4次国立大学等施設整備５か年計画期間における 

整備済建物配置図 

 整備済建物 

 整備済建物 

南太閤山宿舎 

西田地方Ａ宿舎 西田地方Ｂ宿舎  

立山  西田地方 

五福宿舎 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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33 キャンパス整備の課題 

１．これまでの課題について 

「キャンパスマスタ－プラン2020」で

指摘されていた課題のうち，優先度の高

い老朽建物やライフラインの改善，及び

大学改革に対応する校舎や福利厚生の拡

充等ついて，一定の成果が得られたと言

える。一方で，老朽施設は年を追うごと

に増加することに変わりはなく，今後も

継続的な老朽改善に取り組んでいくこと

が重要である。 

 

２．安全・安心なキャンパスの提供について 

「24．災害と安全性を考慮したキャン

パス計画」による。 

 

３．高度化・多様化する教育研究活動の実施に不

可欠なスペースの確保について 

教育研究活動の活性化や高度化，多様

化に伴い必要となるスペースや，狭隘化

している施設等のスペースを確保する必

要がある。 

 

４．国立大学改革方針とキャンパス整備 

大学改革の推進のための様々な取組に

ついて，必要なキャンパス整備を進め，

改革推進の相乗効果が得られるように支

援していく必要がある。 

 

５．施設管理に関する問題 

施設管理の財源に関する問題等につい

て，引き続き解決していく必要がある。 

 

６．基幹設備（ライフライン）に関する課題 

基幹設備の老朽化が進行しており，事

故の発生を抑制しリスクを回避するた

め，定期点検や予防保全を実施し，機能

不全となる前に計画的に更新していくこ

とが極めて重要である。 

また，トップランナー方式と呼ばれる温

暖化ガス抑制効果の高い機器の採用や，再

生可能エネルギーの採用及び災害に強いシ

ステムや材料を選定して，クリーンで安定

的な供給を行う必要がある。 

 

７．都市計画による規制 

五福キャンパスは，富山市高度地区指

定により，高さ20mを超える建物は新た

に建設できない。 

また，杉谷キャンパス及び寺町団地は

市街化調整区域であり，大学及び病院の

用途の建物については，一定の制限がさ

れている。 

point 

１．これまでの課題の解決についての提案 

キャンパスマスタープラン2020の検証に

よって課題とされた点について，その改善策

を次に提案する。 

（１）老朽化した施設の改善策 

附属学校園を含め，全体の半分程度

残っている老朽建物の解消について，文

部科学省に概算要求を行い改善を図る。 

施設整備費補助金以外の補助金、寄付

金、ネーミングライツ等の多様な財源を

確保する。 

（２）緑地保全策 

五福キャンパスのゆりの木通りの歩行

者動線等に配慮しつつ，樹木の保護及び

維持管理計画の検討を進め改善を図る。 

（３）駐車場及び駐輪場等の確保策と維持管

理策 

駐車場について，五福キャンパスで

は，駐車場のゲート化，有料化，杉谷

キャンパスでは，患者用駐車場整備等の

計画の検討を進め改善を図る。駐輪場に

ついては，各キャンパス構内における敷

地利用の再検討を進め改善を図る。 

（４）ユニバーサルデザイン計画 

建物内部のユニバーサルデザイン化の

検討を進め改善を図る。 

また，大規模改修を伴わなかった施設

の建物周辺及び内部のバリアフリー化の

検討を進め改善を図る。 

（５）福利・国際交流施設 

留学生宿舎や国際交流施設等といった

整備構想の実現のため民間事業者と連携

して実施するPPP事業等の多様な手法に

よる検討を図る。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－33.1 各部局の必要面積，保有面積及び整備率〔2025（R7）年5月現在〕 

（参考）学部・大学院の基準面積の算出式国立大学法人等建物面積算出表（2025年度）より  

（111Pr1+64Pr2）+（44A1+17A2）+（35D1+14D2）+（29M1+9M2）+（17S1+6S2） ㎡ 

Pr1：理系の教授，准教授，講師数 

Pr2：文系の教授，准教授，講師数 

A1：理系の助教及び助手数（病院教員数を含む） 

A2：文系の助教及び助手数 

D1：理科系の博士課程大学院生数（完成定員） 

D2：文科系の博士課程大学院生数（完成定員） 

 

M1：理科系の修士課程大学院生数（完成定員） 

M2：文科系の修士課程大学院生数（完成定員） 

S1：理科系の学部等（３年生以上）学生数（完成定員） 

S2：文科系の学部等（３年生以上）学生数（完成定員） 

（６）サイン，アート計画 

サイン計画は，駐車・駐輪スペース，

各建物内部のサインについて，「富山大学

サイン計画」に基づき整備を推進する。 

また，アートを設置するスペースの創

出，空間利用の手法の検討を進める。 

２．安全・安心なキャンパスの提供について 

「24．災害と安全性を考慮したキャ

ンパス計画」による。 

３．高度化・多様化する教育研究活動の実

施に不可欠なスペースの確保について 

教育研究活動の活性化や高度化，多

様化に伴い必要となるスペースや，文部

科学省が補助金交付の基礎としている基

準面積を下回り，狭隘化している施設及

び部局への整備については，施設整備型

から運営計画型の施設マネジメントへの

移行を推進し，大学経営の効率化の観点

から大学改革の動向に備えた施設利用の

柔軟性確保（面積の再配分の道筋）や既

存ストックの有効活用を徹底したスペー

スマネジメントを推進し，保有すべき面

積の最適化（身の丈に合った保有量の確

保と健全化）を進めて必要なスペースの

確保を図る。 

財源については，施設整備費補助金

のほかＬＣＣ※の検証及びＥＳＣＯ事業
※等の継続によるトータルコスト低減と

平準化への取組（施設総合管理計画）の

検討といったコストマネジメントを推進

し，ＰＰＰ※等の新たな手法を含めた多

様な財源を活用して整備することについ

ても考慮に入れて検討を行う。 

また，環境マネジメントの推進体制

の整備・充実が求められる。 

2025（R7）年における基準面積に対

する保有面積と整備率については，図

表－33.1のとおり。 

ＬＣＣ：（Life cycle cost） 製品や構造物などの費用を，調達・

製造～使用～廃棄の段階をトータルして考えたもの。 

 

ESCO事業: （Energy service company事業） 顧客の高熱水費等

の削減を行い，削減実績から対価を得るビジネス形態のこと。 

 

PPP：（Public Private Partnership） 民間事業者が公営事業の計

画段階から参加して，設備は官が保有したまま，設備投資や運営

を民間事業者に任せる民間委託などを含む手法。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
https://kotobank.jp/word/%E8%A8%AD%E5%82%99%E6%8A%95%E8%B3%87-87412
https://kotobank.jp/word/%E6%B0%91%E9%96%93%E5%A7%94%E8%A8%97-170087
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４．国立大学法人等改革基本方針と 

  キャンパスの整備 

 

 国立大学法人等改革基本方針は，2028年

度から始まる第５期中期目標期間に向け，

中央教育審議会答申「我が国の「知の総

和」向上の未来像～高等教育システムの再

構築～」等を踏まえ，各国立大学法人が自

らのミッションや機能強化の方向性に沿っ

た改革を進めていくこととされており，こ

こでその内容について取り上げてみる。  

 

国立大学法人等改革基本方針 

 （令和7年11月4日）     ※一部抜粋 

 

２．機能強化の方向性に沿った財務戦略、人  

事戦略、マネジメント体制の抜本的強化  

 

（１）財務戦略  

〇資金に加え、自らが保有する土地や建物、

知の資産の棚卸し 

〇ミッション・機能強化の方向性に応じた

法人内での資産の活用や学内配分の最適化  

〇ミッション・機能強化の方向性に応じた

共創拠点化の推進、現有施設の機能や使い

方の見直し  

 

３．機能強化の方向性に沿った組織の見直し  

 

（２）附属施設   

〇附属施設（附属学校、附属病院、農場、演

習林、家畜病院、飼育場又は牧場、練習船、

養殖施設、薬用植物園等）の規模等につい

て、機能強化の方向性に沿った見直し  

〇附属病院について、  

・附属病院の診療科別の収支分析のさらな

る推進、大学病院の貸借対照表の作成など

資産状況の把握の在り方の検討、将来の地

域での医療需要を見据えた診療規模の適正

化など、経営基盤強化の推進  

・地域の医療提供体制について自治体を含

めたステークホルダーとの対話とコスト負

担を含めた必要なリソース分担の積極的推

進  

等を通じた持続的な病院経営の実現に向け

た方策の推進  

〇附属学校について、各法人のミッション・

機能強化の方向性、社会からの期待を踏ま

えた在り方の検証や、設置される附属学校

の数、種類、規模等についての整理と必要な

見直し及びそれに併せた教員養成大学・学

部の在り方の見直し  

 

（３）再編統合・連携等   

〇一定の規模が機能強化に有効と考えられ

る産学連携・スタートアップ創出・成長支援

機能、汎用性の高い研究基盤設備、共通事務

や各種システムの共用化の実施、地域の

様々なステークホルダーとの連携や戦略的

な施設の共有による共創拠点化など、機能

面に応じた連携の検討  

 

５．研究力の強化  

 

（１）研究の幅の確保  

〇学問の進展や新たな学問分野・融合領域

に迅速に対応する研究体制を構築するため

のシステム改革や、高度な研究マネジメン

ト（研究開発マネジメント人材・技術職員等

の専門人材、施設・設備・機器の共用等）の

体制構築  

 

６． １．～５．を踏まえた文部科学省におけ

る取組  

 

（２）各国立大学法人等の機能強化の促進

に向けた財政的支援方策等の検討  

〇近年の物価・人件費の上昇等も踏まえつ

つ、国立大学法人運営費交付金や施設整備

費補助金等の基盤的経費の着実な確保の推

進   

以上のように，改革の方向性と論点が示さ

れており，本学においても大学改革の推進の

ための様々な取組について，必要なキャンパ

ス整備を進め，改革推進の相乗効果が得られ

るように支援していく。 

PRINCETON UNIV.  

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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５．施設管理に関する問題 

 

2002年に文部科学省の調査研究協力者会議

がまとめた報告書から，約20年が経過した現

在においても，問題として認識すべき指摘に

ついて，以下に取り上げる。 

①施設管理と財源の問題 

a.施設管理に関する不十分な対応 

・施設・設備については，最低限の点検

等が行われているものの，高度化・多

様化する教育研究の要請に対して，十

分な対応がなされているとは言い難

い。 

・教育研究の急速な変化に対して，施設

の維持管理に必要な人的支援や財源措

置が追いつかず，更には傷み具合の把

握や対策が遅れ，その結果，施設は深

刻な老朽化を生じている。また，一方

では老朽化の進行に対し適切な手を打

たず，改築を待つという傾向も状況を

悪化させる一因となっている。 

・現在，施設の総量的不足がある一方

で，一部においては，施設の利用形態

に応じた適切なスペース配分が行われ

ていないために，過度に狭隘化してい

る状況もある。また，学部学科再編や

定員削減に際して，学部学科の枠を越

えたスペースの再配分が適切に行われ

ていないことによる狭隘化も生じてい

る。 

 

b.施設管理に要する予算不足 

・国立学校建物の修繕に係る予算は，そ

の平均単価は年間約750円／㎡程度で

ある。なお，各国立大学においては，

施設の老朽状況や模様替え等の必要性

から，この予算に加えて校費等の一部

を修繕に充てているが，研究費等の必

要経費に充当することが優先されるこ

とから，十分な修繕が行われないこと

も老朽化の要因の一つになっている。 

・一方，民間オフィスビルにおいては年

間約2,600円／㎡程度の修繕を実施し

ており，教育研究施設と商業用テナン

トビルという違いがあり単純に比較す

ることはできないものの，これらの与

条件を考慮してもなお格差があるとい

える。 

    

②学部単位による施設管理と画一的配分に

起因する問題 

a.学部単位による施設管理の弊害 

・大学においては，施設の多くは学部単

位で管理運営されている。このため，

全学的な施設利用などに関する合意形

成に時間と労力が必要となっている。

その結果，個々の学部内だけの限定さ

れた管理になりやすく，施設の稼働率

の低下など経営的な面からの問題が生

じている。 

 

b.画一的配分の慣習 

・施設の狭隘化の現状は，施設整備の遅

れに起因するものであるが，学内にお

けるスペースの配分にも改善すべき点

がある。実験の内容や実験機器の量，

学生の数及び危険物の有無など教育研

究活動の実態が様々であるにも関わら

ず，単に講座数などによりスペースを

画一的に配分してきたことから，狭隘

な室と余裕のある室の二極分化が発生

している。また，全ての面積を画一的

に配分することから，各分野の教育研

究の特性に応じた弾力的な施設の活用

を困難にし，必要に応じた適切なス

ペース配分とともに，プロジェクト型

の研究や競争的資金による研究のため

のスペースの確保が困難になってい

る。 

    

③効率的な施設管理の意識の欠如 

a.コスト意識の欠如 

・これまで，ともすれば施設は一種の消耗品

であるとし，障害が生じたときに必要最小

限の手当てをすればよいとの考え方から，

メンテナンスを軽視しがちであった。 

※「知の拠点」を目指した大学の施設マネジメント 

－国立大学法人（仮称）における施設マネジメントの在り方について－ 

（平成14年5月）今後の国立大学等の施設管理に関する調査研究協力者会議より 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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６．基幹設備（インフラストラクチャー）

に関する現状と課題 

基幹設備とは，教育研究診療活動の機

能を維持していくために必要な電力，通

信，ガス，情報，給水，排水，空調，エ

レベーター，監視制御等の建築設備の主

要な部分とその幹線部分を指し，キャン

パス整備においては実験機器等の設備と

の混同をさけるため，インフラ（インフ

ラストラクチャー： infrastructureの

略）と呼ばれている。また，基幹設備の

うち生活（教育研究診療活動）を最低限

維持しなければならない設備をライフラ

インと呼んでいる。 

各キャンパスの主な基幹設備の現状と

課題は次のとおり。 

 

（１）五福キャンパス 

①電力関係 

❑ 北陸電力㈱と3,650kWの22ｋV特別高

圧受電契約（予備契約3,500kW）を

行い，電気室24か所を経て各建物に

配電している。 

❑ 最大使用電力は 2024 年度実績で

3,248kW〔2025年1月〕となっている

が，例年夏季及び冬季は空調設備の

運転抑制による契約電力超過抑制を

行っているため，契約電力以内であ

るが，今後，建物整備や空調設備の

更新及び新規設置に伴い，契約電力

の見直しが必要となる。 

❑ 将来的に五福キャンパスの研究室・

実験室に設置された100台のGHPを

EHPに更新した場合の電力量増加分

は，600kW程度と想定されるほか，

キャンパス内の施設約3万㎡を機能改

善（改修）整備を行うと，4,200kW

を上回ると想定される。 

高圧電力の送電限界のひっ迫が懸念

される中，電源供給の信頼性向上

と，今後の電力需要の増加に柔軟に

対応するため，2019年度に22kVの特

別高圧受変電設備整備が事業化され

2022年3月に受電した。 

  

②ガス関係 

❑ 都市ガスは日本海ガス㈱と契約を行

い，4系統でキャンパス内に引き込みし

ている。 

❑ 理学部等系統（人文，体育施設，福利

施設）は，外面樹脂被覆管200Aを使用

し土中埋設〔1996年設置，延長約510

ｍ〕により供給している。 

❑ 工学部系統は，外面樹脂被覆管200Aを

使用し土中埋設〔2013年更新，延長約

1,200ｍ〕により供給している。 

・施設の新増築や修繕の計画を立案する

際，研究活動に必要な特殊な空調や内

装，研究の期間や実験のレベルに見合

う機能の水準設定並びにイニシャルコ

ストとランニングコストについて，十

分な検討が行われているとは言い難い

ものも見られる。 

・各国立大学においては，教育研究活動

に必要な施設機能を充足するための改

修や修繕に関する問題点と必要経費が

十分に把握されていない。 

 

b.スペース管理意識の欠如 

・不要な機器類が研究室や実験室に設置

されたままになっていることも，狭隘

化の一因である。また，共用可能な

OA機器や実験機器，書籍等をそれぞ

れの研究室に重複して設けるなど非効

率なケースもある。 

・類似した用途の室を重複して設置した

り，講義室の使用時間帯に偏りがある

など，稼働率を向上させるための検討

が不足しているケースもある。 

 

c.サービス意識の欠如 

・施設整備は多額の予算執行を伴うもの

であり，施設担当職員は法令上，予算

執行に際して重大な過失があった場合

の弁償責任が課されている。このた

め，施設の新増築に当たり，手続き事

務の基準やマニュアルに必要以上にし

ばられ，施設利用者の立場に立って，

その要請や意見を聞く姿勢に欠けるこ

とがあり，結果として，利用者への

サービスが不十分になりかねない。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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❑ 教育学部等系統（経済，教育，本部・
事務局）は，外面樹脂被覆管150Aを
使用し土中埋設〔1996年設置，延長約
440ｍ〕により供給している。 

❑ 留学生等系統（車庫）は，ポリエチレ
ン管150Aを使用し土中埋設〔2009年
設置，約20ｍ〕により供給している。 

❑ 3系統で使用されている外面樹脂被覆
管は耐震性に難があり，今後，災害対
策や老朽化により更新する際には耐震
性の高いポリエチレン管等を採用す
る。 
 

③給水（上水）系統 
❑ 富山市の水道本管より4系統でキャン
パス内に引き込んでいる。 

❑ 校舎系統は240ｍ3の受水槽〔2002年
設置〕から各建物に重力式及び加圧ポ
ンプ〔2002年設置〕で供給され，配管
は主に共同溝内に〔2002年設置，延長
約800ｍ〕敷設している。 

❑ 工学部系統は70ｍ3の受水槽〔2014年
更新〕から各建物に一部を除き重力式
にて各建物に供給している。配管は主
に共同溝内に〔2024年設置，延長約
420ｍ〕敷設しており，受水槽までの
引込管は2009年度に更新済みである。
重力式の各建物では冬季の寒波の影響
により配管が凍結し，一時断水状態が
発生しており，凍結対策が必要であ
る。 

❑ 体育施設系統は直結給水方式で給水さ
れ，配管は土中埋設〔2025年設置，延
長約100ｍ〕している。 

❑ 留学生センター系統は直結給水方式で
給水され，配管は土中埋設〔1988年設
置，延長約20ｍ〕している。 

 
④洗浄水・融雪・地中熱利用空調用水系統 
❑ 洗浄水・融雪・地中熱利用空調用水は
井水を利用しており，本部地区に1箇
所（300φ深さ40ｍ），工学部地区に1

箇所（300φ深さ41ｍ）及び融雪用と
して1箇所（300φ深さ40ｍ）及び地中
熱利用空調用として1か所（300φ深さ
40ｍ）の計4箇所の井戸を有してい
る。 

❑ 校舎系統は240ｍ3の受水槽〔2002年設
置〕から各建物に重力式及び加圧ポン
プ〔2002年設置〕にてより供給され，
配管は主に共同溝内に〔2002年設置，
延長約800ｍ〕敷設されている。 

❑ 工学部系統は70ｍ3の受水槽〔半地下式
2024年設置〕から一部の建物を除き重
力式にて各建物に給水され，配管は主

に共同溝内に〔2024年設置，延長約
530ｍ〕敷設しており，重力式の各建物
では冬季の寒波の影響により配管が凍
結し，一時断水状態が発生し，凍結対
策が必要である。。 

❑ 融雪用水系統は土中埋設〔1994年設
置，延長約700ｍ〕している。経年約
31年となっており更新時期を迎えてい
る。 

❑ 地中熱利用空調用系統は土中埋設
〔2014年設置，延長約10ｍ〕してい
る。 
 

⑤排水関係 
❑ 生活排水は富山市公共下水道に排水し
ている。 

❑ 実験排水は希釈等により水質基準を満
たしていることを確認し，下水道に放
流している。 

❑ 雨水は河川に放流している。 
❑ これらの排水管は土中埋設〔1979年設
置，延長約2,100ｍ〕され，老朽化が進
行していることから更新時期を迎えて
いる。 

 
⑥空調関係 
❑ 本部地区は，2012年度に，中央暖房方
式を廃止し，完全個別空調に移行済で
ある。 

❑ 工学部・都市デザイン学部地区は，
2020年度から2021年度にかけてライフ
ライン再生により中央暖房方式を廃止
し，完全個別空調に移行済である。 

❑ 空調設備の整備・更新にあたっては，
環境・エネルギー対策の中・長期計画
や費用対効果及び災害時のリスク分担
のためエネルギー源の分散化等につい
て十分に検討を行い更新計画を策定す
る。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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（２）杉谷キャンパス 

①電力関係 

❑ 北陸電力㈱と6,200kWの特別高圧2回

線受電契約を行い，電気室17か所を経

て各建物に配電している。 

❑ 最大使用電力は 2024 年度実績で

5,808kW〔2022年8月〕とな 

っており，これまでは常用発電機の連

係運転により契約電力超過を抑えてい

たが，2011年2月に「杉谷キャンパス

の電力需給・運用計画」を作成し，費

用対効果を検証した結果，常用発電機

の運転をやめ，電力会社から需給する

方が電力の安定性，安全性が確保さ

れ，コストメリットもあることから，

2011年10月に常用発電機の連係運転

を停止した。 
 

②ガス関係 

❑ 都市ガスは日本海ガス㈱より供給，引

込口径は200A，中圧で契約を行い

キャンパス内に引き込み，ガバナで低

圧にして各建物に供給している。 

❑ 配管は共同溝内〔延長約1,700ｍ〕と

土中埋設〔延長約800ｍ〕で供給して

おり，2021年度時点で1995年以前に

設置したガスのライフライン（未改修

建物内配管は含まない）は，1992年

に設置された，中央機械室への中圧配

管のみである，今後更新の計画が必要

である。 
 

③給水（上水）系統 

❑ 富山市の水道本管より1系統で引き込

んでおり，1,800ｍ3の受水槽〔1997年

設置〕から各建物に加圧ポンプ（2020

年更新）で供給している。 

❑ 配管は共同溝内〔延長約1,800ｍ〕と

土中埋設〔延長約1,800ｍ〕で供給し

ており，2021年度時点で1995年以前

に設置した給水のライフライン（未改

修建物内配管は含まない）は，キャン

パス敷地境界線設置の市水弁から量水

器までの配管のみであり，開学当時に

敷地の谷間に布設されており現状は施

工が困難であるが今後更新の計画が必

要である。 

❑ また，融雪用水として上水を加熱して

使用している。 

 

 

 

④中水系統 

❑ 現状中水は，市水により供給を行って

いる。 
 

⑤排水関係 

❑ 生活排水は富山市公共下水道に排水し

ている。 

❑ 雨水は河川に放流している。 

❑ 生活排水の主管は2020年度ライフライ

ン再生にて改修及び配管更生を行い

2007年以前施工の配管は9割方完了し

た。残りの１割は建物改修時に施工の

検討が必要である。 

実験排水の主管は2021年度ライフライ

ン再生にて改修及び配管更生を行っ

た。 

雨水の主管は2021年度ライフライン再

生にて洗浄及び部分改修を行った。 

主管部分でない配管部は，建物改修と共

に今後更新の計画が必要である。 
 

⑥空調関係 

❑ 空調用としてエネルギーセンターから

冷水温水及び蒸気を附属病院及び学部

建物等に供給している。 

❑ 空調ボイラーは，6t/h×４基（2012年設

置）。空調冷凍機は７基あり，ESCO設

備2008年2基，ESCO設備2017年3基，

2010年設置１基，2015年設置1基，と

なっている。 

❑ 学部建物等については，ＥＨＰ及びＧ

ＨＰによる空調が大部分を占めるた

め，個別建物にて今後更新の計画が必

要である。特にＧＨＰの老朽化が進ん

でおり早急な更新が必要である。  

❑ 空調設備の整備・更新にあたっては，

環境・エネルギー対策の中・長期計画

や費用対効果及び災害時のリスク分担

のためエネルギー源の分散化等につい

て十分に検討を行い更新計画を策定す

る。 
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（３）高岡キャンパス 
①電力関係 
❑ 北陸電力㈱と516kWの受電契約を行
い，電気室2か所を経て各建物に配電
している。 

❑ 最大使用電力は 2024 年度実績で
516kW〔2024年1月〕となっている
が，令和4年度に軽金属材料共同研究
棟が完成し，令和5年度から順次稼働
しているため，契約電力は増える可能
性が高い。 
受変電設備は2018年に更新済み。 
 

②ガス関係 
❑ 校舎用，宿泊施設用はそれぞれプロパ
ンガス（24,000kcal）23本を設置し，
各建物に供給している。 

❑ 配管は配管用炭素鋼鋼管（白ガス管）
で共同溝内〔1986年設置，延長約550

ｍ〕で敷設している。 
❑ 共同溝内の継手，フランジ部分の腐食
があるため，計画的な修繕が必要であ
る。 

 
③給水（上水）系統 
❑ 高岡市水道本管より，2系統でキャン
パス内に引き込んでいる。 

❑ 校舎系統は 4.5 ｍ 3 の FRP 製受水槽
〔1986年，配管及び加圧給水ポンプ
は2014年改修〕から各建物の1～2階
に直結給水方式で給水し，3～4階は加
圧給水方式で給水している。配管は主
に共同溝内〔2014年改修，延長約590

ｍ〕に敷設している。 
❑ 手洗い器や洗面器等の附帯設備は竣工
当初のままで老朽化が著しいため，更
新が必要である。 

❑ 宿泊施設系統は市水直圧で給水され，
配管は土中埋設〔2014年改修，延長
約90ｍ〕で引き込んでいる。 

 
④洗浄水系統 
❑ 洗浄水として，富山県企業局の工業用
水を引込み，72ｍ3のコンクリート製
地下受水槽〔1986年設置〕から各建物
に加圧ポンプ〔2014年改修〕で供給
し，配管は主に共同溝内に〔2014年改
修，延長約590ｍ〕敷設している。 

 
⑤排水関係 
❑ 建物排水は高岡市公共下水道に排水し
ている。 

❑ 実験排水は貯留槽及び検出桝でpHを
モニターして公共下水道に放流してい
る。 

❑ 雨水は河川に放流されている。 
❑ 経年劣化の著しい屋外排水管，屋内排
水管の更新計画及び洗管の計画が必要
である。 

 
⑥空調関係 
❑ 2020年度ライフライン再生により完全
に個別空調方式へ移行済みである。 

 
（４）まとめ 

基幹設備は大学の構成員の目に触れる
ことも少なく，異常や不具合が生じて始
めてその重要性に気付くことが多い。 

また，老朽化が進行し，通りが悪く
なったり，詰まったり，破裂したり，断
絶したりして機能不全に陥る様から，人
体に流れる血液や神経に例えられるよう
に，まさに教育研究診療の生命線となっ
ている。 

このため，事故の発生を抑制しリスク
を回避するため，定期点検や予防保全を
実施し，機能不全となる前に計画的に更
新していくことが極めて重要である。 

更新計画にあたっては，個別空調方式
に変えていくことを基本にし，環境・エ
ネルギー対策の中・長期計画や費用対効
果及び災害時のリスク分担のためエネル
ギー源の分散化等について十分に検討を
行う。 

 

７．都市計画による規制 

（１）五福キャンパス 

2007年11月1日付けで富山市高度地区

指定が施行され，図表－33.2のように高

さ20mを超える建物は新たに建設できな

いようになっている。 

（２）杉谷キャンパス，寺町団地 

市街化調整区域であり，大学や病院の

用途の建物については，一定の制限がさ

れている。 
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図表－33.2 高度地区の規制概念図 

  

  

  

  

  

  

  

  

再建築 

原則不可 

可能 

・大規模修繕 

・模様替え 

新築，改築，増築は20m以内で建設可能 
不適合部分 

高さ20mを 

超える部分 

高さ20m 

図表－33.3 高度規制により不適合となっている建物 

 高さ20mを超えている建物 
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１．第５次５か年計画〔2021（R3）年～2025（R7）年〕の整備目標860万㎡に対し，約523 

  万㎡（約61％）の進捗 

２．老朽改善整備の整備内容として，約785万㎡の整備目標を掲げたが，整備実績として404

万㎡（約51％）の進捗 

図表－R1  第５次国立大学等施設整備５か年計画における整備実績 

参考資料1 第５次国立大学法人等施設整備 
５か年計画の検証 

point 

法定耐用年数の２倍を超えるライフライン（附属病院除く）の1/2に当る配管・配線約

1900km，設備機器約1800台の整備目標に対し，配管・配線963km（約51％），設備機器1101

台（約61％）の進捗 

point 

図表－R1-1  第５次国立大学等施設整備５か年計画における整備実績 
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参考資料2 第6次国立大学法人等施設整備５か年計画 
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参考資料3 国立大学法人等施設整備事業の 

選定の考え方  
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参考資料4 富山大学にかかわる地震・津波災害と 

その対策について 

 

 

富山大学にかかわる地震・津波災害とその対策について 

 

竹内 章（富山大学名誉教授） 

 

問題と課題の所在： （１）備えるべき地震・津波  （２）ハード対策・ソフト対策 

 

１．はじめに（海溝型超巨大地震について） 

2011年（平成23年）3月11日14時46分18秒，三陸沖（牡鹿半島の東南東約130km付近）の

深さ約24kmでマグニチュード （Mw） 9.0の超巨大地震が発生した。震源域は三陸沖から茨

城県沖にかけての大陸棚及び海溝斜面に広がり，太平洋プレートと北アメリカプレートの境界

断層（日本海溝）における海溝型地震である。この地震では，本震及び余震による建造物の倒

壊・地すべり・液状化現象などの直接的な被害のほか，遡上高最大40mに達する大津波，火

災，そして，福島第一原子力発電所の過酷事故に伴う放射性物質漏れや大規模停電などが発生

し，未曾有の大災害となった。東北地方の甚大な一次被害に加えて，日本全国及び世界に経済

的な二次被害がもたらされている。また，この地震に連動して，長野県栄村や松本市，富山

県／長野県県境など西南日本が属するユーラシアプレートの東縁で中～大規模地震が発生して

いる。 

こうした地震情勢から内閣府防災担当は，2011年（平成23年）12月27日，東海沖から九州沖

の「南海トラフ」で起きる巨大地震に関し，有識者による検討会の中間とりまとめを公表し

た。想定する震源域と津波を引き起こす波源域を従来の約２倍に拡大し，地震の規模は暫定値

でM9.0とした。検討会は今年度末までに津波高などの推計を公表するが，西日本の自治体や

事業所等はどう対応するかが問われている。 

 

２．概説（本学が立地する富山県の活断層と地震） 

富山県の東に隣接するフォッサマグナ地域は東北日本と西南日本の境界域であり，糸魚川－

静岡構造線や富山トラフを境に東西で地形・地質の相違が明瞭に認められる。この領域をひず

み集中帯が貫いている。東北地方太平洋沖地震の影響によって地殻運動が急変したことを受け

て，３月12日には長野県栄村付近でＭ6.4の地震が発生し，糸魚川－静岡構造線断層帯の牛伏

寺断層付近でも地震活動が活発化していた６月30日にはＭ5.4の被害地震が発生している。 

日本の活断層は本州中部から近畿にかけて密に分布している。富山地域では，平野部に呉羽

山断層帯と砺波平野断層帯東部（高清水断層）があり，山間部には牛首断層や跡津川断層があ

る。これらの活断層沿いには過去の大地震の余震を含む微小地震活動が見られる。過去に越

中・飛騨で発生した大地震として，奈良・平安時代の大地震や天正白川地震，安政飛越地震が

あり，平均124年間隔で大地震が起きている。Ｍ６級の地震を含めると，発生間隔は70年程度

になる。 

微小地震の震源分布パタンは地下にある断層の形と関係し，地面に垂直な断層では幅の狭い

線状になるが，分布に幅の広がりがみられるパタンでは断層面の傾斜がゆるい。地殻変動様式

と地形もよく対応する。例えば，呉羽山断層帯は，台地や丘陵と海岸平野や扇状地との境界に

ある逆断層帯で，断層活動にともなって隆起する側となる呉羽山丘陵や射水丘陵東縁の地形面

や地層が階段状に変形している。本学の３地区はいずれもこうした活断層沿いに立地してい

る。五福地区は呉羽山断層が地表に現れる断層線上にあり，杉谷地区は同断層の隆起側に形成

された丘陵上にある。また，本学高岡地区は砺波平野断層帯の一部である高岡断層の隆起側近

傍に位置する。 

富山県内における震動特性と地震災害の特徴として，つぎのような傾向がある。 

人口が密集する平野部では，表層地盤が軟弱で，揺れが増幅されやすい。一般に震度Ⅳまでは

大きな火災や家屋倒壊などで広域での被害は出にくい。しかし，県内及び隣県の活断層が動 

2012年（平成24年）1月5日補訂 

2016年（平成28年）1月15日補訂 
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けば平野部の震度は必ずⅥ弱以上になる。このような強震動では，標高10ｍ以下の平低地では

液状化の被害が多発する。震源直上（震央）は当然ながら被害が大きい。震源からの距離だけ

でなく，旧河道と後背湿地などの沖積地・埋立地（谷筋・沼地・溜め池跡の盛土など）で被害

が大きくなる（本学高岡地区）。一方，自然堤防・台地・丘陵地は相対的に頑丈だが，傾斜

地，急斜面の造成地では，斜面の災害が出やすい（本学杉谷地区）。地表地震断層が現れる場

所は地面の変形や段差がつく危険も高く特別の注意が必要である（本学五福・杉谷地区）。日

頃から，呉羽山断層の地表位置は，地震防災マップで確認しておくことが望ましい。なお，断

層面が傾斜する逆断層では，震央が地表の断層線から離れた場所になり，強い揺れの範囲が広

がることになる。とくに砺波平野断層帯東部による地震では富山市南部が震源域（震央）にな

り，震災をもたらす可能性がある（本学杉谷地区）。また，呉羽山断層による地震では海底断

層による津波被害が想定される。 

 

３．低頻度大災害のミチゲーション 

富山大学（富山県）に関わる当面の想定地震として，まずは南海トラフの巨大地震，次いで

糸魚川－静岡構造線の大地震，そして平野部の砺波平野断層帯東部や呉羽山断層帯などの直下

型地震が考えられる。ただし，地震発生確率が高い順に地震が発生するわけではないことに注

意すること（注1）。 

とくに，南海トラフの巨大地震はＭ８級でありM９も想定されることから，発生時に県内は

広域的に震度Ⅴ弱かそれ以上となり，平野部では震度Ⅴ強ないしⅥ弱になると予想される。既

往の南海トラフの巨大地震では，その発生前後に内陸や日本海側の地震活動が活発化し，前駆

～連動現象による直下型地震の発生が知られている。とくに新潟－神戸地震帯ではＭ６クラス

以上の地震はほとんど活断層が震源となっている。なお，必ずしも全ての地震が活断層で発生

するのでなく，地殻内の地震はＭ５以下ならば，いつどこで起こってもおかしくない。小規模

な地震でも震源地付近では局所的に被害を出すことがあり，地震に対する日頃の備えを怠らな

いことが大切である。 

本学構成員については，地震に「慣れていない」ことから生じる，ショック・動揺・デマな

どの問題が懸念される。発災時・緊急時には，まずは正しい情報の入手と科学的理解にもとづ

く機敏な行動が求められる。冷静な対処ができるためには，一人ひとりが地震に対して正しい

科学的理解を持つ必要がある。「地震を正しく知り，正しく恐れる」ために，本学構成員に対

して，啓発・周知・学習の活動，学生を含む組織的防災訓練などの機会を設けることが必要で

ある。その第一歩として，それぞれの地区に即した地震防災マップ（富山市及び高岡市の地震

防災マップや防災科学技術研究所の地震ハザードステーションJ-SHISなど）を提示することが

考えられる。 

ハード面の防災対策としては，実験室における薬品等の落下防止などは必要不可欠である。

減災への備えは「富山大学防災計画震災編」の作成を前提に，ゆっくりと確実に，地震災害に

強い大学づくりを進めることが求められる。また，それは地域との協働を意識的に進めること

に他ならない。 

 

注１：とくに，内閣府や地震調査研究推進本部による発表とは異なり，南海トラフにおける次

の巨大地震の発生までは今後200年以上の間隔があるとする考えもそれなりに十分な根拠があ

る。自然現象は大きな不確実性を伴うものであり，想定には一定の限界があることを十分周知

することが必要である。 

 

４．地震の発生と被害の予想 

 （4-1）概要 

内閣府（防災担当）及び地震調査研究推進本部が公表している切迫度や発生が予想される地

震の規模（マグニチュード）を考慮すると，当面備えるべき地震は，本学３地区（キャンパ

ス）とも概ね共通している。まず南海トラフの海溝型巨大地震，次いで活断層型の地殻地震で 
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であり，後者の震源断層は，プレート境界の性格をもつ糸魚川-静岡構造線断層帯ならびに本学

が立地する富山地域の活断層である。 

・地震動の強弱は震源断層からの距離と地盤の応答特性（増幅率）で決まる 

高岡地区：増幅率＝2.10 30年確率＝震度５弱以上85.2％；震度６弱以上26.1％ 

五福地区：増幅率＝2.13 30年確率＝震度５弱以上88.9％；震度６弱以上30.1％ 

杉谷地区：増幅率＝0.93 30年確率＝震度５弱以上51.8％；震度６弱以上9.4％ 

・地盤液状化：高岡地区は海岸平野（＋小矢部川の後背湿地）にあり重大な被害が予想さ

れる 

・地震断層：五福・杉谷両地区では伏在断層破砕帯による強震動や地面の段差による建物損壊 

五福地区特有：神通川の津波遡上ならびに堤防決壊による浸水～洪水被害 

杉谷地区特有：急傾斜地の崩壊や地すべりによる二次災害も要注意 

・大学特有の震動による災害問題：実験室の薬品事故・火災等。 

 

（4-2）五福地区 

五福地区で備えるべき地震は，南海トラフの巨大地震（M8.1～M9.0），糸魚川-静岡構造線

断層帯の地震（M7.5～M8.5），呉羽山断層帯の地震（M7.4），次いで，砺波平野断層帯東部

（高清水断層）の地震（M7.3）の順である。これら全てを考慮した当面30年間について，工学

的基盤における地震動の増幅率は2.13と高く，震度５弱以上に見舞われる確率は88.9％；震度

５強以上は88.9％，震度６弱以上5.1％，震度６強以上は1.0％である。 

五福地区は呉羽山断層帯の主断層が敷地（工学部）を通過する。このため，呉羽山断層帯で

地震が発生すると，震度６強～７の揺れとなり，未耐震化建造物の損壊，火災発生がありう

る。化学系の実験室等における人命の安全確保も課題である。また，地表地震断層の発現を警

戒する必要があり，地表地震断層が敷地を走り高さ２～３メートルの段差を生じ，道路や建物

を破壊する可能性がある。さらに，地表地震断層による堤防損壊・破堤による地区一帯の湛水

も考えられる。 

 

（4-3）杉谷地区 

杉谷地区で備えるべき地震は，南海トラフの巨大地震，糸魚川-静岡構造線断層帯の地震，呉

羽山断層帯の地震，次いで，砺波平野断層帯東部（高清水断層）の地震の順である。これら全

てを考慮した当面30年間について，工学的基盤における地震動の増幅率は0.93であり，震度５

弱以上に見舞われる確率は51.8％；震度５強以上22.1％；震度６弱以上9.4％，震度６強以上は

3.3％である。 

杉谷地区でも，呉羽山断層帯を構成する友坂断層が敷地内を通過しているほか，西富山イン

ター付近にも多くの活断層が知られている。このため，呉羽山断層帯で地震が発生すると，震

度６強～７の揺れが襲い，地表地震断層による高さ数十センチメートル程度の段差が生じるほ

か，建物群の背後にある斜面が崩壊する。附属病院では，強震動が災害弱者の安全を損なう可

能性は高い（本来は，このような場所には病院が建設されるべきではない）。 

 

（4-4）高岡地区 

 高岡地区で備えるべき地震は，南海トラフの巨大地震，糸魚川-静岡構造線断層帯の地震，呉

羽山断層帯の地震の順である。次いで，砺波平野断層帯西部（高岡断層）の地震，邑知潟地溝

南縁断層帯の地震にも要注意である。これら全てを考慮した当面30年間について，工学的基盤

における地震動の増幅率は2.10であり，五福地区と同様に高い。そのため，当地区が震度５弱

以上の揺れに見舞われる確率は85.2％；震度５強以上55.8％，震度６弱以上26.1％，震度６強

以上は11.2％である。 

本地区は富山湾に面した海岸平野（射水平野）の西端に位置し，加えて小矢部川の後背湿地

にあることから，軟弱地盤の液状化により，建物及び埋設ライフラインの損壊など重大な被害

が予想される。 
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５．津波の被害について 

富山湾にある海底活断層による地震で津波が発生した場合，沿岸の浸水高は５メートル以上

と考えられる（地震津波の被害想定は，現在，富山県による検討作業が進行中であり，津波シ

ミュレーションにもとづく被害想定が公表された段階で詳しい見直しを行う必要がある。） 

本学の３地区のなかで，杉谷地区は標高50－70メートルにあり，津波の浸水域からは明らか

に外れる。一方，五福地区は標高11メートル，高岡地区が標高5メートルにあり，津波による

浸水被害を考えておく必要がある。 

五福地区は，富山湾の海岸線（神通川河口）から7.5-8.3キロメートルの位置にある。11メー

トルの標高からすれば，直接的な津波被害を受ける可能性は低いが，神通川を遡上する津波は

脅威である。とくに呉羽山断層帯で地震が発生した場合，津波は短時間（５分以内）に海岸に

到達する。上流域の豪雨等による洪水時の津波遡上は堤防からの越流による一帯の湛水などの

複合シナリオも考えられる。高岡地区は，富山湾の海岸線（小矢部川河口）から4.6キロメート

ルの位置にあり，浸水高が５メートルを超える場合に一定の津波被害が想定される。 

  

６．地震による揺れと津波の被害を軽減するため対策について 

（6-1）基本的考え方 

○阪神淡路大震災・新潟地震・東日本大震災など既往の大学被災事例に教訓を得て，建築物，

交通インフラやライフライン等については，計画的に耐震化を進めるとともに，長周期地震動

対策や液状化対策ならびに浸水対策を着実に進めることが必要である。 

（6-2）建築物等の耐震化 

○建築物の倒壊は，死者発生の主な要因となるとともに，火災の発生や延焼，避難者・災害廃

棄物の発生など被害拡大と応急対策活動の阻害の主な要因となることから，建築物の耐震化に

ついては，計画的に取り組むとともに，耐震補強の必要性について啓発活動を強化し，また，

財政面などの支援方策について配慮すべきである。 

○建築物の天井の落下による被害が多数報告されていることから，振れ止めの設置や天井と壁

とのクリアランスの確保等の対策を実施する必要がある。また，家具等やブロック塀の転倒に

よる負傷や避難時の障害も報告されていることから，家具等の固定対策やブロック塀の転倒防

止策等必要な対策が促進されるよう，啓発活動を積極的に実施し，また，財政面などの支援方

策について配慮すべきである。 

○ライフラインの被災は，安否確認，住民の避難，救命・救助等の応急対策活動などに支障を

与えるとともに避難生活環境の悪化等をもたらすことから，ライフラインが被災し寸断しない

よう耐震化・多重化を進める必要がある。また，交通インフラの被災は，交通機能に支障を与

えるとともに，災害廃棄物の撤去やライフラインの復旧などに大きな支障を与えることから，

計画的に耐震化や代替性の向上等を図る必要がある。 

（6-3）長周期地震動や液状化対策 

○今回の東北地方太平洋沖地震では，長周期地震動は地震の規模を考えると比較的小さかった

が，超高層ビルにおいて天井の落下，内装材，防火戸，エレベータなどの被害が発生している

ことから，必要な補強対策を実施することが必要である。なお，今後の長周期地震動の検討に

あたっては，地震による揺れの強さに加えて，地震毎の周期特性や継続時間の影響などについ

ても留意することが必要である。 

○また，埋立地や旧河道などで地盤の液状化に伴う家屋被害が広範囲に発生していることか

ら，浅部の地盤データの収集とデータベース化の充実等を図るとともに，着実に地盤改良を進

めることが必要である。また，個人住宅等の小規模建築物についても，液状化対策に有効な基

礎構造等についてマニュアル等による普及を図るものとする。なお，今後の液状化の検討にあ

たっては，地震による揺れの強さに加えて，地震の継続時間の影響などについても留意するこ

とが必要である。 

（6-4）浸水対策 

○各地域（富山市ならびに高岡市）において行政が想定している洪水災害に加えて地震による

二次災害として湛水・浸水を想定した対策を講じる必要がある。（以下，詳細は割愛）。 
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７．その他（ソフト的防災対策について） 

富山大学自主防災組織の編成と防災訓練に向けて 

本学の防災対策としては，学生，教職員及び近隣住民の生命・身体の安全確保及び災害によ

る教育研究施設等の被害を最小限にとどめること，さらに出火防止等に最大の努力を払い，社

会的影響を最小限に抑えることが求められている。 

 

（7-1）防災教育の目的 

大学の本分が安心・安全に機能するため，構成員の生命，身体及び財産を災害から守る防災

対策は，大学運営上最も重要な行動の一つである。地震災害のような大規模な自然災害では，

ひとたび発生した場合，行政自身も被害を受けていることが考えられるため，防災関係機関の

対応は限界がある。とくに大学は普段，地域と隔絶した存在になりがちであり，行政からの対

応はほとんど期待できない。 

この実情からも大学には自主防災組織が必要である。 

一方，普段から授業や研究室で顔を合わせている学生と教職員の関係を越えた範囲の人々の

交流はほとんど行われていない現実もある。このような状況のなかで，発災時には，被害の軽

減を図り拡大を防ぐため，早期に実効性のある対策をとることが必要であり，大学構成員一人

ひとりが，自分の身を自分の努力によって守る「自助」とともに，近隣部局の人々が集まっ

て，互いに協力し合いながら，防災活動に組織的に取り組む「共助」が必要である。 

しかしながら現実には，各キャンパス（地区）に大学職員による防火・消火体制はあるもの

の，部局間で協力し合う体制や共助活動を担うべき自主防災組織は存在していないのが実情で

ある。早急に立地地域（富山県・富山市・高岡市）及び学内の実情に即した自主防災組織の編

成を計画すべきである。自主防災組織の運営については，大学構成員の自発的な活動であるた

め，訓練においても自発的な計画・活動が必要である。訓練を実施し，地域の防災力の向上を

図ることで，いざというときに備える。 

 

（7-2）防災訓練 

上記の目的と必要性は，絵に描いた餅になりがちであるが，適切な防災教育（講習と訓練）

の実施により災害に強い富山大学を構築することができる。 

①初期消火訓練 

大規模災害時に，最も被害を拡大させる要因として火災があり，初期消火活動が欠かせな

い。とくに杉谷・五福地区の化学系実験室等では（出火を未然に防ぐことが基本的に重要であ

るが），もし火が出た場合，その場で初期のうちに完全に消し止める技能を習得する必要があ

る。 

② 避難訓練 

地震による建物の倒壊・損傷，津波や洪水，大規模な火災により，地域住民の生命・身体に

危険が及ぶ場合は，直ちに安全な場所への避難が必要である。また，火災，水害など災害の複

合によって避難方法の選択が異なることや災害時要援護者の避難支援も必要であり，地域の全

員が事前にしっかりと避難訓練をしておくことが求められる。 

③ 救出・救護訓練 

大規模地震災害時には，什器の下敷き，落下物，薬品・実験機器等により負傷者が発生する

恐れがあり，迅速な救出活動が必要となる。このことを踏まえ，災害時には多数の負傷者が出

ることも想定し，応急手当の方法や高層階の負傷者の救出方法などを習得し，訓練する。 

④ 情報収集・伝達訓練 

災害時は情報が錯綜する。正確で迅速な情報収集・伝達活動が欠かせない。いざという時に

学内災害対策本部と大学構成員との情報のやり取りができるよう伝達方法について習得するこ

と。地震災害では，揺れが収まった後の安全点検作業に関する進捗情報伝達及び避難警告解除

の通告周知なども重要である。 

⑤ 図上訓練（地域防災マップの作成，マニュアルの作成） 

災害図上訓練では，各地区で大規模地震災害が発生した場合を想定し，地図への書き込みを

通して，参加者全員が主体的にかつ積極的に災害の対応策を考える。災害図上訓練として有効

な具体的手法のひとつにDIG（ディグ：Disaster Imagination Gameの略）がある。 
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例えば，本学が地域住民の避難地震や洪水など災害時の避難所となる場合も想定される。避

難所の開設にあたっては，避難所スペースと非避難所スペースの区分，さらに避難所スペース

は共有部分と学生・職員の生活の場としての居住部分に分ける，などの議論が行われる。 

 

（7-3）富山大学地域防災総合センター（仮称）の設置 

 地域連携を通じ，富山大学における防災教育を多面的に展開させるとともに，防災科学研

究，防災ボランティア活動支援及び災害時の危機管理能力を組織的に発展させ，地域の防災力

の向上に資することを目的として，富山大学地域防災総合センターの設置を計画することを提

言する。 

 当面，必要とされる同センターの所掌事項は概ね以下のとおりである。 

・大学固有の条件を考慮した，具体的な被害シナリオの下に防災対策を検討・立案するべきで

ある。 

・様々な手段が総合化・一体化されて地震対策として効果を発揮するためには，地域防災計

画，都市計画などの関連する各種計画の有機的な連関が確保される仕組みの確立が必要であ

る。 

・学内の被災状況に応じて学生等が適切な避難行動をとることができるよう，必要な体制を整

備し，対策を講じる必要がある。このため，警報等の情報伝達，避難誘導，避難場所・津波避

難ビル等や避難路・避難階段の整備，課題を調査分析し，あらかじめ十分な対策をとっておく

必要がある。 

・その際，学生等の避難行動に役立つ情報が何か，構内放送設備の充実や携帯電話の活用など

伝達手段をどう考えるのかについて検討し，必要な対策を地元関係機関とも連携して講じてい

くことが重要である。学生・教職員等や防災担当者に対する防災教育，防災訓練などを通じた

防災意識の向上にも努めていく必要がある。 

・刻々と変わる状況に臨機応変の避難行動をとることができるよう，津波想定等の数値等の正

確な意味の理解の促進などを図るため，防災教育などを通じて危機意識を共有すること，いわ

ゆるリスクコミュニケーションが重要である。 

  

参考：名古屋大学防災アカデミー・静岡大学防災総合センターなど 

静岡大学防災マイスター養成制度 
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富山大学における地震防災対策の計画にむけた参考資料 

 

１．富山県及び周辺の想定震源断層 

・富山平野直下の逆断層:  

ｗ西部

⑤ 魚津断層帯 

・周辺地域の横ずれ断層: 

⑥ 庄川断層帯 

⑦ 牛首断層・跡津川断層 

⑧ 糸魚川-静岡構造線断層帯 

⑨ 境峠・神谷断層帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今後30年以内の地震発生確率〔地震調査研究推進本部2012年1月1日起算値〕 

  ・森本－富樫断層帯（Ｍ7.2程度， ほぼ0～６％） 

・砺波平野断層帯東部（Ｍ7.0程度， 0.04～６％） 

・邑知潟断層帯（Ｍ7.6程度，２％＊） ＊データ不足のため暫定値である 

・呉羽山断層帯（Ｍ7.4程度，ほぼ0～５％）  

・糸魚川-静岡構造線（糸静線）断層帯（М8.0±0.5，16％） 

・南海トラフの巨大地震 

東南海地震Ｍ8.1 30年確率70％程度（10年以内では20％程度） 

  

■特記事項：新潟-神戸歪集中帯では地震活動が活発化している 

2011年（平成23年）東北地方太平洋沖地震の余効変動が10年間以上は持続すると考えら

れ，今後も北アルプスやフォッサマグナ地域でМ５級以上の地震が発生する可能性が高

い。実際に2014年（平成26年）11月22日には，長野県北西部の神城断層でM6.7の地震が

発生した。 

図１ 今後３０年以内に震度６弱以上の地震が発生する確率 

と活断層の分布（http://www.bosai.go.jp 参照） 
太実線は地表での断層位置であり，破線は地下に傾き下がる断層面の

位置を示す。二重線はほぼ鉛直な断層面をもつ横ずれ断層。 

① 

② 

③ 

e④ 

⑤ 

⑥ 

⑦u ⑧ 

⑨ 

w④ 

⑦a 
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オフサイトセンター※2 

 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 
北陸電力㈱ 

富山県 

（災害対策本部） 

石川県 

県民 

（本学） 
報道機関 

住民 

（本学） 

関係市町村 

報道 報道 

広報 
広報 

広報 

情報提供・交換 

情報提供・交換 

派遣職員による情報収集 

※1原子力緊急事態宣言 

原子力事業所の区域付近において政令基準（１時間あたり500マイクロシーベルトの放射線）

以上の放射線量を検出する場合など，国の原子力災害対策本部の設置など緊急事態応急対策を

行う状態。 

 

※2オフサイトセンター（緊急事態応急対策拠点施設） 

原子力災害が発生した時に，国，都道府県，市町村などの関係者が一同に会し，原子力防災

対策活動を調整し円滑に推進するための拠点となる施設で，原子力防災対策活動を調整し円滑

に推進するための拠点となる施設で，原子力施設のある都道府県の区域に所在する。オフサイ

トセンターには，原子力事業者防災業務計画などに関する指導・助言など，原子力発電所に係

る業務を担当する原子力防災担当官が常駐する。 

参考資料5 原子力緊急事態宣言※1発出後の体制 

富山県地域防災計画「原子力災害編 第３章 原子力災害応急対策」（令和３年３月修正）の概要を参考に本学用に作成 

図表－R2 事故発生時における体制 
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耐震性能を表す指標は構造耐震指標と呼ばれるIs値とCTU・SD値の２種類あり，文部科学省で

はこの指標を組み合わせて「緊急度ランク」を定めている。 

 

１．Is及びCTU・SD値について 

Is値（構造耐震指標）とは，建物の耐震性能を表わす指標で，地震力に対する建物の強度，

地震力に対する建物の靭性（変形能力，粘り強さ）が大きいほどこの指標も大きくなり，耐

震性能が高くなる。 

Is ＝ E0×SD×T 

E0：保有性能基本指標（建物が保有している基本的な耐震性能を表す指標）Is 値を求め

るにあたって最も重要な指標＝C （強度の指標） × F （粘り強さの指標） 

SD：形状指標（平面・立面形状の非整形性を考慮する指標） 

1.0 を基準として建物形状や耐震壁の配置バランスが悪いほど数値が小さくなる 

T ：経年指標（経年劣化を考慮する指標） 

 

以上により，次のような建物は耐震性能が低くなる。 

❑ 建物の強度が低く，粘り強さも弱い 

❑ 建物形状やバランスが悪い 

❑ 建物の劣化が激しい 

 

２．構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性の評価の指標 

〔2006年（平成18年）1 月25 日 国土交通省告示第百八十四号〕 

Is＜0.3    地震に対して倒壊または崩壊する危険性が高い 

0.3≦Is＜0.6  地震に対して倒壊または崩壊する危険性がある 

0.6≦Is    地震に対して倒壊または崩壊する危険性が低い 

 

文部科学省では，公立学校施設の耐震改修の補助要件として，地震時の児童・生徒の安全

性，被災直後の避難場所としての機能性を考慮し，補強後のIs値がおおむね0.7 を超えること

としている。 

 

３．CTU・SD値について 

建物にある程度の強度を確保する目的の建物の形状（SD）や累積強度（CTU）の指標に関す

る判定基準で，Is値が高くてもCTU×SD値が0.3 未満の場合は危険性があるとされている。 

参考資料6 耐震性能を表す指標 

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3
0.4 0.4 0.4 0.3 0.3
0.5 0.5 0.5 0.4 0.4
0.6 0.6 0.6 0.5 0.5
0.7 0.7 0.7 0.6 0.6
0.8 0.8 0.8 0.7 0.7

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0 0.15 0.3 0.45 0.5

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

緊急度ランク  

① 高 

②  

③  

④  

⑤  

⑥ 低 

⑦ 無 

CTU・SD 

Is 

図表－R3 耐震性能を表す指標（鉄筋コンクリート造の場合） 
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参考資料7 施設に起因する破綻のシナリオ 

 

図表－R4 施設に起因する破綻のシナリオ 

・中期財政フレーム（△10％） 

・負の遺産を抱えて法人化 

・自助努力の要請 

・産学官連携の推進 

施設整備補助金 

予算の削減 

・老朽化の一層の進行 

・事故発生リスク増大 

・人件費・教育研究費を 

 削減し施設に充当 

・施設の機能停止 

・事故発生 

・教育研究活動の低下 

・大学の魅力減少 

・優秀な学生・教員が確保できない 

評価 

予算の削減 

・優れた人材の育成が困難 

・基礎研究・先端研究の低下 

・国際競争力の低下 

・教育・研究・社会貢献が果たせない 

・地元に大きな影響が生ずる 

・耐震補強の必要性 

・災害対策の推進 

・コンプライアンス 

改善 放置 
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参考資料8 施設整備費の推移 

図表－R5 施設整備費の推移 

図表－R6 18歳人口と大学入学者等の推移 

※出典：文部科学省「学校基本統計」 

参考資料9  18歳人口と大学入学者等の推移 
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図表－R7 学生数と建物延べ面積 

一般に，建物延べ面積は学生数に比例している。 

本学は，学生数が同規模の他大学と比べて建物延べ面積がやや少ない。 

「国立大学法人財務データ概要 令和5年度版」 独立法人大学改革支援・学位授与機構編に

よる。 

 

附属病院を有する総合大学25校 

弘前大学，秋田大学，山形大学，群馬大学，富山大学，金沢大学，福井大学，山梨大学， 

信州大学，岐阜大学，三重大学，鳥取大学，島根大学，山口大学，徳島大学，香川大学， 

愛媛大学，高知大学，佐賀大学，長崎大学，熊本大学，大分大学，宮崎大学，鹿児島大学，

琉球大学 

参考資料10 国立大学法人のうち附属病院を有する総合
大学25校の比較 
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図表－R8 学生及び教員1人当たりの建物延べ面積 

本学は，学生及び教員1人当たりの建物延べ面積がほぼ平均的な値となっている。 

図表－R9 男子学生数と女子学生数 

一般に，男子学生数に対する女子学生数の割合は同じ傾向にある。 

本学は，女子学生の割合が比較的高い。 
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図表－R10 留学生数と留学生の比率（留学生／学生数） 

本学は，留学生数は上位に位置しているが留学生の比率はやや低い。 

図表－R11 教員１人当たりの研究経費及び学生１人当たりの教育経費 

本学の学生１人当たりの教育経費は下位，教員１人当たりの研究経費は中位に位置している。 
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図表－R12 土地固定資産と建物固定資産 

本学の土地固定資産及び建物固定資産の価値はやや下位に位置している。 

図表－R13 施設整備補助金と投資活動によるキャッシュフロー 

本学は，施設整備費補助金を含めた投資活動によるキャッシュフローでは赤字となっており，施設整備費補助

金を考慮した場合その差が下位に位置している。 
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固定資産の減価償却累計は，約283億円となっており固定資産の約48％であり，年平均約22億円増加している。 

参考資料11 富山大学の施設に関するデータ 

図表－R14  保有面積と運営費交付金の推移 

図表－R15  固定資産と減価償却の累計 

135 11,939 

62,418 

216,166 

281,717 

312,766 

374,795 

376,116 

380,274 

146

128
127

134

131

110

115

120

125

130

135

140

145

150

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025
富山大学
再編統合

延
べ
面
積

(㎡
)

運
営
費
交
付
金

(億
円
)

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html


 

University of Toyama Campus Master Plan 2025            176 

図表－R17 空調機器の更新サイクルによる整備台数の試算 

図表－R16 Mid-Term（2040（R22）年）までの施設整備の需要の試算 
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更
新

台
数

現状30年以上経過している空調機を優先的に更新し，2033年以降は，機器設置後25年を目安に更新する。 

※2025（R7）年度における保有台数による。 
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図表－R18 建物用途別面積と割合 

※2025（R7）年度における保有面積による。 

図表－R19  ＜STEP1＞大学全体の過去６年間における延床面積と原油換算量 
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※原油換算量は省エネルギー定期報告書による。 
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図表－R21  ＜STEP1＞五福・杉谷・高岡キャンパスの光熱水費支出額と原油換算量 
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※原油換算量は省エネルギー定期報告書による。 

図表－R22  ＜STEP1＞五福キャンパス（五艘団地含む）の光熱水費支出額と原油換算量 

※原油換算量は省エネルギー定期報告書による。 
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図表－R23  ＜STEP1＞杉谷キャンパスの光熱水費支出額と原油換算量 

※原油換算量は省エネルギー定期報告書による。 
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0.004億,1.1%

0.003億,0.8%

0.01億,3.4%

0.01億,2.7%

0.01億,2.6%

0.01億,3.1%

0.01億,1.9%

0.01億,1.8%

0.28億

0.24億

0.26億

0.31億

0.35億

0.39億

317.0 

272.0 

263.0 

257.0 

240.0 

213.1 

200

220

240

260

280

300

320

340

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

2019年度

（R1）

2020年度

（R2）

2021年度

（R3）

2022年度

（R4）

2023年度

（R5）

2024年度

（R6）

高岡キャンパスの光熱水費支出額と原油換算量

灯油 A重油 LPG 電気 市水 下水 工業用水 原油換算量

支
出

額
（
億

円
）

原
油

換
算
量
（

k
L）

図表－R24  ＜STEP1＞高岡キャンパスの光熱水費支出額と原油換算量 

※原油換算量は、省エネルギー定期報告書による。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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3,507 

27%
3,385 

26%

3,485 

26%
3,393 

27%
3,058 

26%
2,970 

26%

8,962 

69%

9,257 

71%

9,227 

70%
8,782 

70% 8,249 

71%
8,297 

72%

2% 2% 2%

2%

2% 2%

1% 1% 1%
1%

1% 1%

0.01% 0.01% 0.01%
0.01%

12,951 13,099 13,165 
12,612 

11,695 11,598 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

各団地の過去６年間における原油換算量

五福 杉谷 高岡 五艘 農場

(kL)

10,132 ,

78%

10,158 ,

78%

10,493 ,

80%
10,180 ,

81% 8,949 ,

77%
8,642 ,

75%

1,430 ,

11%

1,729 ,

13%

2,069 ,

16% 1,581 ,

13%
2,092 ,

18% 1,861 ,

16%

1,183 ,9%
1,097 ,8%

599 ,5%

850 ,7%

644 ,6%
949 ,8%

0.05% 0.04% 0.03%
0.01%

0.02%
0.01%

2% 1%

0.1%
0.1%
1%

12,951 13,099 
13,165 12,612 11,695 11,598 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6

大学全体の過去６年間における原油換算量

買電量 都市ガス 灯油 LPG Ａ重油 太陽光 PPA

(kL)

図表－R25  ＜STEP1＞大学全体の過去６年間における電気・ガス・重油の原油換算量 

※原油換算量は、省エネルギー定期報告書による。 

図表－R26  ＜STEP1＞各団地の過去６年間における電気・ガス・重油の原油換算量 

※原油換算量は、省エネルギー定期報告書による。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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参考資料12 エネルギーマネジメントによる 

光熱水費削減の取り組み課題 

図表－R27  エネルギーマネジメントによる光熱水費削減の取り組み課題 

現在の光熱水費 年間 2024（R6）年度 光熱水料金：310,270万円 

現状の主な問題点（順不同） 

 

・使用エネルギーの把握が正確にできていないところがある 

・空調条件の大幅な見直しが必要な施設がある 

・エネルギー効率の悪い機器が点在している 

・実験機器も含み，設備機器の老朽化が進んでいる 

・空調機器運転の最適化が遅れている 

・照明のLED化が遅れている 

・ベース電力の使用量が多く，運用の見直しが必要 

・トップランナー変圧器の導入が進んでいない  

・杉谷団地の消雪に市水を加熱し使用しており，方式の見直しが必要 

合計金額は、四捨五入のため一致しない 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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参考資料13 ＺＥＢ化実証事業 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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参考資料14 環境配慮活動令和７年度計画表 
（具体的活動・手引き） 

図表－R28 環境配慮活動令和7年度計画表（具体的活動・手引き）1/2 

令
和
7
年
度
富
山
大
学
環
境
配
慮
活
動
計
画
（
方
針
、
目
的
、
目
標
、
活
動
事
項
）

項 目 ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ① ②

2
① ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ① ②

⑤
① ① ② ① ② ③ ④

○
重

点
実

施
事

項

地
域

へ
、

大
学

で
の

環
境

関
係

の
講

演
会

や
活

動
へ

の
参

加
を

呼
び

掛
け

る
。

環
境

方
針

目
的

目
標

整
理

番
号

各
部

局
の

環
境

配
慮

活
動

の
目

的
（

活
動

事
項

）
・

目
標

（
具

体
的

活
動

事
項

）

活
　

動
　

事
　

項
具

体
的

活
動

事
項

（
下

記
よ

り
活

動
事

項
を

選
択

）

環 境 方 針 １

富
山

大
学

は
、

地
球

環
境

の
保

全
、

持
続

可
能

な
社

会
の

実
現

に
寄

与
す

る
た

め
、

総
合

大
学

の
特

徴
を

活
か

し
た

環
境

教
育

の
充

実
と

環
境

分
野

の
研

究
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

教
育

研
究

の
成

果
を

地
域

社
会

に
積

極
的

に
還

元
し

ま
す

。

環
境

に
関

連
す

る
教

育
・

研
究

を
推

進
す

る
（

充
実

を
図

る
）

。

１
環

境
教

育
・

学
習

を
推

進
す

る
。

1

２
環

境
関

連
研

究
を

推
進

す
る

。

3

環
境

に
関

連
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

現
状

把
握

を
継

続
す

る
。

教
員

に
対

し
、

電
子

メ
ー

ル
で

調
査

す
る

。

授
業

の
シ

ラ
バ

ス
等

で
確

認
す

る
。

教
授

会
で

周
知

す
る

。

2
環

境
に

関
す

る
教

育
の

充
実

を
図

る
。

環
境

教
育

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

環
境

教
育

に
関

わ
る

計
画

を
再

検
討

す
る

。

環
境

に
関

す
る

講
演

会
を

実
施

す
る

。

環
境

に
関

連
し

た
書

籍
を

充
実

さ
せ

る
。

環
境

関
連

の
研

究
を

調
査

し
、

情
報

を
提

供
す

る
。

教
員

に
対

し
、

電
子

メ
ー

ル
で

調
査

す
る

。

富
山

大
学

研
究

シ
ー

ズ
集

を
確

認
す

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

提
供

す
る

。

④
環

境
に

関
連

す
る

研
究

の
推

進
を

図
る

。

環
境

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

を
推

進
す

る
。

環
境

問
題

や
省

エ
ネ

問
題

に
関

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

環 境 方 針 ２

富
山

大
学

は
、

大
学

が
行

う
す

べ
て

の
活

動
に

お
い

て
、

環
境

に
関

連
す

る
法

規
、

規
制

、
学

内
規

則
等

を
遵

守
し

ま
す

。
ま

た
、

研
究

活
動

に
伴

う
ハ

ザ
－

ド
を

認
識

し
、

化
学

薬
品

の
安

全
管

理
を

徹
底

し
ま

す
。

環
境

に
関

連
す

る
法

規
等

の
遵

守
を

推
進

す
る

。

３
環

境
に

関
連

す
る

法
規

等
の

周
知

徹
底

と
是

正
措

置
を

推
進

す
る

。

1 ⑤

遵
守

す
べ

き
事

項
を

構
成

員
に

周
知

す
る

。

遵
守

す
べ

き
事

項
の

通
知

等
が

あ
っ

た
場

合
、

教
職

員
に

電
子

メ
ー

ル
で

周
知

す
る

。

遵
守

す
べ

き
法

律
の

改
正

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
通

知
す

る
。

遵
守

事
項

の
違

反
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

適
切

な
是

正
措

置
を

行
う

。
遵

守
事

項
違

反
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

是
正

措
置

を
行

う
。

４
ハ

ザ
ー

ド
の

把
握

と
是

正
措

置
を

推
進

す
る

。

3
化

学
物

質
及

び
高

圧
ガ

ス
の

適
正

な
管

理
の

徹
底

を
進

め
る

。

保
管

庫
、

鍵
、

受
け

払
い

記
録

等
の

管
理

を
徹

底
す

る
。

高
圧

ガ
ス

保
安

法
に

基
づ

き
、

職
場

環
境

の
巡

視
に

お
い

て
、

日
常

的
に

危
険

箇
所

を
調

査
・

改
善

し
事

故
防

止
に

努
め

る
。

定
期

的
に

危
険

箇
所

を
調

査
・

改
善

し
事

故
防

止
に

努
め

る
。

４
法

令
に

基
づ

く
個

所
の

作
業

環
境

測
定

を
実

施
す

る
。

有
機

溶
剤

・
特

定
化

学
物

質
の

作
業

環
境

測
定

を
実

施
す

る
。

電
離

放
射

線
関

係
の

作
業

環
境

測
定

を
実

施
す

る
。

粉
じ

ん
関

係
の

作
業

環
境

測
定

を
実

施
す

る
。

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

。

危
険

箇
所

を
調

査
・

改
善

し
、

事
故

防
止

に
努

め
る

。

化
学

物
質

、
機

械
等

の
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
危

険
有

害
箇

所
に

つ
い

て
対

策
を

講
じ

る
。

水
質

調
査

を
定

期
的

に
実

施
し

、
異

常
発

生
の

際
は

当
該

部
局

と
協

力
の

上
、

対
策

を
講

じ
る

。

５
安

全
及

び
環

境
配

慮
の

教
育

を
推

進
す

る
。

６
安

全
及

び
環

境
配

慮
に

関
す

る
教

育
の

推
進

を
図

る
。

化
学

物
質

・
実

験
廃

液
の

取
扱

い
に

関
す

る
講

習
を

行
い

、
安

全
教

育
の

推
進

と
向

上
を

図
る

。

高
圧

ガ
ス

の
取

扱
に

関
す

る
講

習
を

行
い

、
安

全
教

育
の

推
進

と
向

上
を

図
る

。

定
期

防
災

訓
練

に
参

加
す

る
。

安
全

ノ
－

ト
の

周
知

徹
底

を
進

め
る

。

研
究

従
事

者
に

対
す

る
安

全
教

育
を

行
う

よ
う

に
周

知
す

る
。

学
内

外
で

安
全

及
び

環
境

配
慮

に
関

す
る

講
習

会
・

講
演

会
・

研
究

会
等

の
開

催
が

あ
っ

た
場

合
、

周
知

し
参

加
を

呼
び

か
け

る
。

環 境 方 針 ３

富
山

大
学

は
、

学
生

を
含

む
す

べ
て

の
構

成
員

が
、

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
参

画
し

、
環

境
に

配
慮

し
た

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

配
慮

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

意
見

を
活

動
に

反
映

さ
せ

ま
す

。

全
構

成
員

の
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
へ

の
参

画
と

地
域

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

６
環

境
配

慮
活

動
計

画
を

周
知

・
推

進
す

る
と

と
も

に
キ

ャ
ン

パ
ス

内
の

美
化

活
動

と
安

全
対

策
を

推
進

す
る

。

①
環

境
配

慮
活

動
の

周
知

徹
底

を
図

る
。

富
山

大
学

環
境

方
針

に
従

っ
て

研
究

を
遂

行
す

る
よ

う
構

成
員

へ
周

知
徹

底
す

る
。

環
境

配
慮

年
度

計
画

を
教

職
員

に
電

子
メ

ー
ル

等
で

周
知

す
る

。

環
境

に
配

慮
し

て
業

務
を

行
う

よ
う

会
議

、
ポ

ス
タ

－
、

電
子

メ
－

ル
等

で
構

成
員

へ
周

知
徹

底
す

る
。

②
キ

ャ
ン

パ
ス

内
美

化
活

動
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

キ
ャ

ン
パ

ス
の

清
掃

、
除

草
活

動
を

行
う

。
（

キ
ャ

ン
パ

ス
ク

リ
ー

ン
作

戦
以

外
の

活
動

）

キ
ャ

ン
パ

ス
ク

リ
ー

ン
作

戦
に

参
加

す
る

。

学
生

に
キ

ャ
ン

パ
ス

ク
リ

ー
ン

作
戦

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
る

。

放
置

自
転

車
の

現
状

把
握

を
し

適
切

な
処

置
を

講
ず

る
。

違
法

駐
車

、
駐

輪
に

対
し

、
駐

車
（

駐
輪

）
し

な
い

よ
う

指
導

す
る

。

3
構

内
及

び
建

物
内

の
安

全
対

策
を

推
進

す
る

。

ハ
ザ

ー
ド

調
査

に
よ

る
安

全
対

策
を

推
進

す
る

。

実
験

室
、

廊
下

等
の

整
理

整
頓

の
周

知
徹

底
を

図
る

。

７
建

物
内

禁
煙

及
び

指
定

さ
れ

た
場

所
以

外
の

敷
地

内
禁

煙
の

徹
底

を
図

り
、

受
動

喫
煙

防
止

を
推

進
す

る
。

④
受

動
喫

煙
防

止
対

策
を

推
進

す
る

。

ポ
ス

タ
ー

掲
示

を
点

検
す

る
。

屋
外

の
指

定
喫

煙
場

所
以

外
は

禁
煙

で
あ

る
こ

と
の

周
知

徹
底

を
図

る
。

８

地
域

社
会

と
連

携
し

、
環

境
及

び
安

全
に

配
慮

し
た

活
動

を
推

進
す

る
と

と
も

に
関

連
事

項
の

情
報

発
信

と
啓

発
を

行
う

。

環
境

配
慮

活
動

の
支

援
学

生
を

養
成

す
る

。
環

境
内

部
監

査
員

養
成

講
習

会
を

実
施

し
、

監
査

員
を

養
成

す
る

。

６
環

境
配

慮
活

動
を

支
援

す
る

。
自

主
的

な
環

境
活

動
を

行
っ

て
い

る
学

生
間

の
情

報
を

集
め

、
相

互
の

情
報

交
換

を
促

進
さ

せ
る

。

学
生

の
環

境
配

慮
活

動
を

ホ
－

ム
ペ

－
ジ

等
で

紹
介

し
、

活
動

を
支

援
す

る
。

⑦
地

域
と

連
携

し
、

安
全

及
び

環
境

に
配

慮
し

た
活

動
を

推
進

す
る

。

大
学

周
辺

の
清

掃
活

動
を

行
う

。

地
域

の
清

掃
活

動
に

参
加

す
る

。

国
・

自
治

体
等

が
主

催
す

る
環

境
配

慮
に

関
す

る
取

組
み

に
参

加
す

る
。

具
体

的
活

動
事

項
は

上
記

の
他

、
各

部
局

等
の

独
自

の
テ

ー
マ

（
目

標
）

を
設

定
す

る
こ

と
も

可
能

で
す

。

【
３
－
（
２
）
－
①
】

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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図表－R29 環境配慮活動令和7年度計画表（具体的活動・手引き）2/2 
項 目

９
１

①

２
① ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ① ②

５
① ① ②

７
① ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ① ② ③

1
2

① ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1
5

①

○
重

点
実

施
事

項

環
境

方
針

目
的

目
標

整
理

番
号

各
部

局
の

環
境

配
慮

活
動

の
目

的
（

活
動

事
項

）
・

目
標

（
具

体
的

活
動

事
項

）

活
　

動
　

事
　

項
具

体
的

活
動

事
項

（
下

記
よ

り
活

動
事

項
を

選
択

）

環 境 方 針 ４

富
山

大
学

は
、

大
学

が
行

う
す

べ
て

の
活

動
に

お
い

て
、

エ
ネ

ル
ギ

－
使

用
量

や
廃

棄
物

の
削

減
、

資
源

の
再

利
用

、
グ

リ
－

ン
購

入
の

推
進

に
努

め
ま

す
。

グ
リ

ー
ン

購
入

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

省
資

源
、

廃
棄

物
削

減
を

推
進

す
る

。

本
学

が
定

め
た

「
環

境
物

品
等

の
調

達
の

推
進

を
図

る
た

め
の

方
針

」
に

基
づ

き
「

グ
リ

ー
ン

調
達

率
」

　
　

　
　

１
０

０
％

を
推

進
す

る
。

グ
リ

－
ン

購
入

法
対

象
品

目
に

つ
い

て
、

基
準

適
合

製
品

の
購

入
を

推
進

す
る

。
グ

リ
ー

ン
購

入
法

対
象

物
品

及
び

エ
コ

マ
ー

ク
商

品
の

購
入

を
奨

励
す

る
。

1
0

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

を
原

単
位

で
前

年
度

比
１

％
以

上
削

減
す

る
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

を
把

握
す

る
電

力
・

重
油

・
灯

油
・

ガ
ス

使
用

量
を

把
握

す
る

③
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
活

動
を

推
進

す
る

。
（

ソ
フ

ト
面

）

昼
休

み
時

間
に

事
務

室
の

照
明

を
消

す
。

昼
光

を
利

用
し

窓
側

照
明

の
消

灯
を

促
す

。

部
分

照
明

と
し

て
必

要
な

と
こ

ろ
だ

け
点

灯
す

る
よ

う
に

す
る

。

長
時

間
部

屋
を

空
け

る
際

は
、

照
明

・
エ

ア
コ

ン
を

O
F
F
に

す
る

。

パ
ソ

コ
ン

の
待

機
電

力
を

削
減

す
る

よ
う

コ
ン

セ
ン

ト
か

ら
プ

ラ
グ

を
抜

く
。

電
気

ポ
ッ

ト
の

保
温

温
度

を
下

げ
る

。

エ
ア

コ
ン

は
扇

風
機

と
併

用
す

る
。

エ
ア

コ
ン

の
シ

ー
ズ

ン
オ

フ
は

ブ
レ

ー
カ

ー
で

オ
フ

に
し

て
お

く
。

冷
房

は
２

８
℃

、
暖

房
は

２
０

℃
を

目
標

に
冷

暖
房

温
度

の
適

正
管

理
に

努
め

る
。

定
期

的
に

エ
ア

コ
ン

の
フ

ィ
ル

タ
ー

清
掃

を
実

施
す

る
。

ク
－

ル
ビ

ズ
、

ウ
ォ

ー
ム

ビ
ス

を
励

行
を

す
る

。

休
業

期
間

中
及

び
夜

間
利

用
者

が
少

な
い

場
合

は
教

室
等

を
閉

鎖
す

る
。

省
エ

ネ
ポ

ス
タ

ー
を

掲
示

し
、

定
期

に
貼

付
状

態
を

点
検

す
る

。

Ａ
４

コ
ピ

ー
は

縦
向

き
で

す
る

。

印
刷

は
、

モ
ノ

ク
ロ

印
刷

を
活

用
す

る
。

冷
房

使
用

の
時

間
を

減
ら

す
た

め
、

窓
を

効
果

的
に

開
け

る
。

４
省

エ
ネ

ル
ギ

－
機

器
の

導
入

を
推

進
す

る
。

（
ハ

ー
ド

面
）

機
器

更
新

に
お

い
て

は
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
器

の
導

入
に

努
め

る
。

エ
コ

タ
ッ

プ
の

利
用

を
す

す
め

る
。

1
1

水
の

使
用

量
の

削
減

を
推

進
す

る
。

水
資

源
の

使
用

量
を

把
握

す
る

。
水

道
水

・
井

水
・

工
業

用
水

の
使

用
量

を
把

握
す

る
。

6
構

成
員

に
節

水
の

徹
底

を
図

る
。

節
水

に
つ

い
て

、
継

続
し

て
周

知
徹

底
を

図
る

。
（

節
水

ス
テ

ッ
カ

ー
の

貼
付

、
メ

ー
ル

等
で

の
呼

び
か

け
な

ど
）

月
毎

の
水

量
を

み
て

漏
れ

等
の

異
常

が
な

い
か

確
認

す
る

。

1
2

コ
ピ

ー
用

紙
の

使
用

量
を

前
年

度
比

１
％

以
上

削
減

す
る

。

紙
資

源
の

使
用

量
を

把
握

す
る

コ
ピ

ー
用

紙
の

使
用

量
を

把
握

す
る

。

⑧
紙

資
源

の
使

用
の

削
減

に
努

め
る

。

連
絡

事
項

等
は

電
子

掲
示

板
、

電
子

メ
－

ル
の

活
用

等
に

よ
る

ペ
－

パ
－

レ
ス

を
推

進
す

る
。

講
義

資
料

・
会

議
資

料
は

出
来

る
だ

け
簡

潔
に

し
、

両
面

印
刷

で
作

成
す

る
。

紙
資

源
の

使
用

削
減

に
つ

い
て

、
周

知
徹

底
に

努
め

る
。

裏
紙

の
利

用
に

つ
い

て
周

知
徹

底
を

図
る

。

裏
面

利
用

可
能

な
用

紙
の

回
収

箱
の

設
置

と
利

用
促

進
の

掲
示

を
す

る
。

封
筒

等
の

使
用

済
み

製
品

の
再

利
用

に
つ

い
て

、
周

知
徹

底
を

図
る

。

1
3

３
R

（
リ

デ
ュ

ー
ス

、
リ

サ
イ

ク
ル

、
リ

ユ
ー

ス
）

を
推

進
し

、
廃

棄
物

発
生

量
を

前
年

度
比

１
％

以
上

削
減

す
る

。

⑨
資

源
ゴ

ミ
の

分
別

収
集

を
徹

底
し

、
リ

サ
イ

ク
ル

資
源

の
増

加
を

図
る

。

機
密

文
書

は
、

学
内

の
ル

－
ル

に
基

づ
き

分
別

、
リ

サ
イ

ク
ル

を
徹

底
す

る
。

古
紙

、
新

聞
、

雑
誌

、
ダ

ン
ボ

ー
ル

等
を

リ
サ

イ
ク

ル
資

源
と

し
て

分
別

収
集

す
る

。

発
砲

ス
チ

ロ
－

ル
、

カ
ン

、
ビ

ン
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

等
を

資
源

と
し

て
分

別
収

集
す

る
。

分
別

し
て

収
集

で
き

る
よ

う
に

、
収

集
場

所
に

分
類

を
示

す
。

生
協

食
堂

で
作

っ
た

食
品

の
販

売
に

つ
い

て
リ

リ
パ

ッ
ク

（
再

生
利

用
可

能
容

器
）

の
運

用
を

継
続

さ
せ

る
。

カ
ー

ト
リ

ッ
ジ

イ
ン

ク
や

ト
ナ

ー
の

回
収

を
行

う
。

1
0

事
務

用
製

品
及

び
家

具
・

家
電

製
品

再
利

用
を

推
進

す
る

。

複
数

部
局

に
ま

た
が

る
使

用
に

努
め

、
共

同
利

用
の

推
進

を
図

る
。

卒
業

生
か

ら
不

要
に

な
っ

た
家

具
・

家
電

の
リ

ユ
ー

ス
を

継
続

さ
せ

る
。

d
e
s
k
n

e
t'
s
 N

E
O

の
学

内
物

品
リ

サ
イ

ク
ル

情
報

を
得

る
。

1
1

試
験

研
究

用
資

源
の

再
利

用
を

推
進

す
る

。

再
利

用
可

能
な

ガ
ス

を
回

収
し

、
再

利
用

を
推

進
す

る
。

再
利

用
可

能
な

有
機

溶
剤

を
回

収
し

、
再

利
用

を
推

進
す

る
。

再
利

用
可

能
な

金
属

を
回

収
し

、
再

利
用

を
推

進
す

る
。

廃
棄

物
の

発
生

量
を

把
握

す
る

。
事

業
系

一
般

廃
棄

物
・

産
業

廃
棄

物
・

特
別

管
理

産
業

廃
棄

物
の

発
生

量
を

把
握

す
る

。

生
協

店
舗

利
用

の
際

の
包

装
袋

の
削

減
を

す
す

め
る

。

1
3

廃
棄

物
の

適
正

な
分

別
・

管
理

及
び

処
分

を
推

進
す

る
。

濃
厚

実
験

廃
液

の
分

別
を

徹
底

す
る

。

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
す

る
た

め
、

廃
棄

物
分

別
運

用
基

準
を

遵
守

す
る

。

廃
油

を
適

正
に

保
管

し
、

適
切

な
認

可
業

者
へ

処
理

処
分

を
依

頼
す

る
。

ゴ
ミ

箱
に

破
損

が
な

い
か

定
期

に
確

認
す

る
。

適
宜

、
廃

棄
物

の
分

別
が

正
常

か
調

査
す

る
。

集
積

場
が

乱
雑

に
な

っ
て

い
な

い
か

確
認

す
る

。

下
水

道
排

水
の

適
正

な
管

理
を

推
進

す
る

。
排

水
設

備
の

運
用

基
準

を
作

成
し

、
適

切
に

管
理

運
用

す
る

。

具
体

的
活

動
事

項
は

上
記

の
他

、
各

部
局

等
の

独
自

の
テ

ー
マ

（
目

標
）

を
設

定
す

る
こ

と
も

可
能

で
す

。

1
4

廃
棄

物
の

発
生

抑
制

を
推

進
す

る
。

廃
油

・
廃

液
の

発
生

を
抑

制
す

る
。

廃
試

薬
の

発
生

を
抑

制
す

る
。

固
形

廃
棄

物
の

発
生

を
抑

制
す

る
。

生
ご

み
の

発
生

を
抑

制
す

る
。

機
器

梱
包

材
の

引
き

取
り

は
納

入
業

者
と

す
る

。

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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参考資料15 国立大学法人富山大学 

施設マネジメント委員会規則 

国立大学法人富山大学施設マネジメント委員会規則 

平成17年12月８日制定 

                               令和６年３月26日改正 

 （設置） 

第１条 国立大学法人富山大学における適切な教育研究環境の構築を目指し，総合的かつ長期的な視点に立っ

た施設等の確保，効率的な活用及び維持保全の基本的な計画を策定するため，国立大学法人富山大学施設マネ

ジメント委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，学長の求めに応じ，次の各号に掲げる事項を審議し，意見を述べるものとする。 

（１）施設の中･長期計画の策定に関すること。 

（２）施設整備計画の策定に関すること。 

（３）施設の点検･評価及びこれに基づく有効かつ効率的活用への提案に関すること。 

（４）施設の維持管理の計画に関すること。 

（５）省エネルギー対策の推進計画の策定に関すること。 

（６）交通計画の策定に関すること。 

（７）その他施設マネジメントに関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）施設を担当する理事又は特命理事  

（２）各学部，教養教育院，生命融合科学教育部及び附置研究所の各教授会，教職実践開発研究科委員会並び

に附属病院運営会議から選出された教授 各１人  

（３）附属図書館運営委員会から選出された教員 １人 

（４）機構，学内共同教育研究施設及び学外との連携による教育研究施設の教員 若干人  

（５）財務施設部長 

（６）その他委員長が必要と認めた者 

（任期） 

第４条 第３条第２号から第４号まで及び第７号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が

生じた場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，第３条第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。ただし，委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が

指名した委員が，その職務を代行する。 

（議事） 

第６条 委員会は，委員の２分の１以上の出席により成立する。 

２ 議事は，出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。 

（意見の聴取） 

第７条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができる。 

（ワーキンググループ等） 

第８条 委員会が必要と認めたときは，ワーキンググループ等を置くことができる。 

２ ワーキンググループ等に関し必要な事項は，委員会が別に定める。 

（事務） 

第９条 委員会の事務は，財務施設部施設企画課において処理する。 

（雑則） 

第10条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に必要な事項は，委員会が別に定める。 

http://www.u-toyama.ac.jp/index.html
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参考資料16 国立大学法人富山大学 

施設の有効活用に関する規則  
国立大学法人富山大学における施設の有効活用に関する規則 

                               平成24年６月12日制定 

                               令和５年３月24日改正 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条  この規則は，国立大学法人富山大学（以下「本学」という。）における施設が，各組織等の占有で

はなく大学全体の共有財産であるとの認識のもと，全学的視点に立った施設運営と時代の変化に即応した教

育・研究活動を円滑に進めるため，施設の有効活用に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（用語の定義） 

第２条 この規則における用語の定義は，次に掲げるとおりとする。 

 （１） 「使用責任者」とは，国立大学法人富山大学固定資産管理規則第10条第１項に定める使用責任者を

いう。  

 （２） 「教育研究施設等」とは，附属病院，講堂，附属図書館，福利施設，看護師宿舎，教職員用宿泊施

設，国際交流会館，学生寄宿舎，体育施設，課外活動施設，附属学校及び職員用宿舎を除く全ての

建物をいう。 

 （３） 「総合研究棟」とは，従来の学部，学科及び研究科など個別組織単位の枠を超えて，全学で共用で

きるスペースを有する研究棟をいう。 

 （４） 「全学共用スペース」とは，同種機能の集約化及び弾力的・流動的な施設利用を促進するために確

保される一定規模の共有スペースをいう。 

 （５） 「レンタルスペース」とは，競争的原理に基づくプロジェクト研究，組織の枠を超えた共同研究活

動，産学官の連携活動及び若手研究者の育成等に対応するため，弾力的・流動的にレンタルできる

スペースをいう。 

 （５） 「部局長裁量スペース」とは，プロジェクト研究等に対応するため，部局長の裁量によ り弾力

的・流動的に利用できるスペースをいう。 

 （６） 「利用代表者」とは，レンタルスペースの利用を承認された本学の研究組織の代表者をいう。 

 

（教育研究施設等の利用申請） 

第３条  学長は，教育研究施設等の有効活用に関して，使用責任者に別に定める施設利用範囲を提示する。  

２  使用責任者は，前項で提示された範囲内の教育研究施設等の利用について別に定める様式により学長に

申請し，承認を受けるものとする。 

３ 学長は，新たな組織が設置され利用施設が未整備若しくは未充足の場合又は若手研究者等の教育研究環境

の確保等が必要な場合には，使用責任者と必要な調整を行い，利用施設を確保する。 

４ 前項で確保された施設を利用する使用責任者は，第２項により学長に利用申請の手続きを行うものとす

る。 

 

（点検・評価） 

第４条 国立大学法人富山大学施設マネジメント委員会（以下「委員会」という。）は，教育研究施設等の有

効活用を促進し，資産の運用の適正を図るために，教育研究施設等の使用状況を定期的に点検・評価し，学

長へ報告するものとする。 

 

（改善の勧告） 

第５条 学長は，点検・評価の結果，改善が必要な場合には，使用責任者及び利用代表者に改善のための勧告

をすることができる。 

２ 改善の勧告を受けた使用責任者及び利用代表者は，ただちに改善措置を講じ，学長に報告するものとす

る。 

３ 学長は次に掲げる場合は，その教育研究施設等の使用制限又は使用停止することができる。 

（1） 改善勧告後も改善が見られないとき。 

（2） 建物の工事等により，暫定的にスペースを確保する必要があるとき。 

（3） その他学長が特に必要と認めたとき。 

 

（教育研究施設等使用料の徴収） 

第６条 教育研究施設等の使用責任者は，教育研究施設等の使用にあたって別に定める施設使用料を負担する

ものとする。 

 

（教育研究施設等修繕計画書等） 

第７条 使用責任者は，年度初めに別に定める教育研究施設等修繕計画書を学長に提出して承認を受けるもの

とする。 
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２ 教育研究施設等修繕計画書の作成については，使用責任者の依頼に基づき，施設企画部が作成の支援及び

協力を行う。 

３ 学長は，第１項の承認を行った使用責任者に対し，教育研究施設等の維持管理等に必要な費用のうち一定

額を配分する。 

 

第２章 全学共用スペース等 

（確保及び規模等） 

第８条 新築・増築及び大規模改修を行う総合研究棟は，延べ面積の概ね20 パーセントを目標に全学共用ス

ペースを確保する。ただし，延べ面積が千平方メートル未満の小規模な施設及び特定の用途に利用する施設

は除く。 

２ 未改修の既存施設において確保する全学共用スペースの規模は，全学の施設の活用状況調査等に基づき委

員会が別に定める。 

３ 第１項により確保した全学共用スペースの概ね30 パーセントを目標にレンタルスペースとし，公募制のも

とで有効活用する。  

４ 使用責任者は，第 3 条第 2 項で承認を受けた施設利用範囲から全学共用スペースとして部局 長裁量ス

ペースを確保し，有効活用する。 

 

（利用の区分等） 

第９条 レンタルスペースの利用の区分，利用形態及び期間は，原則として別表のとおりとする。 

２ レンタルスペースを利用できる者は，本学の職員，本学の職員と共同研究等を行う学外の研究者等及び本

学の学生とする。 

 

（利用申請及び承認） 

第10条 レンタルスペースを利用しようとする本学の研究組織の代表者は，別に定める様式を当該所属の部局

長を経て学長に申請するものとする。 

２ 学長は，前項の申請があった場合は，委員会の意見を聴いて，これを許可することができる。 

３ レンタルスペースを他の施設の大型改修工事に伴う代替施設として利用する場合は，その都度委員会に諮

るものとする。この場合における利用期間は，当該大型改修施設の工事期間及び移転のために必要な期間と

する。 

 

（レンタルスペースの管理・運営） 

第11条 レンタルスペースの利用を承認された利用代表者は，当該施設の利用に係る適正な管理を行うととも

に，その円滑な運営に努めるものとする。 

 

（利用に係る経費） 

第12条 利用代表者は，当該利用に係るレンタルスペースの維持管理費及び光熱水料等を負担するものとし，

その額は当該総合研究棟を管理する部局の長の定めによる。 

２ 利用代表者は，当該研究等に必要な機器等の備付け及び撤去等に要する経費を負担するものとする。 

３ レンタルスペースを共同研究等に使用する場合は，学外の共同研究者等が占有する施設等について国立大

学法人富山大学固定資産管理規則第28条に基づく貸付料相当額を徴収する。 

 

（利用の制限） 

第13条 利用代表者は，承認を受けた目的以外で当該レンタルスペースを利用し，又は第三者に利用させては

ならない。 

２ 学長は，利用者が利用に関し虚偽の申請をしたとき，又は管理運営に重大な支障をきたすおそれがあると

認めたときは，利用許可の取消し，又は利用を中止させることができる。 

３ レンタルスペースに備付けることのできる機器等は，原則として当該施設の改修等を必要とせず，かつ，

容易に移動又は接続替えができるものでなければならない。 

４ 利用代表者は，レンタルスペースを改修しようとするときは，別に定める様式を当該所属の部局長を経て

学長に申請するものとする。 

５ 学長は，前項の申請があった場合は，委員会の意見を聴いて，これを許可することができる。 

 

（利用の終了・継続） 

第14条 利用代表者は，レンタルスペースの利用を終了するときは，当該施設を原状に復旧するとともに，別

に定める様式を所属の部局長を経て学長に提出するものとする。 

２ 利用代表者は，レンタルスペースの利用を継続するときは，別に定める様式を所属の部局長を経て学長に

申請するものとする。 

３ 学長は，前項の申請があった場合は，委員会の意見を聴いて，これを許可することができる。なお，継続

利用できる期間は，原則として別表のとおりとする。 

 

   第３章 雑則 

（雑則） 

第15条 この規則に定めるもののほか，施設の有効活用に関し必要な事項は，委員会が別に定める。 
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 「富山大学キャンパスマスタープラン

2025」をお届けできることを、心より嬉しく

思います。策定にあたり、検討を主導いただ

いたワーキンググループの皆様、学内外の多

くの関係者の皆様の知見とご尽力に、深く感

謝申し上げます。 

 本学は平成17（2005）年の再編・統合以

降、2007年の初版「キャンパスマスタープラ

ン」から2011、2015、2020へと継続的に見直

しを重ね、教育・研究・社会連携の現場で得

た経験と教訓を蓄積してきました。各計画に

は、キャンパスづくりに携わった教職員と、

そこで学び働いた多くの方々の思いが刻まれ

ています。一方で、耐震化や老朽施設の改修

を進めつつも、なお解決すべき課題が残され

ていることも事実です。 

 いま社会は、デジタル技術の急速な進展、

脱炭素への転換、人口減少・少子高齢化、自

然災害や感染症の教訓など、かつてない速度

で変化しています。 

 大学には、専門の枠を越える知の融合と、

産学官金や地域との連携を通じて価値を創出

し、社会課題の解決に資する役割が求められ

ています。その基盤となるキャンパスには、

安全・安心と快適性に加え、多様な人々が集

い、対話し、挑戦と共創が生まれる場として

の機能が不可欠です。国が掲げる「イノベー

ション・コモンズ（共創拠点）」の考え方

も、この方向性を後押しするものと言えるで

しょう。 

 本計画では、学修・研究、生活、社会連携

を支えるキャンパス環境を総合的に捉え、地

域とともに歩む大学拠点の在り方を示してい

ます。そしてその考え方は、施設を大学の将

来を支える重要な経営資源として捉え、柔軟

かつ一体的に活用していくための共通の指針

となるものです。 

 整備者と使用者の認識のずれを丁寧にすり

合わせ、「使いやすさ」「効率性」に加えて

「居心地」「誇り」「愛着」といった感性的

価値を高めていくことを重視します。 

  大学の施設は、次世代へ受け継ぐべき公

共的インフラであり、学部・教員の占有物で

はなく、大学全体の共有財産です。本学の整

備は、国民の皆様の貴重な税財源、寄附、そ

して自己財源に支えられてきました。ここに

篤く感謝申し上げるとともに、限られた資源

を最大限に活かし、計画的かつ段階的に更

新・再編を進めてまいります。 

  本マスタープランは、策定時点で完結す

るものではありません。実践を通じて検証

し、改善し続ける**「生きた計画」**です。

今後、個別事業の具体化と運用の過程で、学

生・教職員・卒業生、地域社会、産業界、行

政、国内外の研究者を含む多様な関係者の参

画と対話を重ね、富山の地が持つ豊かな自然

とコンパクトな都市機能という特性を生かし

ながら、創造性と包摂性に富むキャンパスへ

と磨き上げていきます。 

  本計画が、本学の未来を支える確かな羅

針盤となり、学生・教職員一人ひとりにとっ

て誇りと愛着を育む場の創出につながること

を願い、あとがきといたします。 

 

令和8年3月  

  理事・事務局長（施設担当） 

 施設マネジメント委員会委員長  

鈴木 規子  

あとがき － Afterword － 
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2025年（令和7年） 

5月21日  

第１回施設マネジメント委員会において，キャンパスマスタープラン

2025検討ワーキンググループの設置について審議，了承 

2025年（令和7年） 

9月18日  

第１回キャンパスマスタープラン2025検討ＷＧにおいて検討方針及びス

ケジュールを検討 

2025年（令和7年） 

10月29日 
第２回キャンパスマスタープラン2025検討ＷＧにおいて見直し案を検討 

2025年（令和7年） 

12月18日 
第３回キャンパスマスタープラン2025検討ＷＧにおいて見直し案を検討 

2026年（令和8年） 

2月9日 
第５回施設マネジメント委員会で審議，案を了承 

2026年（令和8年） 

3月10日  
役員会で審議し，決定 

2026年（令和8年） 

3月10日  
経営協議会に報告 

2026年（令和8年） 

3月19日 
教育研究評議会に報告 

2026年（令和8年） 

3月30日   
公表 

         企画・編集   

    施設マネジメント委員会 委員長 理事・事務局長（施設担当）鈴木 規子 

                                       

       キャンパスマスタープラン検討ワーキンググループ 

   グループ長 都市デザイン学部教授  安永 数明 

       経済学部教授            唐渡 広志   

       医学部教授             一條 裕之     

       芸術文化学部教授          河原 雅典 

       財務施設部長            吉居 真吾 

       財務企画課長            西川 幹郎 

       施設企画課長            西村 健司 

       学生支援課長            谷村 英一 

       研究振興課長            熊澤 周平 

   富山県土木部都市計画課長      澤  徹 

   株式会社HARITA代表取締役社長    張田 真 

  

  

  

「キャンパスマスタープラン2025」の改訂経緯（第１版） 

富山大学キャンパスマスタープラン2025 

2026年3月初版第1版発行 

国立大学法人 富山大学     

〒930-8555 富山市五福3190 
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